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序

本調究報告書は，久米島空港内に所在する北原貝塚の発掘
調査の成

呆を記録したものであります。 調11~は，久米島空港整備工事計画に先

立ち，記録保存を目的として実施されました。

久米島空港は， 1972年の沖縄の本土復帰前に米国民政府援助資
金に

よって建設されましたが，その後，二度の拡張 ・整備を経て
現在に至っ

ています。 しかし，近年のリゾートブームによる観光客の
増加や典産

物等の島外輸送の増加に伴う儒要増に対処するため，より
大型機の導

入を図る目的から，空港の拡張 ・整備の必要があり ，現空
港エプロン

に南接して残存する北原貝塚についても，その計画範囲に
含められた

のであります。

当該具板は沖縄考古学史上箸名な貝塚であるうえ，従前の
拡張 ・整

備に伴う発掘調介によって，貝塚の大半は削失してしまっ
ていること

から，現存部については可能な限り，現地保存の方途を探
ったのであ

りますが，空港エプロンの拡張部分にあたる性格上，設計
変更にも・

定の限界があり，やむを得ず記録保存の処罹をとったわけで
あります。

調壺の内容については，本文に紹介するとおりであります
が，従来

認識されていた沖縄後期 （弥生時代～平安時代初頭併行期
）の文化層

下に，久米島では希少な沖縄前期（縄文時代後期併行期）
の文化層の

発見と，それに伴う辿構や遣物が出土し，往時の文化内容
を解明すべ

き多くの貫重な脊料を含んでいます。

はるかな時代に，この琉球列島に生きてきた先人たちが，
どのよう

な＊平らしを行ってきたかは多くの人々が強い関心を寄せる
ところであ

ります。

本調孔洋餡廿書が考古学上の研究に十分供されると共に，広
く 一般の

方々に文化財への理解を深め，文化財愛談思想の高掲の一
助となるこ

とを期するものであります。

末尾ながら，この度の調査に際し，種々便宜を供与され，
多大な御

指ftおよび御協力をいただいた．文化庁および具志川村教育委貝会を

はじめ，関係各位に対し，哀心より感謝の意を表する次第で
あります。

平成7年3月

沖縄県教育委貝会

教育長嘉陽正幸



凡 例 1. 本栂は， 1992年度に実施した沖縄県島））［郡具志川村字北）以に所在する
北原具塚の発掘調査報告料である。

2. 発掘調介および責料整埋業務は，北l駁具塚発掘調1f事業として，沖縄
県土木建築部 （所行 ：空池課）より fJなの分任を受けて，沖縄県教育委
員会 （所符 ：文化課）が：長施したものである。

3. 本忠で用いたレベルの数値は，すべて絶対高である。

4. 特にことわりのない限り，観察表などに記した値は製品の蚊大値で，
その隼位はcm, およびgである。また， （ ）を付したものは残存値を
示し，ーとしたものは，欠失などで,ft測不可能なものを示す。

5. 本書に掲載した地図は，建設省国土地理院の，；午11fを得て.lriJ院発行の
2.5万分の 1の地形図を複製したものである。

6. 原色図版の窄中写真は，沖縄県南部土木事務所より提供していただい
たものである。

7. 本許の執箪は，下記の通りである。

盛本 勲 （沖縄県教脊庁文化課史跡 ・名勝 ・埋蔵文化財係主任）

第］～第 4 章，第 5 章第 2 節 • 第3節，第4節1~ 7・9 ~ 11・13~ 16, 
第5章第 5・6節，第 6序

西銘 章（沖縄県教育庁文化課史跡 ・名勝 ・埋蔵文化財係充て指淋主事）
第5章第 1節

比嘉役子 （沖縄児教育庁文化課史跡 ・名勝 ・埋蔵文化財係嘱託講l介員）
第5章第4節8・12

8. 本料の編躯は，比茄優チの協力を得て，盛本が行った。

9. 出土逍物および調itに関する記録類は，沖縄県教育庁文化課脊料室に
て保管している。
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第1単 貝塚の位附と環境

第 1節 貝塚の位附と環境

北）！；［（きたはら）貝塚は.1967年に発見された沖縄甜年後期の貝塚である 貝塚のIi)j・ 在地は．

沖縄県久米/.'.'.;J~ 志川村'i-=北）以に 1•)-j-在する久浪烏窄湛のエプロン（射載場）と．その1-h接する一

常であるが，第2,,;-.: 第］節で述べるように．エフロン（駐機場）部分は1972年度の格備 ・I:·~1 

に伴う 'F-Hii I」,1l介によってii'i1-:: しているヘ

久米，島は． 沖縄木，鳥 ．）月ふ別の1H11り約95kmに・浮かぶ55.69 k nr の Ill各台形状を＇仕した .i::~で.it!' 

縄諸島域では.1, とも西端に位ji"i:する（節 I[·x]) ッ ，,:.~の束阻ljには奥武島．オー Iヽ ，,:,)の小,,:、}が隣桜し，

iJ・政区11hjLは．島の1/Lj半部が！！心、JII村．束l部がil[tI札村となってt,ヽる

島は地質構造じ占期火111区に屈し.J命球列，烏では数少ない火成宕を主とする111地 tf本の島

で.fjl-、ドI脊島.I'. 岱良11¥J.,l'i島．イi.h(島，,,り表島． —,j.)刷 r/島などとならんで，；':j ,Iル に），伐する(,~崎1988)

そのため，＇「:,)は北祁と怜 j乳じの200~300級の山地）,-~ を中心として．それにFfJ沿したようなかたち

で広がる砂泥竹の低地僻と. {ii火宕の平地悩から構成されている (k城1976)"とりわけ．島

の西側には湘抜20~50mのイiJ火宕-,~地常が，和IXにりKり出し．比'!tiな発辿をみせている また，

山地間に源を発し ・川が幾筋か走り，台地を深く刻み込んで．この伍1-Jく宕・iz地ヽ 悶を糸fてiiu:

へ流れてしヽる 本貝板に近し、北部の鈷祖古砧 (202.6 m) . ~j·: i I城//; (309. 5 Ill)などの村i物

群治の1nl直分布をみると.I I I ff[付近は小竹で投われているものの、そのド位はシイやカシ柏な

どの広菜樹林が認災している（けUl975)

また，該,I.'.'.;は沖縄地方ではめずらしいlffilh型のサンゴ礁のみられる島で．束JiffI・. にはウガ

ンビシが釣りJ";[人に突出し.1・Hilり祁にナンビシ．ハナリグワーと続き．島尻先をまわるとメー

ビシ． ウクビシ， イリビシと，ほほ島をIJII紐してl,ヽ る（木111;靡）••編 1 975)

このようなri然条件に規定されてか， ,qの追跡のはとんどは西側のイ,.,火府.,~地・；;;; から1¥-i11り洵

作の砂Ii':上に分布している このことは．＇島 の北および束1}J;1,1料が低iilで, if1): も深く ，人間の

I 1:. 活に適さないのに対し，1/Lj~西1Hif1J:iドは前記したように低‘ドな怜地とi1if.iド(i少応さらには社('.

榜活動としての必須の条件であるラグーンの発達が尉ばであることなど，牛活を'i:(・む卜での

種々の条件を具りiiiしていることから 1う'ffj• されよう ＾

主な辿跡としては，西側の石I火笞地帝内の洞穴に形成されたド地)Ji(i[1i]穴逍跡 (111石器時代-rll

芍期）、ヤジャーガマilnJ穴辿跡（沖縄後期～グスク時代）やfl/火宕台地」：の）く田止逍跡（沖縄

1i1i V期），西から南西部の砂l了：上にはi,'i水具塚（沖縄後期），）--:H;[! ! 塚詳（沖縄,iiil¥ ~ ¥'期，後

期）などがある（第2図）

本具塚も加Iり洵．岸に発達した，辿称 「大）以砂Ii":」の北端部付近に形成されている。その範皿

は，1972年度の現久米島午港の拡張 ・整i1Hir事によって,H北に分断され，北側の駐恨場（エプ

- 1 . 
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第 1図 久米島と北原具塚 （．）の位i悦
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ロン）付近にあった具版の中心部は現仔しないため、正確な範IHIぱ判然としないが．かなりの

範訓で広がっていたようである。貝塚付近での湘抜高度は.10-12mである。

第 2節 調査地］月辺の遺跡

具、ーUll村の先史時代 （沖縄前期～詞後期）の逍跡立地をみた協合．その地形などとの関係か

らして一大別される （第3図参照）。

その・つは，島島集落の前あたりから久米島窄港あたりに至る湘浜砂丘 （通称 ：人原炒丘）

の発達した南～南西海洋と．その背後の石灰岩台地にゞ［地する追跡群である。

他の ・つは空港北側から几忠川城跡あたりに全るリアス式；1人の袖fJ-;lに面して立地する追跡

群である。

洵．）平線長は， ,iii者が約 5km, 後者は約 4 kmである 。 さらに ， , ,,,j 者は I~地や洵痒などの微地

形も異なる。まず，陸地形をみた場合，1i1i者は背後に20-50mの低平な伝J火宕を控えているの

に対し，後者は洵料線に沿って筋状の石灰宕丘陵がほぼ南北に2-3縦走する地形をなしてしヽる。

洵作地形をみると， riii者は遠浅で沖合い約700 m に，I,、~}凡沖から延びてきたリーフが湘岸線を

包み込むように横たわっているのに対し，後者はリーフの梵達が弱く ，iNiド線ぎりぎりまでiiが

がせまり ，怠深になっている。

このような地形の差異は追跡の立地にもあらわれており ，先史If寺代逍跡のあり方をみた場合，

主として沖縄前期や同後期の逍跡は砂丘の発逹した悴j海岸に集中するとともにその規校も）＜

きく ．かつまた群をなして途切れなく続いているようである。 しかし．沖縄前期でもV期の段階

になると、それまで洵浜砂丘上に生活の舞台をもっていた人たちは、背後の石灰岩平地常のl#l

地へと移動し，後期になるとまた砂丘地へ戻ってくるようである。そして、11HN期後半-v期の
段階になって造跡が形成され始めるのが，北I樹洵痒の石灰宕台地上である。北西湘痒の逍跡を

みた場合，］追跡のみの沖縄後期の追跡を除いては，そのほとんどがlifil¥「-v期の逍跡である。
北西海岸の辿跡については，久手限1982に詳述されているので，それを参照していただくこ

とにし，ここでは本貝塚の立地条件とも煩似する南西洵罪の砂丘遺跡について簡辿する。なお．

この記述は，西出他1968,久手堅1979・1982,安鬼1974・1975.知念1976・1993,高i0982,

盛本編1989,および盛本の調介メモにもとづくものである。

〈石灰岩平地上の遺跡〉

1 . 大田辻遺跡

字西銘集落の南西約300-400mの小字大田辻原に所在する，沖縄H1iV期の追跡である。逍跡

は，標高30Ill前後の石灰岩平地に立地している。一帯は，近年の圃場整備事業により旧地形が

改変され，その面影はとどめていない。

- 3-
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第2図 北原貝塚の現存範囲と周辺の地形図
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逍跡の本格的な訓'」11:がなされたことはなし‘が，これまでの採集脊料や恨店などからする限り ，

無文化した肥Iし1.I I緑 ([t:JfI.iiiが略三角状を閑す）の字1邪浜式 t-.器を．主体とする沿跡のようである

〈砂丘上の遺跡〉

2. ウルル貝塚

泊水小学校の東北令1;に在する，ウルル御拙僻を中心とする沖縄後期の貝塚で
ある。具塚の

範IJilにつ¥,,\ては llJ然としなしヽが、 御琺を 中心とした周辺の畑の~om [71!)j以 I・.にわたってj直物の

分布がみられる

本具塚も未だ本格的な発枷!ill甜代が実施されたことがなく ，その範IJHについては4渭明な部分が

多し、 採集脊料や恨＇「りなどからすると ， ＜びれた - r~,iりの沖縄後期 l灌片や壷形のグスク上器など

がみられることより ．沖縄後期後r--グスク時代への移行期の貝板と息われる＾

なお,1991年に本貝Jゑより， ] .'位のみであるが中11s1占銭の五i:朱銭（初鋳 BC118年） と鉄釘

が表採されている（金城 ・久和約992)

3 . 仲泊貝塚

字仲泊集落後）jの砂 11:」•に立地する沖縄後期の具塚である 。 本具塚も未だ本格的な発枷鴻]1t

は行われたことはなし、が、採集脊村や試掘講1ft (討浜1976)などからして，底部形態は乳Jが
1人

尖底をなす器形の土器群を伴う貝塚のようである。

4. 清水貝塚

泊水小学校の西側の砂丘,-.(f; 加：j7~8m)に形成された．沖縄後期の貝J床であ
る。具Jゑの

正確な範圃については判然としないがかつて述動場西側の切り辿し断rffiでも逍物己含/,;,1が確

1認されたことより，その東限は述動場へも延びていたようである また．西
限も'j'.lj然としない

が 1985年に個人・WI地の土坑改良に伴って記録保介調．介を実施した畑に隣接するWIの西）jへ
延

びているようである。

1985年に個人畑地の日災改良に伴う記録保化淵:?fが実施されている その結果．沖縄後期の

貝塚では稀にみる）出盤の白砂/,;~ も含めて 7枚の拙柏},,、']の重なりをもつ貝塚であるこ
とが判明し

ている（盛本編1989)c,検出辿構としては，イモガイ科集梢辿構と 石列辿構がある
。出土辿物は．

:~,: 富でかつまた多岐にわたっているし

なお，詳細については，，JM1t報四内に依られたい

4. 大原貝塚群

辿称）』原砂fr」:-.に立地する沖縄前l¥'~¥期，および沖縄後期の複合辿跡である 貝塚の→

部は， 1956年に琉球政）{.f文化財保設委員会の指定を受け，1972年の本 I・.復）愉後は県指定史跡と
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してり 1き継がれてしヽる

貝塚は，村,'t潅総合運動場付近からサンリ
ーフリゾートホテルの手1i1i近くの比較的広

範訓にお

よんでいる そして，この群はいく
つかの地、r_'.(貝版を形成し，各々は

時期や性格なとからして

3 ヵ所の地、,.'.(に大別されるようである —

第•地、((は，指定地を含む周辺である 。 主として ， 沖縄1iiil¥期にJ戒する(JI・?/支式や荻-;?式，大

,,, 式~.りの日．器群を出卜する地，,.'、(である^

第二地点は，指定地の西側部分であ
る。t.として，沖縄,iii¥期に）屈するカヤウチバンタ

式や

, j・:/<jら．浜式方の I・.悩群を,'I',I: する地、しせである
‘片該地、1.'.( は ， 1 979年に hnJ場格佃i -~~菜にf'I<う範IJt-1確

認訓崎が）：施されてしヽる (''1庚編1980)
111峠報；,,: i':: によれば， 3枚の追物己含f,;,,iが確

認、され，

多くの逍物や辿構が検出されている
辿構としては，石列辿梢' )jJf~ イi糸II迅構集石逍構など

があり ． それらの逍構の性格としては． イu~れしくは硲域布1/IJとの関連性が考！
俎されている

出 I泌i物は、沖縄1i1iV期に）,対するカヤウチ
／ゞンタ式や宇座浜式などを iご．として，1iiiI¥

期のWil支

式や荻韮式および沖縄後期の卜悩
類のほか多種多様の貝認品やイi斧原石，

ィi111且かの石器

1れなとも出 I・.している

第→：地点は，指定地のjlり）jにあたる
箇所であるーけIJ名，人）J;(第こ貝塚と

称されているc 沖縄

後期の貝塚であるへ1<1f11,W,J 1r: によって，沖縄後
期に屈するい僻群が得られているも

のの、木だ

"~ 式な発掘,,i,',jf社がなさhたことかないため
、 II餘Illな内容につし、ては'j:lj然としない。

5. 北原第二貝塚

久米，,:,炉悦湛北端;n;の東側に立地する，沖縄後期の貝
塚であるー未だ本格的な発掘泄l介が必施

されたことがないため．詳細につい
てば判然としなし＼

7 . 北原第三貝塚

久米島咲湛1―厨i端の束約500mの椋翡 3-
4mに1J.:地する，沖縄後期の具Jゑである。貝塚

の11:

地する砂丘は， 1対洵料から延びてき
た砂丘 （辿称 ：大原砂Ii)の股西端に

あたる。本貝塚も，

未だ本格的な発掘，J恥崎がなされたことがな
いため｀その詳細については判然と

しない。
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第 2章 発掘調査の経過

第 1節調杏に至る経緯

久米島空港は， 1963年に米国民政府援助賀金により現在地に建設され， 1965年］月から民間
航空により運行を開始している。その後，滑走路などの整備を行い，1968年より YS-11型機
が運行していたが， 1972年の沖縄の本土復帰に伴い，離島の空港が本土の航空基準法に合わな
いということから， 1976年に大輻な拡張 ・整備T事を実施し，翌年4月に滑走路長1200mで再
供用され，現在に至っている（沖縄県土木建槃部）。
近年のリゾートプームに伴い，県外から沖縄県への観光客は年々増加傾向にあり，これと連
動するかたちで離島観光も増加の一途をたどるとともに，h嬰廂物や花木筈の県外出荷の増加が
見込まれているという（沖縄児土木建築部1991)。
このようなことから，沖縄県では今後の需娑妍に対処するため，より大型機の淋人を図り，
効率的な輸送）Jを確保する H的から，現在の1200n噂＇｝走路を 2000mに延張する計j1hjを進めてい
た。 その結果，諾点からして既存空港での拡張（第 4 図 • 原色図版ー）が最良との結論に至っ
ている。

計両に先だって，沖縄県教育委員会が実施した分布調壺によれば，この拡張 ・整備計圃予定
地内には，周知の追跡，北原具塚が存在することから（盛本編1992),県教脊委員会 （所管 ：
文化課）としては，文化財保渡の立場から，計両者の県土木建築部（所管 ：空港課）と，その
取扱いについて協談を重ねたが，具塚が所在する地点にはエプロン （駐機楊）の計両があり，
大型機が3機並列して駐機可能なスペースが必要とのことから，記録保存をH的に事前誰崎を
実施することになった。

調壺は，県土木建築部（所笠 ：空港課）が犯教育委員会（所符 ：文化課）に手符を分任する
かたちをとり， 1992年 9月16日から発掘調森を開始し，翌1993年2月26日までの延べ154日1a1
にわたって行った。

第 2節調査組織

発掘調査 (1992年度）

調査資任者

調1t総括

津留 健二 （沖縄県教育委員会教育長）

金城功 （沖縄県教育庁文化課課長）

知念勇 （同 上課長補佐）

大城慧 （同 上 史跡 ・名勝 ・埋蔵文化財係長）
調杏事務 川満 一成（同 上課長補佐）

- 8-
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大村光1―: ( 圃 上竹埋係係長）

伊放盛治 ( I【iJ 」.-. 主1]i-)

上U¥J 尚子 ( IHI 」~- 副主介）
比嘉美代寸'.( lnJ 上鼎」主介）

王村良—(・ （ 詞 上 ii¥lJ主介）
調介指蒻 渡辺 誠 （名古招大学文学部教授 ・考古学）

上直H 均 （文化庁伝統文化課主任調介ミ宜 ・民俗学）
指喘助言者 木下 尚-{・ （梅光女学院大学助教授 ・考古学）
由料整理）

調壺担当 盛本 勲 （沖縄県教脊庁文化課史跡 ・名勝 ・刑蔵文化財係王任）
瀾介貝 桐U1秀穂（名古屋大学文学部大学院修十課程）

比茄 優子 （沖縄県教育）『文化課史跡 ・名勝 ・哩蔵文化財係縣託調森員）
大城勝・r.[( lrrJ 

上）

！照）せ禾ljJこ( loJ 」:.）
渡炭次ゆかり ( I石j 上 ） 

湛l介補助貝 西銘 邸 （沖縄国際大学文学部社会学科考占学W-巧~I-: , 現沖縄県教脊文化
課史跡 ・名勝 ・埋蔵文化財係充て指淋主事）

発掘謂Ji:作菜貝 (n十音順）

新厨喜久千，新11-( 文，祈J,-r久子，新桓ハッ，上里美智f,内間フジ，大城
秀，古波蔵洋子，中村タケ，仲原 文，仲地浄f,lt嘉文，lt嘉トミ，‘呂・
集：と美子，宮里邦子，山城初子，山城美秤ーf,安村直子，!j那城ハル，与那
原 ミト。

;1J/;] 1-t協力 久手堅稔（具志川村文化財保股稲議員 ・沖縄県文化財保設指埒且），佐久田
勇（仲担村文化財保護審議員），沖縄県士木建染部窄港課，沖縄県士木建築
部枠j部土木事務所，具志川村役場空港課，具志川村役場建設課。

資料整理 (1993~'94年度）

調*-ft任者 嘉I傷正幸 （沖縄県教育委旦会教脊長， 1993~'94年度）
訓介総括 糸数兼治 （沖縄県教脊庁文化課諜長，1993年度）

西平守勝 ( I廿J J:. , 1994年度）
知念 勇 ( li:il 上課長補佐，1993~・94年度）
人城 愁 ( lnJ 」-. 史跡 ・名勝 ・肌蔵文化財係長， 1993-・94年疫）

瀾介事務 川満 一成 （ 同 上課長補佐，1993年度）
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第3節調究の経過

発掘調壺を実施した地域は，久米島空港のエプロン （駐機場）の南側に位殴する地、点で，西
側が略弧状をなした，やや南北に長い不定形を星している。

過去2度の調在地、1灯との位fal関係は，1971年のカナダ ・プリテイシュコロンビア大学のリ
チャード ・ピアソン教授らの調介地点がその直側部分 （旧ターミナル建物と今回の調究地点の
間にあたる部分？）で (R.Peasonl981リチャード ・ピア‘ノン他1990),その 2年後の1993年の
沖縄県教育委員会による調壺地点は，北側のエプロン （駐機場）部分 （知念1976・1993)である。
今回の調査地、1れの地藉と面積は，下記のとおりである。

具志川村字北原563番地 997 m2 

発掘作業は， 1992年 9月16日より着手し，翌1993年 2月26日までの延べ154日間にわたって
行った。

調査対象地は地目」4保安林となっており，かつてはモクマオウやアダンなどが繁茂していた
ようであるが，調壺消手時、1位にはこれらの樹木は散見するのみで，牧位やススキおよびギンネ
ムなどの雑草木が繁茂していたうえ （図版 1)'調究地点南側の追路や旧タ ーミ ナル建物を整
備した際に迎物包含屁を含んだ砂が盛り上げられていたことから，作業はバーッ クホーによる
本来の地表面までの除去作業から始まり（図版2)' 次いでグリッド設定を行った。
グリッド設定は，対象地のほほ中央部付近を南北の基準 ・Cラインとし，そのほぼ中央部に
位附する箇所を 6列とした， 4 m四方のグリ ッドを対象地令域に糾んだ （第5図）。 この結果，
南北に 1~12列，東西にA~F列を設定し，各グリ ッドはこれらの数字とアルファベットを組
み合わせて用いることにした。そして，各々のグリッドのiJ";;部は，北東隅の交点で表した。
その後，基本的な堆梢居序を把握するために，対象地の北端部にて東西方向へ，そのほぼ中
間部より南北方向へのT字形の試掘 トレンチを設定し，堆柏状況を把握した（図版3)。
その結果，表土下20~30cm前後までは表土 ・腐柚土9丹となっていたため，さらにこの部分
もバックホーによって除去した。全体的な層の状況としては，東側つまり陸奥側では地表下20
~30cmと比較的浅い深度で基盤層（東端のグリッドでは，石灰岩の風化土坑であるマージ層）
に達するものの，西側つまり海浜側では表土面より基盤席までの深度が約].8m以上の深度が
あることが判明した。このことは，次章の「陪序」でも迩べているが，具塚形成前の旧地形が
西側（海浜側）で低く，東側（陸奥側）に行くに従って漸次高まりをなして行っていたことを
反映していることによるものであろう。

その後， 2~3列間隔でセクションベルトを設け，上陪より各層ごとに基本的には10cm
レベルで掘 り下げながら発掘を進行して行った。また，調壺区の南側寄りの 2~3箇所におい
て，戦時中のものと思われる大きく掘削された撹乱土堀があり，この部分は鍬により掘り下げ
た。なお，うちの 1つの撹乱土堀の基底部から不発した薬茨が6点連接した状態で出土した。
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全体的な作業としては，廃土捨て場が西側の調壺区外にしか確保できなかったため，常に東

側部分を先行して進めて行った。
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第5図 グリッド配置図
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第3章屈序

本具塚の堆秘屈Jj-:は，第 6 図にij~ したように晶本的には枯盤のl'I砂},,・，，｝も含めて l枚に区分さ
れる。

しかし，調在地区令域で同様な堆積状況を示しているわけではない。すなわち，調介地区の
怜i北ライン Uh応I:、lJ線に並行）では，第7図にぷしたように概して水平JI且'tを示すが、東西ラ
イン (i帥芹汀線に直交）では，"[Iりil!ll(if,f. 芹つまり空港滑走踏側）でその堆積は).'/く ，東 （陸奥
側つまり空港蜆Eij£ 場側）に行くに従って漸次海くなっていっている。このことは，当然のこと
ながら，具塚形成以前の地形が湘岸d線部分で低くなり ，陸奥部に行くに従って高くなってい
くという旧地形を反映していることによるものである。

また，各),:7,iの細分についても， ,i)肘卦地区令域におよんでいるというわけではなく ，ブロック
状の部分的な堆桔状況を不している状況であった。

以.Iヽ．，各'{~;の概製について述べる。

l料ー／硲植土1位である。調介府手時点には，主として牧珀やススキ，ギンネムなどの雑梢物
と数本のモクマオウやアダンがまばらに生えている状況であった。 しかし，かつて

一茄•は保安林幣であり ，モクマオウが認炎 していた。 このため，』窮t地区各所でその
根株がみられた。

陪駆は，概ね30-50cmをiJ!llるが，部分的にはかなり／厚い箇所もある。
現代逍物としての焼物や戦争辿山＼などが散在していた。先史時代逍物も比較的多
< /H土している。これらは，調引ミ区南側の迫蹄や11:lターミナル待合室を工事した際
に盛り上げたもののようである。

[[}(1一黄褐色の砂}¥")で，辿物包含陪である。沖縄後期系逍物を主体的にM',七する。l図は，比
較的締まりはなく，フワフワしている。部分的に批乱を受けた節所も見られる。

陪駆は，25-50cmを測る。

Ill陪一淡い黒褐色砂培で，辿物包含附である。さほど締まりはない。部分的にマガキガイや
イソハマグリに混じって，陸｝堆マイマイ類を中心とした貝層プロックが散見された。
人］．．逍物の出土も比較的多く，土器をはじめとして，多くの貝製品，石器などが出

土している。
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l¥ /,, ，ヽ'i-本!!塚の）よ盤/,;・,1である N~ 本的には｀ 臼砂の.1!(り直物}~~·であるが.,J,¥JNl.,Z束端祁では1:ャ

奥fl!IJ から延びてきて臼砂/,;,~•下に it;~っているマージ/1・，'i(イjI火宕の風化いに辻する

しかし、西側 W1J:i;~iJ線および恨港沿走路側）では，表十．卜.2.:icmまで掘り ,,・↓ fる

が、 白(i少/,;.-,,であった- .,;;7では， ~i::J,;1 I・. 端/1品におしヽ ても， I);、・1(Ill/,;、1) よりのF{r'1人に

より. /,=「の追物が見られた

なお． ．、悩で判，亥11.1ドの追物凶含/i;1のイi、l!(r,を確認するために．約 }Illはどを
試掘し

て掘りTtfてみたがそのイ［在は確認、さオしなかった；；
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第4章 検出遺構

検出された逍梢には，礫群］晶，集石逍耕J:2非，焼上辿梢 1桔がある。

以下に，各々の概＇災を簡記する 。

1 . 礫群 （図版 8)

A・B- 4 ~ 6 区の範間の 1 ~·1下部において ， 検出されたものである。 その特徴は， 学大
ほどの珊瑚塊の広がりのみで，それ以外の造構としての認定判断となるものはみられなかっ
た。そのため．これらが，人為的なものかそうでないかということについては．発掘粛lit
IIかから検討を 屯ねているものの，未だに結論を出し得ていないというのが現状である。この
ことは， •部に現代追物なども混じっている l I愕よりの検出であるうえ，これらのあり方が
比較的疎の状態であることや， さほどその原みも布していないことなどに起囚している。
このようなことから，当該逍構？に閃しては，人為的な構築物か，否か，人為的なもので
あれば，いかような性格を介したものかということについての検，けを裳するうえ，紙輻の間
係もあり，挿図については・,1t1J愛した。

2. 1号集石遺構 （第9図，図版9)

A・8- 7区 ：Ill /,;,-,: 下部で検出されたもので、地111の白砂枡を鍋底状に掘り込み，そこに
20~30cmほどのサンゴの角および円礫を允机して梢築されている。蝶のなかには，i立大40cm
ほどのものとみられたとともに，逍構のほぼ中央i祁に近い礫には，黒褐色の煤様のものが附
沿していた。

比較的大型の媒や煤様の附着物がみられることなどからして，炉址的機能が考えられる追
構であるが，詳細についてばl'lj然としない。

3. 2号集石遺構 （第9図，図版10)

］号集わ逍構j"rij椋./¥-7区 :[IJ l¥"i下部で検出されたもので，地山の白砂恥を鍋底；1人に掘
り込み，そこに最）(30cmほどの角および円礫を詰めて構築されている。
逍構に）IIいられている素材は，いずれもサンゴ塊で， 確認面から掘り込み底部までに，大
小の角および1 り礫を比較的ギッシリ詰められている。 大小のサンゴ塊のなかには， ）~II熱のた
めに砕けたと拙されるような小破片や細かい粉状になったものもみられた。

辿構の機能 ・用途などについては，判然としないが，そのあり方からして炉址的機能の可
能性をtmする。
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第 9図

2号集石遺構

1・2号兆石逍構

4 . 焼土遺構 （第10図，図版10.下）

D-6区 ：IIl陪で検出されたものである。平面プランが不正形状を星し，断面形状は中央
部付近で約10cmを棋ljり，端部にいくに従って薄 くなっていく凸レンズ状をなしている。
全体として，比較的咆く締まっており，検出面あるいは内部には．石灰状になったものな
どがみられた。

E
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乙
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乙□
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二i
第10図 焼土造構
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第 5章 出土遺物

第 1酋j r. 器
1 • はじめに

今回の発掘調介では，‘ノ、し形品に近
い上樅を含む．総数6.79'1、点の上器片

が出士している（第

l表）

これらをJ,J位別にみてみると， I J,;,1での出上
．：化がもっとも多く ，3.352,点を占め

る

時代的には沖縄編年前期 （縄文後期
）からlrjl後期 （弥生～平安初期相当期）に}

,対する土器群

があるがそのなかでも前期に属する
」：器群が＿ヒ体をなしている。

前 ・中期の[-.器は.Ill I位を中心に出土しており
， lおよびU附からも出士している。後期

系

の十悩は ll•:•1 を中心に出上しているが， IlおよびIll屈iからもliTの出士がみられる。
後期系七

湘のなかでIll1\'1 より出—t しているものは， ーi名[)に撹乱が人ったためであろう。

1iii期の直は．高宮Ii対衛提唱の前l¥!tJJ Hii・ ドを代表
する 1こ器刑式の —つである fJl·j皮式士器がほ

とんどを古めている他，数Jf;(!式の 1灌怜詳が
出士している f Jl-j皮式t器は，器形や文様などによ

り．いくつかのタイプに細分するこ
とが可能である。

中期の上器は，室川 U;1期のt器が佃かに出上した
のみである 3

後期系 t滞は，）ゞ/Ji第―-_貝塚C地、r¥でrntしている（当真
他 ：1980)、上培タイフと下/,;ti夕

イプに類する」；器／作の,'I',士があるが， ~:nりには前者が主体を占めている。

第 1表 七器/,;、1位別111,t数址表

祁位
,J,j. tj1 期 後 期

T 
イi-文胴-祁］.l. 一-II-_J_ 緑イ--,i 文

れ・ 文 布 又

l•,•1 f j•; 「玉― !I伽1;
底;';:I¥

LJ糸-吠 T -U[u]/,'r, I f I糸点
函口 尉,~
-上---

表採

゜
1 

゜
2 1 

゜゜
， 545 3 561 

---7 . .'  

1 a 

゜゜
0 0 0 

゜
34 691 10 739 

. " ー・ — -

l h 

゜゜゜
？ 

゜
49 634 6 698 

I 2 35 13 3 5 1Z3 3,044 56 3、352

●'.  -—. -''一，•一,__ -

11 a 

゜゜゜
2 

゜゜゜ ゜゜
3 

[lb 

゜゜゜゜゜゜゜゜ ゜
1 

II 15 21 

゜
107 2 

゜゜
32 431 10 618 

ma 27 70 1 317 7 

゜゜
2 18 JO 482 

IIlb 6 8 

゜
50 3 

゜゜
1 2 1 71 

IU 6 22 

゜
116 5 1 

゜
1 39 2 192 

l¥ 

゜
2 

゜
43 l 

゜゜
2 

゜
3 51 

樅：乱 3 2 

゜゜゜゜゜゜゜゜
5 

不明 6 2 

゜゜゜゜゜゜
21 

゜
55 

合,.,j・ 66 165 2 680 2
3 ， 2 271 5,426 109 6,753 
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2. 前・中期系 （縄文後期～晩期）土器 （第11~22図，図版16~25)
1iii・中期に屈する土器群は総数357、,:.{ある。
このうち，刑式名の判明している土器としては，面純東洞式土曲，嘉徳 1式土器と思われる
もの，伊波式土器、大111式土器，室川式士器，室川士厄1期の一十器がある。この他に，堕式名が
判然としなし＼士器群も数点出士してし＼る。

これらのうち，その主体をなすものは前述したとおり伊放式上器で，その文梯のヴァリエー
ションも爛富であり，数種に細分される。

I群奄美系土器 （第11図 1--4 . 図版16)
1hi縄東伽l式土器，茄徳l式土器などの，砲美地方に分布の中心をもつ tr.R: /ffである。これら
は，

2般に砲；；こ系土器と称されている。計4、1ばの出土がある。
第11図 l・2は，面縄東洞式士器である。 ］は11縁部片で，器血の保持が悪いため．文様は
判然としないが，先端の尖ったT具による押し引き文であろう。2は胴部片で，先端の尖ったT具による押し,JIき文が明11!,fである。
詞図 3は，茄徳 1式土器に属すると思われるものの口緑部）＇［である 。文様構成が二条の押し
引き文の直下に沈線文を配していることからここに含めた。II縁部には，先端が平JII.なt共に
よる押し,JIき文を，n唇部にも，ITT]じt具によるものと思われる刻Hを施している。
1,;JI叉14は，文様の形態から， 1邸美系土器に属する土器であろうと思われる。II唇部には先端
の丸い「共による押し,JIき文，II類部には押 し引き文と羽状文を施している。

II群伊波式土器 （第111-x.15 ~ 7 , 11 ~ 20・22図，図版16・下~23, 25) 
1前期土器のなかではもっとも出士似が多い。これらは，完形i'山に近い土滞が3点も合まれる
とともに，器形，文様は数種に細分可能である。

A 器種 ・器形

確認できる器種は，深鉢形のみである。

深鉢形の器形は，Jj比i]部から11緑部にかけて「ハ」の字状に開くタイプと，胴部に最大径をも
ち，頸部に向けてくびれていく ，どちらかと行えば荻鍬式上悩に近い器形のタイプ， 「l縁部が,,·~ 行するタイプに細分11]能である。復元品からみる限り，胴部が張り，頸部のくびれるタイプ
が多いようである。第121ヌ12,第13図8などがこれに恥する。全休的に 「ハ」の字状に開くタ
イプは第14図l, I」緑部が直行するタイプは第15図5などである。
完形品に近い深鉢形が2点出士しているが， j1l1j者からこれらの口径，器高，底径の割合をみ
ると，およそ 2: 3 : 1になる。この 2点は，いずれもLI径とJni]径がほほ詞じである。口径が
)Jl1i]径より大きくなるものとしては，第12図2がある。椋品は，出士土器のなかでも蔽も大型品
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で 11径約29cmを測る。復元品からみる限り， 10~12cm程疫
の上器がもっとも多いようである。

I I縁部上面観は，円形になるもの （第12図2,第
15閃 5)'方形になるもの（第13図8, 第

16図 l)があるが，： d:(Iりには111形になるものが多いようであ
る。

B 口縁部形態

口縁部形態は、平11緑とチェプロン状をなすものが
ある。ギロ縁には，第12閃 2,第14図 l

があるが、いずれも11屈部にかなり深い刻Hを施すこと
から，鋸街状，あるいは波状口緑のよ

うにもみえ．厳密な'l;_II縁とは異なる チェフロ
ン状をなすものは，頂部を 4つもつものと，

似数のm部をもち，似I船収から蚊l頁部までの連なりに切れ込みのような段を設けたものが
ある。

c 胎土 ・混和材等

その多くがきめの細かい，泥質の)Jf;-1-_で、なめらかな器面をば
している なかには，焼成も

良く，招緻な七器もある V J]f, 土が砂質のものは器1f1iがザラついており，焼成は晋辿
で， )j危いも

のもみられる

多くのい器は混和材として，石灰質砂粒および微
砂粒，鉱物質微砂粒 0支U・?.角閃石？）

を含み，樹色粒，石英を含むものもある。

D 器面調整

器而調格は，概ね良奸で，内外ともナデを施した
ものが多く ，d'l・らかな器面をしている。ま

た，椋痕、条股指JIり原は，内而や底部付近に多
く見られ．第121叉12は，内外ともに掠痕，指

圧痕を明瞭に残すものである。

E 文様

施文部位は，rI唇i'rl人 II頻部からIJl,,j部 (ij[iij径の最）ゞ
部）にかけてである。口唇部には刻H文，

押し引き文，沈線文などが施されているが，施文
するものは少ない。II頸部から胴部の文様僻

は，」・_. 中 ・下段の文様構成からなり ，これらの
組み合せによって 4類に分類される。

l類 ：上段から下段まで,,i]ーの文様哨（辿点文 ・点刻文 ・鋸歯
文）で充瑣するグループ。

11類 ：」ご ・下段に,,,]-・の横位の文様常（辿点文 ・点亥lj文 ・短沈線
文）を虻し，中段を空白に

するグループ。

m類 ：,-. 段から中段までをlnJ-・の文様帯（綾杉文 ・羽状文）で允填し，下段が横位
の文様僻

（短沈線文 ・沈線文）で終わるグループ。

l¥類 ：t段に横位の文様常（連点文 ・鋸伯文）を配し，中段に綾杉文
などの文様帯を充填す

るものであるが，当該タイプは，いずれも中段文
様より下が破損しているため，下段

が上段と同•になるが他の文様が配されたものか 、 窄白になるのか， 文様の展開が
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不明なグループ。

V類 ：中段に波状文や鋸術文を充禎し，下段に1&位の短沈線および、I―・閃刻文を配するものであ
るが，上段部は破拍しているためオ浦明。

施文具はほとんどが叉；1人丁具によるものであるが，わずかに綾杉構成文や縦位の文様区11厠な
どの中に先の細く尖った単ベラt具によるものと思われる施文が見られる。
1類 ：第15図5,8・10, 第16図9の4、1¥があげられる。いずれも 11緑部から胴 ・ート部まで
のほぼ全形を窺うことのできる脊料である。第15図5は，叉1丸i:具による押し引き文
を二条配し，直下に同工具により、点刻文を一条配し、さらにj,;J様な文様構成を胴部ま
で繰り返すものである。U縁部はチェブロ ン状をなし，最頂部から最頂部までの連な
りに段を設け，さらに刻Hを二条施している。第151叉18は，先の尖った叉状工具によ
り，口縁上部から胴上部まで沈線によるルーズな鉗灌i文を構成するものである。口緑
部はチェブロン状をなし，口唇部に刻Hを施すものである。同図10は，8とji,j様なも
のである。第16図9は，単ベラ：「．具により，口縁部から胴上部まで沈線による稜杉文
を充柏するものである。II緑部は，チェプロン状をはする。

l1類 ：第11図5・7, 第12図2, 第13図8,第14図1, の5、1ばがあげられる。いずれも口縁
部から胴部および底部までの全形を伺うことのできる脊料である。第11匝17は，叉状
工具による辿点文を上下段に配し，中段を空白にするものである。lriJ文様による縦位
の文様区圃が見られる。II縁部は山形になるようであるが， l」唇部をわずかに残すの
みであり，詳細は不明である。第11図5は，叉状］．．具により，点刻文を二条ずつ上下
段に配すものである。口緑部は，チェプロン状を星する。同文様による縦位の文様区
圃が見られる。第13図8は，叉状］：具により「ハ」の字状の点刻文を二条ずつ上下段
に配すものである。口縁部は，チェブロン状をはする。第14図］は，叉状エ共により
点刻文を二条ずつ上下段に配すものである。口縁部は，平口縁であるが口唇部にかな
り深い刻Hを施すことから一見，波状LI縁のように見える。第12図2は，叉：1丸r:具に
より上段に連点文，下段に短沈線文を各々 2条ずつ配すものである。口縁部は，平
ロ縁を足するが口唇上に押 し引き文を施すことから弱い鋸歯状を呈するものである。

lJ類不明 ．． 第11図6'第12図 1,第13図1~7・9~10,第14閃2~9である。
Ill類 ：第16図10,第17図 1 の 2 、1,'~がある。両者と も口縁部からJllnj下部までの森料で全形を窺
うことができる。第16図10は，上段から中段までを沈線による縦位の羽状文により充
填し，下段に鋸歯文を配するものである。口縁部は，チェプロン状を呈する。第171叉I
1は，上段から中段までを沈線による綾杉文を充禎し，下段に叉状工具による短沈線
文を一条配するものである。また，波状文による従位の文様区画が見られ，11縁部は
山形を呈する。

L類 .Ill類不明 ：第15図6・7, 第16図1~ 4・7・11, 第17図2~ 6・11である。
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l\1 姐： ~~15図 1 ~ 4. 第17図7・10に示すものである
。第151叉11~ L1は， Jj合土，施文方法か

らji;j 個休であると思われる」これら
は． 上段に又状 l共による横位の述点

文を数条

配し中段に沈線文による綾杉文を構
成するものである いずれも中段文

様より下が

破州しているため， 卜.段の文様の）
民間が不明なものである。 4は，連、「ば文

による従位

の文様区phjが見られる。第17図7は，
卜．段に沈線による波状文を配し，中

段に綾杉文

を允坦するものであるが．小破片のた
めF段の文様は小明である。

J¥ J叩叫：第15図12, 第171叉18・9である。

＼＇災月 ：第l51叉I9・11, 第161、:Xj5・6・
8・12・l 3、第17図12にポすものである

。第15図9は，

中段に沈線による波状文を允殷し，下
段に又、:I)ぷr具による横位の短沈線を一条配する

ものであるが， 上段の文様は破担のた
め不明である。l11l図]lは，中段に鋸伯

文、下段

に叉、;I}~ 「jしよる横位の、((刻文が 二条，認めら
れるものであるが、小破片のため詳細

な文

様の展IJりが小明なものである。

第18~20図]~18に水したものは，、1り刻文，連、
1¥又，短沈線文を施すものであるが，

小）＇，．のため分灯伍11f能である

無文：第201又119・20に示したものであ
る 19は.IJl,;J F半部に蚊大径をもち、頸部へ

向けていっ

たん緩やかにくびれるものの，頸部か
ら11緑部に向けて 「ハ」'f:IRにIf}]いていく

器形

をなす Jjjiij部は砲弾形状をなし．どちらかと ~i'えば荻,;;;:式に近い器形をなす I I緑部

はチェプロン状を呈し，複数のff[部を
介すようで．最煩部から蔽頂部の連

なりには段

を設けている。20は， 19と11了j . 個休と
思われる。

w群 前期の介文士器

第21図］の 1、,.'.(のみである。Jj合士など
からして前期に属する十器であると

考えられるもの

の，具イ本的な凡り式名については特定
できない。17縁部が内傾し， 三角形に

肥厄したII縁部に突

帝を貼り付けている。11唇部に貼付突
僻文，口緑部に又状［共による、点刻

文を施している。

IV/作 ） Cl Ll.r( I・ 俗枯

第21図 2~ ,iである。令形を知りうる
ものは出土していない。j,,]IXI1はIJ径

が8cmで，「l

緑部がやや内傾する，小咆の土器で
ある。文様は横捺刻文で，右から左

へと施文している。

V群室）11式土器

第21図 5・6である。石灰質の混和材を川
いており．器l面も粗い。文様は．横捺

刻文と思われる。

¥1群室川上1¥1期の土器

第21図7の1、1_¥のみで，室川J-.料期の士器であ
ると思われる。粒の大きい軽石を混

和材とし
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第 2表 前 ・中期土器観祭表 ・1
挿l::<I番サ グ I} I ド I¥!! 式 器任 法 ：，｝ ill .fll f1 色 ,J/j 悩 lfli .Jll ダ£

そ（文の様他分:(1.説成など）
/1¥ l: 培

筍II l"{I I C-12: hl,~l 而椛束j),,J式 深針、 石1火，鉱物 内外:i・炎褐色 I付夕~: ・） 兇級 ,u. の'tった I.!!ぶ
よる押しりlさえ:o,, 2 C-6 : Ill ,, • ./ii夭 外 ：H訂褐色 外 ：ナデ 先沿の~ミった L.共によるりII内：褐色 杓 ：指押さえ しり1さ文が1り1瞭

，' 3 C-6 : II 茄徳 IA ， ,{ ill-: (LI、・,: 内外：n;; 褐色 り~ . ? 序級 ヘ ラ~}、 LHによるり11たなし•) 杓：条痕 し,;Iさ文(U泊. ll'rf) 13-5 : l b 
外ナデ ~ の丸し、 I―．共による押しり1

• 4 13-6 : 111 (ll:)'.i系心りj ,, 11/1'19. 1(111 石l火 内外 ：褐色 内 ：条Ji! さ文(IIJ(t.IIむ）。 粒杉
c-s : lll 

文(11:i!)
D-6 : II 

外：ナデ U {f1 拙位の，＇．＇該lj文．紙
~ 5 E-6 : II・UI JJ•iPi.. 火 ，' 

E-8: 悦乱
[lif.12.7rm Ti灰.Ci./Jt 内外：，炎褐色 内： lWk 位の短沈線。

，' 6 E-5―LI ，，，， 
~ I ilA (II--;, ―― 内外 ：Iり）f}l色 外 ：？ ll f[さt・ 小IJJ j紐．文.l111したない） 内 ．ナデ •JI 文を施す,, 7 E -6 : Ill b ,, 
~ n1tl:l.8cm 1i灰．褐色 外― 9火褐色 内外：ナデ II珀 ・イ；11/j。北.'.'L文．押しill、・「J..:ず） 内．褐色 •JI さ文を施すウ筍12 1~1 I D-8. l ， ~ “灰<LI、'i. 外 ：研褐色 外 ：探択 II類 ・小IJJ。横1:,.の屈沈線たなしヽ） l付：淡褐色 内 ：ナデ 胴が•JI< る

E-5:111 I 11i¥5.2('m :/_j)夭.Ii炎 11、)外：黒褐色 内外：指押さえ 111!'1 II好にklJII.I IA! 
,, ）ヽ E-6:[[la "' ,, 椎；し器心j （多い） （ スス f·l~yn 枢痕．輪fl(みIU に脆．． 駅．文. ~•./. 沈糾註
F -6 . Ill 30 9('m がfVJll~f で い

第l:lMI 0-11: J ク・ ~ ./jl大．鈍物 外 ：i'.klli",IU色 外 ：舷狼 llf!I・J.'.i.約Ii.褐色粒 内： rpJ褐色 11、J: ? ,, ．， F -5 : Ill a <, ,, 
石9火．鉱物 外 ：II[¥・ 褐色 附外：ナデ LI f.ti・ ~;1り］ 知沈線，格畝。{ IJ :,: たず） 内 ：褐色

，' :i D-7 : II ,, 
‘‘ ＇ 外 ：淡賠褐色 内外 ：ナデ II fJI・ 利りJ。 t\O:t線， ilJJf~内：褐色 突起

~ I E -5 : l ~ ，' ,, 
内外： l乏Ill色 内外 ：人念なナ II l1t・ィ渭り 知i尤綿，

デ

外：舷狼をなで II h'l・イ；明胴が張る
,, 5 E -7 :IU • llla ,, 

，' 
ク 内外：褐色 る。

内：？
~ 6 E -•I: II ， 

，' ，， 内外： l~J褐色 外内 ： ナデ um・イ遺I) 拙位．縦位の! II -:,: たず） : lf.Hh ti.i沈線。,, 7 E -5 . Ill a ,, 
~ ,{jl天 (II、・,. 内外： IIJ.J褐色 内外：ナ・ア II知1・小1,1。、-(' ~J: 沈線 11村たなしヽ）

がハの：tこ,~,く。
•~- 6 : 111 a I 1/f.l:!Acm 

外：賠褐色 外：ナデ．胴i祁 II lit。JIM祁が張り．角;'a;
~ 8 E-7―: I・Ill • • 器，・::; ，' 

に行がH がくぴれるD -4 : UI a 19. lt"m 内：褐色
内：ナデ底往5.0cm

• ， C-3 : II ~ ，' 石l火．鉱物 外 .II泊褐色 外：ナデ U煩・イ"りl縦位の厨沈線褐色粒 内 ：19)褐色 内：？
，， 10 イ道11}-j ~ ~ 

＂灰．褐色 外：淡賠褐色 内外：ナデ u n, ・イ;1v1註廷{、,'r.0)Wi尤沿泉3粒 内： 1Wll色
C-10:lb 

外：枢板． ・祁 II訊。f.Lr雑な点,亥,(1-). ふ Ii¥;
t.r;lli-XI I D-10: I ~ ~ 口径12,2crn ，' 内外：淡褐色 なでる 部からハ」のにIJilく器

E -10: 撹，r,1.
内： I相H 形？

D-5:IUb 
外：ナデ， 一祁 II類。椛位， 縦位の、,:該I)

ケ 2 E- 7: f •ln·Ufa ，' ，' 爪灰，鉱物 内外： 1リHU色 揺痕 文。 ，~:;いillIつと低い山2
内：ナデ つ？がワンセ ・I 卜？• :; C-10: I ,, 

~ 石灰．褐色 外：灰褐色色 tJ..J外：ナデ II l.1'1u柚位． 縦f,i:の.'.'該1)（多い） 内：出 文。,, ,1 C-4: I ,, 
~ 石灰．鉱物 外： '..!.'a褐色 外：ナデ II lit心.......紺l.i:。やや叩緻。内 ．．褐色 内：柑棟t,, 5 E-6:llla " ，' 石灰．褐色 内外： OJ]褐色 外 ：船扱 II fit。..:浪I]文粒 内：ナデ,, 6 E-5 . Ill・Ill a ❖ ，' 

~ ~ 内外：ナデ I.I灯l。縦位の短沈線。E-6 : Hl a 
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第 3表 前 ・中期土器観察表・ 2

帥14而り ク.')'ト ~A W H . ,..; I " 4' ,Jl fll H 色 ,J4 器 1/li ,,1.ll 柊 その他

II¥ l: l,>J えti<分姐．燒litなと` ）

筍1、ilil7 
,, 6 .ma ＂片皮人 深鉢 fiJiく．鈍物 外 ： ~!.'.褐色 1人外：ナデ II Mt。知北線

m色粒 杓： 褐色

,, 8 n I : j a ,, ,, hり、．褐色 内外 ：次褐色 ,,, 外：ナデ II l!I 短，tr礼
F 

， ， n ・7 . I・II ,, ,, (jlf(. -! j及 11、J外 ：褐色 1人外 ：ナデ II !!I 令lt,1ヰ巡る？
多い）

冷 15I刈 D 5: II iif.t、 Ii;,- 外：町褐色 I¥ t(r'施文:-J;i上には辻，... 

1 - 1 L Ii・i: U.a ， • だなしヽ I 内 ：褐色 1人外：ナデ 人と北舘えがiJU1..

F 5・6: ff a 

I・ ] . Ill a /1 J1(, 鉗物 外 ：ナ・,'.-{;J; l泊 押し,;Iさ必を．．条
,, 5 I I : I ，' 

,, 11/(12.J.-m 11 ;,: たず ,, に代！択 配し、 ,o_l、I:j'.]'. ヽ:_,tを配

I・ ・5 : I 1人：ナ・r すを廿り込す

，' ti ド ・I: I b • ~ 1,1火 (rl.. , • 1!、」外： ナ・,, Ill灯l・イ渭II、;t_.j)、1:)!.による

たなし・） 外淋I必 111r1i1 ,.~ , 

{11,,_, fli. 物 外:・/・・,'"! 111 :11 ・ イり111,n~·促起

,, 7 I, ・5・m., . • 柑色粒 内外 ：船褐色 1'-;: W#iをなで
る

,, 8 I・ s . II・Ill,, ,, ， I lif.10 1,m (il1(. (ii>し ,, 外： ナデ I ff!. I I ヤfi,1;1 こ ~I]11 1111 

釦．物．褐色 11、': •) 祝(Iり釣淋i久

,, ， I IO: I • . I if! ふ ff!.物 外：淡ff;';褐色 外：ナ・r ¥ tt, くすれたi1•:1·t1i:. 

褐色粒 内： Iり1褐色 ii,: かる＼柑嘩

，' JO E ": I 
・, . /11,, 外 ：II名褐色 りf:'? l 柏 II危t、. I・・名［の沈紺

内．褐色 l人':・/・ デ ,jf¥杉久:'?

，' 11 ,~ 6 : Illa ,, ,, /1I大．鉗物 外 .i炎'/J、m色 外： ~•ui をなでる ¥ l;(t .•~ 洟I).{と（女杉久
褐色粒 内 ：！＼＼褐色 ,,、:'.-/・I―9

， I~ I ・:l: II ‘‘ 
,, I ill~. 託物 外 ：改'.1.'褐色 外 ：！糾Ii ¥ lit, 知；:tか｛と禾u多えc

{ IりL 褐色 内 ：褐色 IJ.. : ・Jデ

冷lIii•I I I" s, 6 : Ill、1 ,, ,, (11火．鉗物 内外：褐色 ,1., 外：）、念なナ Ill Htイヽn1J、.l・1fl1tQ(:t/,)f¥, 
(11 ;, たず） ．，、 llh;';j;! こ亥IJII

， ., I r,: I・Ill., • ,, ,, ， •) LLL LIL イ~ llJJ . 11111~1 l 名~;a;片’。

,, 3 I 5. r, : Ill., ， ， { jf火 内外 ：褐色 1J-; 外： ・J・F Ult<! イく 1リl.llJJf~l l~~AH~t 
別1'(1久，

‘’ 1 I) 8 : I 
,, ,, { ,J火．鉗．物 ク

•) Ill !(t,f;llJl,1格lli:11111砂突と
.11 .'1 lこ-4

,, 5 E 5 : Ill" ,, . (ii火．鈍物 外 ：賠褐色 外：相れをなてる ¥ tflィ；1りI,fitf, 収n:J:W、文-

褐色位 内 ：褐色． 11、I:'?

， 6 I>・x : l ,, 
＇ { I 11、:.{iりし JI、)外.≫.J色 夕I:"? ¥ l1t小1りj やや略微，

内 ：rう,・l 

~ 7 F i : Ill a ,, ,, { i11, t t1、・, 外内 . I~, 褐褐色 外 ・ナ・i'"? Ill !ii ・ イ~ ,リJ ~ 十々ら久と1111諒，
/・ なしヽ） : /1し色 内・J・・i' 

，, 8 (. 1 : 11 ,, . (,Ii. 鉗.1"1 内外 ：褐色 内外 ：ナデ lllt!l・小川 沈楳と粒杉久：
褐色1:,

ll I : [ ィii火粒，鉱物 外 ：ナデ． -, 祁 mばl くすれた孜杉文，

， ， I: ti : 11 b ~ 
,, ffifll.:km 褐色 内外 ：IV]褐色 ｛こ !~Hh llHII材多い

r. 7 : I 内 ：ナ・ア

11/f.10.6<'!0 /ilk褐色 外 ：IIA!;°』ナデ Ill項，令形を疫うことが
,, 10 E 7・8 : fll . . 器，らIS.6,・m 1:, 内外 ：褐色 1!~11,MWji "「能，

li¥/f,5.6em 内： 柑Hh?

hi火．褐色 外 ： ·~褐色 Ill n't・ イ；明絞f.',:t,<_1面は10祝

，' II E •6: ffi a ，' 
,, 和 内 ：褐色 内外 ：ナデ ,-にならふr,l,t祝と1川線的

沈iiが混在

,, 12 D 10: lb ，， 
" {ii火．鉗物 外 ：賠褐色 タヽ： ？ ¥ Mlイ遁!VJ。

褐色粒 内 ：褐色 内：ナテ

,, 13 8 ・3 : la ケ • {ii天．鉱物 外 ：[Jl褐色 • ＼ 項心,1。 平:.;~, Ff:, Iよ池
内 ：賠灰褐色 点人

筍 1 71-~I l L) 8 : I・II ，， ~ { 1 I火，鉱物 外 ：明褐色 内外 ’ナデ Ill煩やや~f.級，

褐色粒 l勺： 阻褐色
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第 4表 -HtJ・中期土器観察表 ・3
挿1・1111:,り・ グ,,., ド 剋式 悩 f,r,. 法：，t 混 111 材 色 逍 悩 rm逍 ,r,< その他/1¥ -t /,,,j （文1:1<分Ht.焼I成なと）

袷17収12 E-6 : IDb flti皮J"¥ 深鉢 石 11'. 外：淡Iii'¥褐色 内外：ナデ lll類・小Iり1。{i段のill形突E-7 :m 内：褐色 粒杉文のみ，
,, 3 E-6:[Ua ’ ~ ,, 外内 ： II;'(褐色 外：ナデ U1悧・イ；11/-J 粒杉文のみ

: JU色 内：ナデ？

，' I C-10: I・II • ,, 石灰．鈍物 内外： IVJ褐色 外l勺：ナデ Ill煩・イ：IVJ0紋杉文のみ。
:') 

,,. 5 E - ~:111 ,, 
ク 石1天．鉱物 外： ll;'fJ火褐色 内外：ナデ Ill 悧 • ,j渭J

石炎：` 褐色 内： 11<IB色

~ 6 E-5 : Illa • ~ ィ~-}火，褐色 外：褐色 外：？ Ill類・+1リL牧杉文のみ。
粒 内： IVJ褐色 l勺 ： •}"デ

~ 7 E-8 : hll,'l ~ ,, 
,(j灰，粒鉱物 内外：褐色 外：控般をナデる l¥類。口hi',lilこ亥l)fcjと沈
褐色 内：招Iii 線，

，，， 8 E-5 : Illa ,, ,, ィi灰，褐色 外： Iii', 褐色 内外：ナデ IU it[-'1渭II
奇；； 内： Ill色

~ ， E-I : Wa IJfit)i」¥.・} ~ [j灰．鉗:1勿 内外：淡褐色 内外：ナデ IV頬,1;1yJ絹II沈線。
褐色粒 h:*11文

,, 10 E-5 : Ill ,, ,, 石灰．鉱物 外：川褐色 外：ナ・ア ，' 

(ij ,;: たず） IJ.J: 褐色 内：？

• II E-5:UI ,, ,, 鉱物 (II、7 内外：淡賠褐色 外：ナデ lllij'l小IVI,細j尤線と点kl!ふ
たなしヽ ） 内：？

， 12 c -6 : II. Ill fJli杖式 ,,. Iii火．鉱物 外：褐色 内外：ナテ \'1f!,j~Iりl ikい沈線 ）LみD-8・ I ([Iiヽ".I.:ず） 内： 11;,;1火褐色 を術ぴた砂

ti¥l8J':(J I C -4 : II ,, ，， 石灰．鉱物 内外：淡I幻砧色 外：ナデ やや序紋，短沈線。
,,、I: ? 

• ・） 1)-12: J ,, ， 石灰．鉗．物 外：淡1火褐色 り 111/f~ 突起紺沈線
褐色f:,_ 内： l'flり色

，， :1 I) - 7 : IJ ， • 石灰.SIJ. 物 外 ：II名Ji.lB色 内外：ナデ 面沈線v 11,ir~ 突起、'
(El，ヽ,:t..:ず） 内：淡Jfi褐色

,, 1 E-4 . Illa • • Lil火．趾物 内外： IYJ褐色 ,, 沈線
，， 5 D-3: lllb ,, 

~ .f-il火．鉗物 外： IVJ褐色 ,, 知沈緑
褐色粒 内：灰渇色

’ 
,; E -6: Illa 'l ,, 1il天．鉗．物 外 ：II沿U色 外：ナデ w沈線やや脆い。

褐色粒 内 ：IU色 内：？

• 7 I) -5 ~ ， 石灰 (11ir 内外：褐色 内外：ナデ Ill形突起 灼i尤線。
たない）

,, 8 o -7 : II ~ ,, ,(j)火．鉱物 外： i炎色褐色 外：柁痕をナデる 点亥/]文
褐色柁 内：褐 内：ナデ

~ ， E-8: 悦乱 ,, ， 石灰．鉱物 外： :.1,¥褐色 内外：ナデ 虹．刻文。昭紋。
内： l火褐色

> 10 E -7 : Ill • ， 6灰．鉱物 外： 111.J出色 外：？ .... 遠1]文 Ill形突起 llh祁
褐色粒 内：褐色 内：ナデ に亥!JI]。

ケ II E-4・Ill ,, • 、Lil天．鉱物 l人）外 .I火褐色 外； l~Jhをナ ・rる /遠lj文
内：ナデ

，' 12 F-,I: tilf.L ，' ~ "' 内外：淡褐色 内外：ナデ 点b_lJ文

• 1:i C-6:U ,, ,, 石)1く(II,i: 内外： !.'.¥褐色 ，' 山形突起。.'.'咳lj文。
たなしヽ）

,, 14 E-7:IJ ，' ~ 石灰．褐色 外：黙褐色 ,, lit形突起点ii]文。
粒 内： I火褐色

,, 15 E-3 : Ill ， ~ 石灰．鉱物 外： II;'(褐色 外 ：控jj'.i: !.'遠lj文。11柑部に沈線。E-4:Ula (Fl、i:たず） 内：褐色 内：ナデ

,, 16 c-4 : I ,, ,, 石灰．鉱物 外： :.I.', 褐色 内外：ナデ 点刻文 イi段のLIJ)f~突起。
石英 内：褐色 略緻。

• 17 F-4 : J ,, ,, 石I火．鉱物 内外： ll;J褐色 ，， 鉗i:t線
褐色粒
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-- - . ー・--第 5表 前 ・中期土器観察表 ・4

挿IXI番り グリット 削)"¥ 器 仲 il、 ：,; 汎 tll 材 色 逍 盛 fill ,J』が その他

Ill L~. ・i
（文tl分類．煉1杖なと1

り~181,(1I!¥ I. -~ : ma 伊，皮A 深針、 {i11ヽ．飩物 外：褐色 内外：ナテ 屈尤-~
内 ：賠褐色

， Hl I・. -1 : ITla 
,, ,, ,, 外：褐じ 内外：人．ななナ Fj沈杓'.

内： fl/J褐色 テ’

、, 20 I. -7 : ma ’’ > ，' 内外 :ff;; 褐色 外・・） 知，:U%'.
I'、j:ナ・ア

,, 21 I -:l: I 
,, ,, (jl火.11:. 物 外：'..I'.褐色 内外.-/・ テ 紺，と祝平浜

(1炎，褐しI, 内’褐色

,,. . -., -ヽ） r--'> : I ， ,, 石り、．糾．物 内外：褐色 ‘’ t-!i,U梨

,, 2:l I・-6 : Ula • ，, ,, 外： II計褐色 外：柁Ji!~-J--r る 知沈楳＿ややr,,,孔
内 ：IIJ)褐色 内 ： ＂が~\

>~1 I: -5 : Illa ， ・, (I 11ヽ,flJ, 物 内外： Jl)J褐色 内外；ナデ hi沈t!;•

111 ,', t:・ ず）

り)191対1 F -S : I . ， lif:k. SI:: 物 外：貼褐色
,, PJ沈；サ． ， ゃゃI•/ f-で印祖

褐色P. 内 ：明褐色

,, ・） I. 5 : IOa . ，' ｛，灰.jl_し物 内外．・IUJ褐色
,, ,lしヽ 知沈祝

， :i L:-": Ill ， ,, { ii火．糾，物 ,, ,, 1'.J沈楳

IU色p

• I l) - I : II > ， ィi仄．趾物 外：淡賠褐色 ，' 知，―H泉 -;';j;(:,•_,, b,1)丈，

内：褐色

• 5 1. -~: Ill:, ,, 
＇ 

{ if1,. 鉗物 • 外：柁lj¥を十・r・る 知；t約

貼色-i:, 11、I: ? 

,, (l D -1; : Ill ,, • { I J人．．化物 11、J外：，炎褐色 内外:w択llj)的 知；T祝

., i I・ ~: Ill ，' 
,, (ill<. fl: し物 外： 'I!褐色 I人．外 ：-J・i' 知沈祝屹税．

II、・,I: 4' 内：褐色

,, 0 トー":l ~ 
,, <, 灰.fl]、物 外：，•剋;';褐色 外：ナ・i' t•.1.iU以

褐色p 内：褐色 l人：・,

. り I) - ti : IJ" ， ,, /ii火．鉗．物 内外： Iii)・褐色 外： j~ 択,.•• デる 知，尤紺
内：ナデ

,, 10 C :, : u ， . (1/火.fl:.I勿 内外 ．．＇じ褐色 外：？ 、:t線
褐色p 11i: ナ7'

,, II E -S : Ina • ,, / 11/i (11 ;,: . 内外 ：ナ・ア 恥む＇り！

.. なし•)

,, I~ E-<i: Ill,. ,, ~ (II杖．鉗．物 外： ff;; 褐色 ‘’ 知，t祝

Ill―,i,/、:・n 内：褐色

• 1:i IJ-8 : I . . { I仄．托．物 内外：褐色 内外 、・ナ-F 知，t祝

f i及

,, 11 l拿ー 5: IL, ，- ，，， {1/・Iヽ．紀．物 内外： IJJ褐色
,, 知沈紺

,, 15 E - I : Illa ，' ❖ 
,, 外 ：II沿＆色 ，' 知沈稼

内： lfJ褐色

• 16 E-7 :Ill ,, . イii火．飢物 内外 ・褐色
,, ,t線

褐色粒

,, 17 E -3 : l'.la 
,, ヶ ィ.,仮.fsj, 物 外： II;'; 褐色 外 ：？ 知，i尤柑

11、I:i炎褐色 lり：拍狽ヰナデる

~ 18 r--,1: I ,, ,, 析灰.SI!. 物 内外 ：i炎依褐色 l'・J外 ：ナデ 知，尤線。やや屹松

褐色j'.',_

,, 19 B-3 : I 
, • • 外： .'!~ 褐色 ,, 知尤搾c やや序緻。

内 ：i炎Iii竹褐色

,, L-7 : Ria ~ . . 内外 ・1mu色 ,, t!i,t杓

20 n-I : Ill 

,, ~I le、-8 : 枇乱 ~ ，， “仄．褐色 内外：褐色 外：ナデ hf ,:t祝
p l入J: ? 

<, •-)? E-~,: Ila ， ,, Iii火，鉛．物 外：、灸褐色 内外 ：ナプ’ 知沈線

1 fl ,7たずl 内： Ail記色
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第 6表前 ・中期土器観察表 ・5
帥/'X/番り・ グリッド 咆 A 器飩 法 ：，し iJ~ .fll 材 色 ,J~ 器 1fri 逍柊 その他Ill I・. ._'1 

（文IJ分瑣焼1』文など）
第19l・tl23 E -5 : Illa 伊波式 深鉢 .(-jJ火．鉱物 外： 11;:r褐色 内夕~: ? 点亥1)文

内： I火褐色
,, 24 D-12: l ,, 

~ 石灰．鉱物 外：褐色 内外 ：ナデ 点亥RJ文
,{i炎 内：明褐色．

,, 25 E-3:IUa ，' ，， 石灰．鉱物 外 ：R沿天褐色 外:ナデ？ 短i尤絲
1漢．褐色,,. l勺：111褐色 内：ナデ

り~201-XI l D -8 : I ~ ~ 石灰，鉱物 内外： 1リ1褐色 内外：ナデ 短沈線
褐色粒

,, 2 F -G : Illa ,, ,, 石灰．鉱物 外：！．し＼褐色 内外：ナデ 短沈線
(LJ,l. たず） 内 ：褐色

,, 3 E-7 : Ill ,, 
’’ 石灰，粒鉱物 内外：淡賠褐色 外：ナテ・？ 点矧J ❖:と沈線？

褐色 内：ナデ

~ 1 F- •I: I ,, • 石灰．絋物 外 ：R,'; 褐色 外： /t.ilh をナ—i'る 沈線
（目1(たず） 内： IVJ褐色 内：ナデ

ケ 5 F-5 : Ill ,, ,, 石灰．鉱物 内外 ：淡賠褐色 内外：ナデ 汰いt¥ii:t線
，，， (i D-10: I・LI ，， ,, ,, 杓外.IIむ灰褐色 外：IWJ, をナデる 縦位の、｛遠l文 沌手で＇格徴

内 ：？

~ 7 C-3: II ,, 
~ • 1J、)外： i炎渇色 内外：ナデ 短沈線。 大さいイii夭も含し•

み 8 E-9 : I ~ • イi灰．釦；物 内外：淡褐色 外：f!'lilをナ・アる 点女I]文
褐色P. 内：？

＇ 
， E -6 : Illa ,, • ,, 内外： IYJ褐色 外：ナデ？ 点亥IJ文

内 ．． ？

，' 10 E-5 • 6 :llla ’’ • 石灰．鉗．物 ,, 外：ナデ 点亥I]文
内 ：彬痕

,, II E -6 : Illa ,, 
ケ 石灰．鉱物 外： Ril褐色 内外：ナデ 点女I)文

褐色粒 内： J天掲色
,, I~ E -7 : Ill ,, 

~ .(ii火．鉗．物 内外： IJJ褐色． 外 ：ナデ .... 浅I)入
内：ぅ

,, I:l E-6 : Illa ,, 々 石灰，鉱物 • 外：ナデ /浅lj文，ff;,'.f-でやや"c~はヘ
褐色年、:,. 内：船痕

• 1•1 E -4 : Illa ~ ~ ，， 内外： HJ褐色 ,1、J外：ナデ .'.'!: 亥I)文
,, 15 E-4 : Illa • • Ii依，鰍物 内外 ：HI,! 大褐色 ,, 点亥IJ文

(「I:-r. たず）

• 16 E -5 : I ,, ,, 
~ 外：淡II針褐色 内外 ：？ 点女lj文
内：褐色

,, 17 c-10: I・ II ~ ‘’ 石灰，鉱物 外：賠褐色 外：？ 辿．＇・Ii.文？。P俎緻。
椙色Itf多） 内 ：l~J 褐色 内：ナデ

,, 18 0- •I : lb ~ ，' イii天．鉱物 内外 ：阻褐色 外：ナデ 紅i尤線。1洛微。
Illヽ1'.たず） 内：舷狼

~ 19 U/f.9.8呵 石灰．鉱物 外：ナデ 撫文のfifi皮式，山形II柑。~20 ,i;1μ.J ,, ， 器邸17.4cm 褐色nrn~- 内外： ''l褐色 内：恰栢み，指 9、i,Uf~に近い
底径5.2,,n たない） ~Jl痕を残す

筍2tl・llI E-5 : II 前期のイ1文； ，' n If. I~. 7('111 石灰 外： IV)褐色 外：ナデ 三iり11枯。Hl,f.J突-;j',・!.'.¥刻
土器 内：飴褐色 杓：？ 文1条。

,, 2 E-7 大山式 ~ Llit8.0cm 石灰 内外 ：褐色 内外：ナデ 横!!,:Jilj文
,, 3 c-3・ II ，' • 石灰，鉗：物 外：褐色 • 横拍亥1]文。薄f。

内：淡褐色

，' •I E -6 : ma ，' ，， ,, 内外：賠褐色 ,, 横佐約1文

’ 5 D-1: I I 立川式 ') ,ti灰 （多） 内外：褐色 内外：？ 柑ぷ洵l文?'・,;;_JI/a式？
,, 6 n-10: I ，' ~ ,, ,, ,, 横佑亥I]文？。第● 1-~1nと ln1

-f1A1H,'I 

~ 7 F-3 :J 立川 1女1期 ・,ii,? Ll/f.l0.4cm 牡石 （多） 内外：灰褐色 内タト：？ 山形II粒。fl*¥部がわずか
に）把/'/.。軽石を含みHい。
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て用いており，器面はホーラスを＇立する 。Il径は
10.4cmで，山形l」緑になる壺形であろうか。

¥TI /if: 、w,文t.器

第2H""J..I8・9である 」lriJ図 8は、ほほ完形品のt器で， II径11cmを測る
。日緑部が内問し．

IJl,;J部がりhる悩形である やや雑なつくりである j,;J図 9はII径が
17.9cmで、 11縁部がやや「ハ」

の'-;•:;jJ~に間く盛形である。内面は， i察痕が明1脱に残る し＼ず
れも胎士などから， 1前期の十器で

あると考えられる r

底部脊料（第'.22図図版25)

平底のみで• (JI・、ill式に含まれるものであると息われ
るぐ底径ぱ.5 ~ 7 cmのものが多い

これらはその形態J'lりl『徴から底存1;の11・ちLがりがルーズな 1
作 (l類）とストレートに立ち

トがる群 (II煩）に）く別される 1類は 1-20. n類は21~31である-liiJ 1-x.1 2は丸底を平底

に成形した感があり、 lr~½なものである-H図18ばかなりストレートに立ち上がるもの
で、

大きさからみて．小凡リの上悩であると息われる
勘仙，/,¥]格は．内底1m./Jl11J卜→部に掠痕や条痕を

残し．外底1(1iは j玲iなナデにより．器lfliはかなりi・l'J-らかで
ある

3. 後期系土器

後期系 t悩は， 5,817 点の出,~があるc これらを大別すると，1Hi述のとおり）ゞ
Jり（第二具塚c

地点で出1-:した1く附タイフと」-.J,,,'iタイフに細分nJ能である
） ,JJ?、第二具塚C地点では，下｝悦夕

イフは鉱物を多く含み，外1(1iは1外件であるが内面は指
珀痕が明瞭であるとし，土11・1タイプは薄

手で、雑なイI:上げであるとしているし今回は両者が混在し
ており， HII.:.; 状況人、かによる層位関係

は把批できなかった。,,,,j者の屎(Iりtl'i士状況は，後者が主体をなす ここ
では前者を l煩後者

を1]煩として扱う p

l頚 ：第23図である。1'M-I渭｝は10、1灯と少なく， II縁部、胴部
のみである。令形を窺えるもの

が出土していないため，どのような器形になるの
かは不明である。確認できる器種は

先形のみである I I緑部が外反するタイプと，直
IIするタイプがある。JI合土は砂質で，

焼成は将通である。混和材としてイj})-z質微砂粒
や鉱物質微砂粒（長石？ ．角閃石？）

を含む 器,ru調格は．外面は丁寧なナデを施すが，附面には指頒痕を明瞭に残す
。

[l 類 ： 出土した後期土器のほとんどを占める。 第24図～第27~1である。器種は甕形が主体を

なし．鉢形，壺形がい合まれる。主体をなす甍形
には， Ll緑部が内かりするタイプ (A

種），直11するタイプ (B種），外J又するタイプ
(C種）がある。器形は，胴部の張る

ものが多いようである 壺形は， ,1/!t頸のタイプ
(A種），有頸のタイプ (B種）に分

けられる。ほとんどが皿文上器で，浮文 (A種）
や沈線文 (B種）を施した介文文土器

は少なし'o
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令体的に器面調救は粗く ，上器形成の際の指姐艇を明l原に残すものが多い。焼1成は比較的良
好で，薄手で堅緻なJ灌臼もみられる。胎土は泥質で，混相材として石灰質砂粒および微砂粒，
鉱物質微砂粒（長石？ ，角閃石？ ），褐色粒，石英を用いている。

甕形

A種 ：第24図 1~10である。小破片のみで， 全形を窺うことはできないが，}l屑l部はあま り
張らないようでる。

B種 ：第24図11~16,第25図，第26図 1~ 6である。「l縁部が緩く外反し，胴部がやや張
るタイプ （第24図11~16, 第25図）と，ストレートに立ち上がり ，1」縁部が外反す
るタイプ （第26図 1~ 6)に分けられる。第25図5, 8は全形の窺える脊料である。
いずれも，最大径は胴上部付近にある。

c種 ：第26図9~13, 第27図 1~ 5である。開＜滞形が多いよう であるが，第27図11は，
ロ縁部が直立し，外反は弱い。内外而ともハケ 1::1状調整が明瞭である。

鉢形

第27図6-10で， 5,I. 勺と少ない。図上復元を行ったものからみると，小振りの器形となる。
圃図 7は， 1こl径が11.4cm, I司図10は12.5cmである。U縁部が直11するものと緩く外反する
ものがみられる。

磁形

第271又111~20である。無頸の壺 (A種）が多くみられる。復元したものからする限り ，ナ
デ）r-jをホすようである。

A種 ：第27図11~13である。口縁部が匝立するものと，外反するものがある。いずれもナ
デJi-:[の器形になるものと思われる。

B種：第27図14~20である。明確に確認できるものは，同図10のみである。これは短須の
壺で，ナデ肩になっている。

有文土器

第28図 1~ llである。浮文が5点（第28図 1~ 5), 沈線が6, 点 （第28図6~11)あるが，
いずれも小片のため，全体の文様構成を窺うことはできない。

底部資料

第28図12~33である。尖底 (A種），乳房状尖底 (B種），平底 (C種）．＜びれ平底 (D種），
脚台 (E種）がある。尖底が主体である。
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A種：第28図12-26である いずれも /]111]部へ向けてルーズに
［｝｝］＜底部である。底厚は 1

emf前後のものが多く ．底面をやや膨らませたように
形成し，乳/;}状尖底に似たも

の (ID']図14, 22) もある

B種：第28図27の 1点のみである。残イ［資料からして，当
該種に含まれるものと思われる

が.II合I・.からすれば11類に含まれる可能性もある。

c種．．第28図28の 1、r.¥のみであるっ底径は3.3cmと径の小さい平底で．底厖は 2cmと｝
ばい。

底のl'lい尖底を押しつぶし， ・FJII. にした感じである。

D種 ：第28図29~32である ＜びれ部の目itたないものと，やや明瞭なものが
ある。

E種：第28図33の 1点のみである。小刑の中窄の脚台である

4. 土器収束

以上に簡述してきたことが、今[IIの発掘湖介により ,LI11 -1-. した士器であ
る" ]971 年の調~{ (知

念： J 976)では後期に）成する士悩のみの出上であったが，今
回はIUJ, 月より fJI被式を主体とした

りii. 中H/l系 I・辟が多数出上してし必 ,i,i・中期系七悩の出土した川,,...,
;は， . j'第にfj£乱が人って

いるものの、時期的には前期に），・応するものと考えて
よいであろう I l(?iは後期系土悩を中心

に出士することから，‘片該期に駈するようである

,'I', ・I・. I沿怜のなかで,'IJ,I・. 足の最も多い(Jli/支式上器は，文様のヴァリ
エーションも他富でこれ

までにはみられなかった文様もあった。なかには綾杉
文が主体となり，いわゆる低美系の土器

にみられるような文様が展開する土器もみられた、・
・般に、fJl-i皮式土器はIJ径が）Jlujの11i大径よ

りも大きくなるが，今和Ill'i l: したfJl-il支式t悩には11径とIll州のi立大径がほほ“．
クしく ．荻咄式 l:器

の特徴に近い器形のものもみられた 完形品に近い
ものが2点出ヒしており ，i」1各器高，底

径の割合は，これまでに出・I-.しているものと一致するとパえよう

(Jl·i皮式—:t.悩以外の1i1J・中期系 1-.器は極少であるが，今11111 }.1.(のみ
出土した前期に属するもの

と思われるイi文 t器は，奄及系の土器にも類似する

後期上系器は l類' [l類に細分でき，後者が斤倒的多数を占める
。 l類は小片のみで，器形

が窺える土器は特無であった~ I] 類にはいくつかの復元可能な士悩があり，これらから器形を

椎すると，喪形はIJl,ij部が張るもの，・,蔽形は無頸のものが多
いようである。底部は，尖底がもっ

とも多い。 ＜びれ平底もわずかに出上しているもの
の，明確に平底といえるものは出士してい

ない。 また，無文化も牧• しく，イi文土器はわずかに11点のみである
。尖底が多く，無文化が著

しいことなどからみると， TI類は高出廣衛氏提唱の1呼定編年後Il期（具志
原式期）にJ函するも

のと思わ

れる。 中空の脚台が 1 、I~.(出上したことも特節できることの一つと言えよう 。

- 45 -



第 7表前 ・中期土器観察表 ・6
挿1~1 番・サ グリ I ド 籾式 器棟 il: i,, 混 札l材 色 調 器 1fii ,J,¥l・ 笠 その他II' 上培

（文1、'f，分灯l.焼成など）
り;2 1 1·~1 8 P-3・/4 : I 口if.Il.Oc-m 行灰．鉱物 内外：褐色 外： ・J-デ t·Cl!-i; 。 胴が~)<るE-3・,1 : I 

罵．文」：器 深鉢
器，:・:』19.5,in t_j炎，褐色 内 ：ナデ？E-3: 撹乱 底径5.3cm

じー3:II 

， ， c-3 : I恥 ,, ,, [ I 1や17.9tin {j灰．褐色p 外： H;"(褐色 外.I社痕．ナデ 直lf'I<口松。やや脆し、（多） l勾：1¥1褐色 内 ：条痕がり1瞭
第22似11 c-5 : L 1iirJりl七器 底往7.O('ffi ィii火 Ill、:r外 ：,,1褐色 内外 ：条#tをナ I fil D-i : I 底/•,l.i.O"m たなしヽ） 内 ：淡II在褐色 デる

底径7.1cm {il:1<., 鉱物 外 ：渇色 外 ：条板を ・ill¥ I flt )L11i: を ·J'·li~tこした感• 2 F-S : UI .. 底11/.I.Scm 褐色粒 内 ：1り褐色 ナデ1., じ。やや脆い。
内 ：知lh・?

~ 3 E-7 : Ill ,, ulli. 椙~•.t:, 外 ：！！＼褐色 内外 ：ナデ J煩
内 ：褐色

,, •I F-5 : Ill ，，， 
底if..5.lcm t, 灰．鉗．物 外 ：II名灰褐色 外 ：ナデ？ l狛底lり~o .7cm 内 ：褐色 杓 ：条痕が残る

,, 5 E-7 : Ill ,, 
底径5.0cm 石 ／火・ 内外 ：叫褐色 外 ．ナデ I類底l1/.0.9tru 内 ：？

,, 6 [l- 6: Ill ， 底if..6.3(-m ,[j灰.$1!: 物 外 ．・褐色 内外：ナデ l泊底J•/0 _ 7('ff1 内 ・灰褐色
，， 7 E-6 : Ill a ， 底it5.5cm “灰，Ill色 内外 ：I天糾色 外：条根をナデる I fJI 底叩1.0,・m 内 ：ナデ
,, 8 D-5: II ,, 

底1t6.Sm /jJ火．鉱物 内外 ：賠褐色 ，' [ J:il 底1°/L.Orn,

E-3: Ill 底径6.5(111 石灰，鉱物 外： 褐色 外 ．・ 条痕 I JJt ，， ， E-6: 川a ,, 底l'l-0.8<m 褐色粒 内 ：I火褐色 外底.I勺.-J-デE-7: Illa 

底lf7.1,,,, 石灰．鉱物 外 ：|り色 外 ：条板 l知ク JO E -6 : Ill b ,, 
底/'/1.0<m 内： 淡灰褐色 外底 ：ナデ

内 ：？

c-5 : I 底径7.5(111 /1灰．鉱物 内外：褐色 外：条lj(をナデる l類,, JI E-6 : Ill a ,, 
底l•/.0 . 9m, 褐色粒 外底 ：ナデD-5:IJ 

l人」： ？
,, 12 表採 々 底!f..6.7cm ク 内外：褐色 外底 ：ナデ l J:il 底/•/0.8cm 内 ：？
,, 13 C-3 I b ~ 底径S.8ru1 石1火．褐色 外： I天褐色 外：ナデ I Ml 底l'/0.9m 粒 内： 褐色 内 ：？
E-5 : lU 底往5.h-n, ,{ii火．釦；物 内外： 11;'1灰褐色 内外：指押さえ II類,, 14 E-6: 川b ， 底1'1.0.i,-m 渇色粒 の後ナデイI・ I・げE-7 : IUa 
E-5: Illa 

,, 15 0-s:1 ク 底if.5.2('ffl 石灰 (II、t 外 ：II;'; 褐色 外：m痕？ II類底I'!l . 0cm たなしヽ） 内 ・黒褐色 内 ：指押さえ
,, 16 D-10: I ~ 底径S.9('111 石灰．飩物 外 ．賠褐色 外 ：指押さえ II狛底11/.1.2<'"' 褐色粒 内 ：褐色 内：ナデ？
,, 17 E-5:Ula 'l 底径5.21'!11 石灰，鉱物 ，， 外 ：ナデ II知底l•l-O .9c,n 内 ：条般
,, 18 F-4 UI • 底径4.7t'm ，' 11、）外 ：褐色 内外：指押さえ II煩 小収上器のJi的1;?F-5:IUa 底l'/0.7cm ののちナデ
• 19 E-6・Ill b ，， 

底径1.8cm 石灰，鉱物 外 ：II;';-褐色 内外 ：ナデ II知D-5 : I¥' 底f1i-0.6cm 褐色粒 内 ：褐色

• 20 E-6:Ulb ，' Ji{if..5.6('1TI { ii天 (llI/'. 内外： nt, 灰褐色 • II類底l1/0.8("m たない）

• 21 c-l : II ケ w火，鉱物 外 ：淡II名褐色 ~ IJJ:l'l 褐色粒 内 ：淡褐色
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第 8表 後期系土器観察表・ 1

J,f,izi徘り グ I} Iド 咆式 諾 f,f, ',_)ヽ- '’’’' ;Jt fll 材 色 ,J~ 器廂共柊 その他
II¥ L・. !<V: • 1文様分t/1.燒成なと）

第~:l /,/ I 1: -3 : I · I ~ 後期 l≫-1 イi灰．鉗物 外 ：賠褐色 外 ．・ ナデ 「ハ」の字にImく器lfJ
内：褐色 内 ：指押さえ

ク ウ D-3 I ， ., ，， 外 ：褐色 ,, [I縁部が11'(frする器）f~。
J!-.J: 淡褐色

， 3 £-3 : l • ,, ,, 外 ：11;'1褐色 ,, 叫改部が1/印する器）f:, 
内 ：褐色

’‘ I H-I . II ケ ,, ， 内外淡11名褐色 肉外 ．？ LI柑部がLl'i:irする悩 It~

’ :i C 13 I ’ 
,, ,, 内外 ：II;';'褐色 内外：ナテ 外9人口椋

,, 6 ・） • ，' 

＇ 外： 11;';1約色 ,, 外）人11争ぷ
内：褐fl』.

,, 
ヽ E -:l : I ク ,, ， 外 ：り＇．褐色 外 ：ナデ 外/:i..rl縁

内：賠褐色 内：指押さえ

,, R D-3 : I ❖ ，, 

’ 外 ・褐色
， ゆる＜外1:1..

I人） ／火褐色

,, 9 C -5 : I ,, ,, I ii•!~ . 鉗物 1勺夕ト― li('i/火褐色 内外．ナデ 外Ii.
褐色和

第2, 1 1~1 I D -9 . I 後期U泊 ，， 石灰．砿物 . 内外 .~f な -j·テ ¥。 ・j".1 1名ぷ
1i羨.l}J色p

， ~C -I : I ,, ，， fjl火，館物 内外 ’淡褐色 ,, ¥ I Iヤ,;;1:1よJI、Jカヽ ら外へ・
褐色粒 -J--和とす

,, 3 F -1 : I • ,, ,, 
内外 ：賠褐色 内外 ．指押さえ

ののらナデ・)
＼ 

,, ~ LJ-9: I ， • ,, 外 ：灰褐色 り~: •) A ハ'rfl -1!1の •ii 位は ,i; rlJJ
11、J:1枯色 内 ：I ヽケ 14~I:

， s ll-., : I ‘‘ • Ii恥．褐色 外：賠褐色 外 ：指押 さえ ,¥ 

粒 1多） 内 ：）火褐色 内． ・．） 

’ fi F -5 : ] 
,, . ,, 外 .; じ褐色 ,1、Jダt・指押 さえ ¥ 、iHで＇怒微

内 ：灰褐色 ののちナデ

，，， 7 D-11. I ， ，， I 1f1(f rjす 内外 ：淡貨褐色 内外指押 さえ ,¥ 
たなしヽ ）

， 8 1)- 9 : j ,, ,, 褐色が，: 内外.i炎褐色 ,, ,¥ 

• ， F --I : I ,, ， ィii天．鉱物 外 ：淡褐色 ,, ,¥ 

掲色粒 ,1、J・淡)1{褐色

,, 10 D-1 . I ,, ， ,, 内外 ：11/'i褐色 外 ．指押 さえ ,¥.'凋整・1良明瞭 ハケ1111;
内： I ヽ ケ 11 ~人 の;ti.位はイ,fl)]

• II D -9 : I ， ’’ 叩'k.鈍物 外 ：淡賠褐色 外 ：指押 さえ I3 1J、J夕tとも，凋格船がl暉I
内 ：i炎灰褐色 内 ：椋痕

,, 12 F -5 : I ，，， ， /-i[火．鉗物 内外 ：淡褐色 1J、J 夕~: 指押さえ FL 
渇色粒 （イ道り瞭）

， 13 c-9 : l • • 褐色粒 (1-1 内外 ：淡Iリ1褐色 外 ．指押さえ ll 
立たなし>) 11、」.'?

， l•I c-1 : I,, ❖ ク 石I-;、<u -:r. 外 ．賠褐色 ,1、J外 ：指押さえ B。やや外u.が強い。薄予
たなしヽ ） 内 ：褐色 ののちナデ

,, 15 F -4 : 1 ,, ❖ 石灰，鉱物 内外淡褐色 • 13。池手でやや略緻，
褐色粒.{j英

,, 16 D-9 : l ,, ， 石灰，鉱物
,, 内外 ：指押さえ ll 口籾祁をやや,,、!：く1成形

褐色.f.¥l多｝

第25J;(JI E-7 : I ,, ， {iUく，鉱物
褐色粒

外淡Iii~褐色 ,, B 
内 淡黒褐色

，， ? D-9 : l ，， ， 石J火 (「I,r. 内外 ．灰褐色 外 ：ナデおよひ B 
たなしヽ ） 椋狼

内 ，掠痕

• 3 D-10: I ， ,, 石灰．鈍物 内外 ：褐色 内外 ：指押さえ B 「l春§力'1長り,'I',ーす。
褐色粒
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第 9表 後期系土器観察表 ・2
挿IX!lfj・);- グ ＇）ッ ド 氏!! A 悩棟 法;,:; 混 fll 材 色 揺I 器而閥呟 その他

II', 土培 （文様分類，焼成など）

第2:.1·~, 4 C -9 : I b 後期II碩 石灰，褐色
粒

内外：淡賠褐色 内外：指押さえ B 

. 5 D-9 ― l ~ ， 11/f..16. 7ぐm ,, 
外 ：褐色 内外：指押さえ B 
内 ：Iリl褐色 およびナデ

，， 6 F-9 : J a . ~ 外.i炎褐色 外．ナデう B。やや脆い。
,, I人J. IIJ褐色 内：指押さえお

よぴナデ

，， 7 F -3 : l ,, ， 石灰．鉱物 外： I天褐色 I人）外 ：ナデ B 
褐色粒 内 ．• 明褐色

外：指押さえお B。わずかに外反。訓格は
，， 8 

D - ~: L, II径18.9<・m 石It<..謁色粒 外： II舒褐色 よびナデ 明瞭であるが雑。脆い。
D-4 . ・1 ’‘ ‘’ 内 ：灰褐色 内：口緑部ナデ

Ill叶部ハケ Fl~K

~ ， c - ~: r ，，， ケ 石1尻，褐色粒 外灰褐色 内外：ナデ 0 
1J、l:i炎褐色

~ 10 E-6 : I ~ • 石灰．褐色粒 外 ：淡慇褐色 外・指押さえ？ B。ハケH状の単位は不明
（目Vたず） 内：淡黄褐色 杓,Iヽケ目状 脆い。

第261·~11 C-1 : I a . ,, 石灰 （目守 外．淡II計褐色 内外：指押さえ B。,,.,手 。やや 「ハ」の字
たない） 内 ：淡褐色 に開く器形。

外：患褐色 外：指押さえお B。簿手で堅緻。

＇ 
., 
F - ~: T ,, ,, ,, 内：明褐色 よび擦痕？

内 ：指押さえ

• 3 F-6: J ~ ,, ,, 
内外：淡褐色． 外 ：ナデ B。口緑を/'tくする。「ハ」

内：指押さえ の字にlltlく器形。

,, ＼ヽ 0-9: J 'l ,, ，， 外：黒褐色 外：ナデ ll。薄手で竪緻。
内： i炎IIJ褐色 内・ハケH状

石灰（多）， 外 ：II名褐色 外’指押さえ B ,, s F-5:J . ’’ 褐色粒 内： i炎昭褐色 内ナデ，ハケ
目状'/

,, (j D-4 : I] ,, ~ 石 J火 外： _[_I,¥褐色 外 ：指押さえ [l 

杓 ：灰褐色 内 ：Iヽ ケ目状？

• 7 D-5:U ,, ,, 
石灰，鉱物 外 ：昭褐色 外：指押さえ C。i皮状口松?o薄手でゃ
渇色粒 内： ll;l貨褐色 杓：ナデ？ や堅緻。

石灰．褐色粒 外：ナデ C。薄毛
❖ 8 C-5: l ,, ，， （目ヽ tたず） 内外-i炎騎褐色 内 ：「l緑部ナデ

胴部ハケ目状？

• ， E-4'.J ,, ,, 
石灰，褐色粒 l村外：灰褐色 内外：指押さえ C, Llld部は外から内へな
（目寸．たず） で返す。

• 10 o-3: T ,, ，， 褐色ti;(多）， 内外：淡賠褐色 内外 ：ナデ C 
石灰

外 ：淡褐色 外 ：ナデおよび C。薄手でやや堅緻。内而,, 11 F -4 : [ b ,, 
" ロ径159cm 石灰，鉱物 l勺 ・黒褐色 ハケ目状 の調整痕は明賄。

内：ハケ目状

,, 12 F-3 : I ,, ,, 
石仮．褐色粒 外 ：褐色 内外 ：ナデ C 

杓： 灰褐色

,, 13 
" ケ

,, 
石灰，鉱物 内外：灰褐色 ，， C 
褐色粒

第271·~1 l 石灰．鉱物 外：ナデ C。簿手でやや堅級。
D-9:J ， ~ 口径12.6cm 褐色粒 内外：明褐色 内：口緑部ナデ

胴部ハケEl状

~ 2 F -5 : l ,, ，， 石灰．褐色粒 内外 ：II在褐色 ~ C。薄手。

ケ 3 C-4: l ~ 鉢 石1天．褐色粒 外：n,¥'灰褐色
附：褐色

内外：ナデ C。薄手でやや堅緻。

ケ 4 C-6:U ，， 
" 石灰 （目立 外；褐色

たなしヽ ） 附：灰褐色
JJ、）外：指押さえ C。薄手で堅級。

， 5 C-4: la ，， ,, ,, ，， ,; C。堅緻。
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第10表 後期系土器観察表 ・3

挿1-~1& り ク• l) I f-' 片•I 式 器 H しI " 、.,, ill flJ H 色 逍 器 血 ,J,11 t' その他

/1¥ .I ~;,; 
文tiクi屯I,焼成なと，

冷27111Ii fl I : I・U 後期11lfl 外 石11,.糾物 内外 ：屯褐色 外 ：ナデ やや平畝3

し l: I 
内：棺扱？

,, ヽ <. -9 : II 
,, ， 石り、．鉗．物 内外： i炎褐色 外 ：ナデ？

rnヽ，,:たず） 内 ：指押さえ

外 :H;; 褐色 外．指押さえお 略徴s

,, 8 C :i: I,, • ,, 
’ 内 ：褐色

よびナテ
内： ハケfJtK 

,, 9 D-s:11 . ,, 11/fll.km h仄，褐色1:, 外 ：松褐色 内外 ：ナ・r'.' やや深＼、fj,.,u柑品をI•/<

内：；炎褐色 するっ

,, 10 F 5 : I • ，' f!ff-1:!.5,m ， 外： 改'..I.¥褐色 外・ 指押さえ やや深いiL「］柑邸外反＾

内： 淡明褐色 内 ：椋lh'?

， 11 E -, 9 : I ， ・,1'1° ・ LI /f-5.S.'111 {iり、.m;, 内外：褐色 内外 ：ナ・ア .-¥ 

たなしヽ｝

， 12 I' •l : 撹乱 • ， I l(f3.2cm 鉗物 If_!、・, 内外 ：淡褐色
，' .¥ 

たなし,)

,, 1:i D 3 : I b • ,, GI火．銀物 外 ：褐色 外 ：ナ・ア ＼ 

/IJ、iたず） 内 ：淡賠褐色 内 ：ハケII;j人

. ),) f) 8 : I ， ,, 11 if5.8cm {ilA (fl、・, 外 ：，た貨褐色 外 ：ナテ ＼ 脆い。

たなし,) 内： 淡褐色 l勾：指押さえ

,, l:i I) I : I 
,, ,, . - Ii Ii・ 内外 ：淡賠褐色

•) ,¥ 

,, 16 イ、 ,,1
,, ,, 石りヽ fl、., 内外 ：淡褐色 内外 ：ーJ--,' ,¥ 

たなし、｝

~ 17 I・ ・I : I 
,, ， I 1((-6.0rm ~ 内外：，．た貼褐色

， B? 

• l~ ( 8 : I¥ • ， • 内外： i炎灰褐色
,, B? 

,, 19 F. :; : I,, ’ • 鈍物 (II、・, ， 内外 ・指押さえ 13・> 

たなしヽ）

,, 20 r・ 6 : I 
,, ,, (ii火．鉱物 内外： Iり褐色 内外 ：ナf 13 

お28ltlI ~ :{ : I 
,, ..... A,  {iiiヽ．鉗．物 内外 ：.: たIYJ≫Jf!!

,, 
¥ u ,!!! 「＼ 字4人の突,;j;-• 

石英．閲色t:,

" 
・J (. I : I 

,, ,, (ill、．鉱物 内外 ：IYJ!ll色 ~ ,¥ 

褐色P.

’ 3 (_ I : I b 
， . ，' 外：出色 外：ナ・ア .¥ 

内 ：J火褐色 I人、 ：指押さえ

,, I B :i: I ，' 
,, 6仄．紀物 外 ：、女＆褐色 外：ナデ A 

内 ：I/J色 内 ：指押さえ

，' 5 n 6 : rn ,, ,, 石I火．紙物 外 ・褐色 外：ナテ ,¥ 

（「I,i; たす） 内 ., 火褐色 内 ：？

• 6 D 12― l ，' . 褐色f,¥ ~l 内外 ：，た灰褐色 外 ：？ 13-11ヤf品に女I]日。

:r. たなしヽ） lり：ナデ'?

， ヽ C I : I b 
， . ,, 内外．．；父払褐色 りヽ ：ナテ 8。rrh,:1;1こ亥iJfl。I lt~i\J; 

I勺？ に箱II沈椋

~ 8 イヽ 11/j ‘’ 
,, 1,P、．褐色f: 内外： 褐色 内外：ナ・r B。llh=, 祁に亥rn II縁部

I IJ り~たず） に rT 」~),の細沈線

,, 
" ~ 3 : I ’’ • 褐色粒(□ ， 外 ：？ B。IHぶ部に行 j 字状の

,,: たなしヽ） 11、I:ナデ 細沈線

,, 10 C-I . J., • • nit,; I lJ ,i― 内外 ：H名灰褐色 外： ナデ B。胴沈に細；t線。
たなしヽ） 内 ：招痕

ケ II F -3 : I 
,, ，' -- 褐色p 外 ：貨褐色 外： ？ [l u 胴、名に r*」1人の細

内：叫褐色 1J.J: ナデ i:t線，

• 12 C :i : I ,, 底1°/I. :?em .(jl火，鉱物 内外：，たRi'f褐色 内外 ・ナデ A 

褐色p

• 13 I・ :i: I ., 瓜l•/0 . 9,,n h萩．褐色p 外 ：褐色 外 ：？ .¥ 

内’ 灰褐色 l"J : ナデ
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第11表後期系土器観察表 ・4
l•~l;(llfr サ グ,,, ト 利人 硲 H• il '' 、~· 混 .fll 材 色 ぷ 盛,,,,.J.'l 屹 その他M¥ J: ~'1 

（文様分類．焼成など）
り~28l·x114 F-3: l 後期U類 底「'l-1.5,m 石灰．褐色 内外 ：i炎針褐色 外：？ A 。 乳II}~人'J.:1if:.に近し、粒 内：ナデ
,, 15 D-8 : l ,, 

底1'10.8nn “灰 ,,、J外： I天褐色 内外：？ A 
• 16 C-3 : la ,, 底l•/0 . 9rm 石K 褐色 内外：褐色 外：ナデ？ ,¥ 

粒 内：？
,, 17 0-11: I ,, 

底I•/1.0c-m 褐色粒 内外：IV)褐色 内外 ：？ /I 
,, 18 B-:l : la • 底l'iO.9cm 石灰．褐色f, 内外 ：賠褐色 外：指押さえ A 

(t1立たず） 内：擦痕？
，， 19 F-6 .J ~ Ji1.J1/. I .2c111 ，， 外： II針褐色 外：指押さえ A。孔1,f1X'Jこ底に近い。

内：灰褐色 内：擦iii
~ ~o f -1 : l ~ 底/'/IAcin 石灰 (「1、i: 内外：淡賠褐色 内外：ぅ A 

たなし1)

ク Zl D -.3 : l ~ li(:/'/0.8,111 石灰，褐色 内外 ：淡褐色 外：？ /¥ 
粒 内：ナデ

, ・會->?- F-S : 1 ’‘ 石灰．鉱物 外： ll;i褐色 外：指押さえ (¥ 
褐色粒 内： 9天褐色 内：ナデ

<- 23 F-6 : f ~ 石灰 llI ,i: 附外：；ふ＇，し褐色 外：？ ,¥ 
たない） 内:W.Jit? 

,.,. ~'1 c-9 : I 'l 
{j'天 内外 ：淡褐色 外：？ ,¥ 

内：ハケ11JK 
,, ~5 E-8: N: 乱L ~ ・) 内外 ：賠1夭褐色 内外：？ ＼。やや叱級。
,, 26 C-9 : L • 石I穴．褐色p 内外：淡褐色 ~ (¥ 

~?_-, イ; [JI] 後期lが！？ 叩火，鉱物 外：明褐色 ，， B 。 夕~Ji(101 を押し 1-.げる。褐色粒 内： '.J.!.褐色

• 28 E -5 : I. 後期II類 底径3.ac,n liK褐色p 外：褐色 外：指押さえ C。!iOtの小さな・I'・底。底1•/2.0cm 内： HJ灰褐色 内：？
,, 29 I'-5: l ，， 底枠6.7<'rn ，， 内外 ：淡ll;'i褐L 内外 ：？ I) 。 ＜ぴれはl~j瞭ではない
• :io l'-3: l ，' 底径7.1(-m 石灰，鉱物 内外 ：11;r褐色 外：指押さえ I) 

底l•/0.6c,n 褐色粒 内：？

• :{ I D-8: l ,, 
底径5.6c,n ,, 外：淡渇色 内タト：？ 1)。＜ぴれは1りl瞭ではない底1°/0.7,111 内：灰褐色

ク :iz ,1; IVJ ,, ,, 外：淡1火褐色 外：ナデ D 
内 ：!1.'. 褐色 内 ：？

• :i3 ,, -3 : 1 ,, 
liHf4.9cni 石灰．褐色,~ 内外： It<. 褐色 内外：ナデ F。,i,空の開台
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第 2節石監

石器は．総数55、,_1_(が得られている 出・ト状況は，そのほとんどが包含陪よりの出士であるc

これらの器種としては，石斧， ←ti illl . 1:~~ イ::i,Ji-11',)ft敲石， クガニイシなどがある＾
第12表石器組｝成衣

眉 位

種
表採 l陪

器
la罰 lb附 IJ榊 Oa層 LIi屈 Ill al吾 lllb層 JV層 ~;J-

. -

石 )-yf ' 8 2 2 14 

石 llll 1 1 2 6 
ー"". 一，'""'"

- --

敲 石 I 3 1 2 1 8 

I、••,以r 石 11 1 1 2 

luJ,•.-又1・ 石 Ill 3 1 1 6 

l紆石 Aft敲イil 5 2 伽？•‘ 
， 

磨ィ，・服敲ィ，.D 1 1 l 15 

-—-
磨イi艇敲イiill 5 8 3 ti 7 1 1 30 

クガニイシ
1 

石 器 n- 4 14 1 1 8 1 6 35 
ー ーー・ ，'"  

計 12 43 3 6 20 

゜
7 20 /4 1 1 l 6 

第12表は、ll'i上石器の器種を1悦位別に見てみたものである。}.'.i:数についてば接介脊料は接

合後，定形品も破担品も 1、1位とみなしてn出した。

1 . 石斧 （第29・301叉I,I叉11:l;L.29・30)

伍斧は，計lI点得られてし＼るが，完成品は13、点で， 1 l!. は未製品である。このうち 8、r.¥は欠

担品で，完形品はわずか5、1位である。

欠拍品は，身部の中央付近より横折れによって生じた頭部脊料が4}; 閉，刃部責料が3点とな

る。 また，これとは逆に，身部の中央付近より縦折れによって'I-:.'..::.たものが1点ある。完形品

を中心に，形；1人の窺えるものについて，これらの‘ド面形態を見てみると，撥形が6点，短冊形

3点，乳棒IJ,?1点，不明4/ょとなる。

これらは，その素材選訳，素材のとり）J. および製作技法などからして，二大別できる。

l類ー）成形および整形後，払本的には表裏面を研）紆工程によって仕上げる。

ll俎一河原石や転石などのIJ:岩から表皮部を打象ljによって，偏‘ドの素材を取り， 成形お

よび整形，研J介仕上げしたものである。研店は，表裏而および刃縁を基本とする

が，表裏面においても1111んだ部分は，研）社が行きとどかず，打剥面や自然面を残

兄られる。
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第13表 石斧観察表

挿似1番号グリ 1 ド：i;1位 石 flt 長さ 1~/(i 原さ ~T( ·iJt 観 察 事・ 項

3点の接合脊科による完形品。両刃。

D-4:[IJ a 頒部および側而に整形時の敲1J痕を残
第29図l

D-4・UI b 
輝緑岩 12.4 5.55 3.2 320 す他は，研l弁仕上げ。身祁下）jは成形

時の打糸ljによる面を完全に消しきって
おらず，平JiI. 而をなす。

完形品。比較的短めの石斧である。令
ffに人念な1i)f)柑によって．丁寧に仕」:

／／ 2 C-7冊 ,, 8.5 5.2 3.0 230 げるが，裏1面の打原l」痕や頭部の象I]離お
よび1wrn面のも［打痕を梢しきるまでには
全っていない。

身部叩/IJ部あたりから刃部にいJけて斜
位に折捐した刃部森科。残k部からす

3 f-5: L ，， (8.0) (5.2) (75) 
るI限り .1wrn面に弱い敲打痕を残す他ば，，， 

入念な研崩によって丁学にft:上げる。
』呵而の残存ガ部中央付近と，哀lfIT右側
嬬部に刃こ（まれが見られる。

身部断面形が格円形状を呈す乳棒状タ
イプに屈？。身部中央部付近の節理Jfti

，' 4 表採 ，，， (6.35) 4.8 3.3 (130) から横折れした碩部1i料。表哀而と頭
娼部に哨各いJi柑面iが観察される他は，格
形時の敲打痕を残したままである。

角閃石 縦割れ脊科。頭部に成形時の象lj離痕と
l1 5 C-3: 0 (9.7) (2.35) (50) その周辺に整形時の弱いi'~i~打痕を残す安 111岩

他は，人念な研1吾によってft」；げる。

メJ部のみを研磨した局部JPが製：ti料。身,, 6 D-7: I 輝緑岩 10.6 2.6 5.6 200 部および頭部は成形時の打象I]#もある
いは象I]離痕を残したままである。

整形後，研l藉によって刃部製作のエ程
を行っているが，メJ縁は尖るまでに至

❖ っていない。また，刃部の中間部あた,, 7 C-12:] 6.75 5.35 2.2 120 （細粒） りには，アバタ状の沿れが見られるこ
とよ り，あるいは製作途上で敲打器に
転用された11f能性もある。

II類の典型：介科。裏而は打粂ljのままで
あるが，表而およびその上半の側而部
は素材の自然而を残したままである。

第30図l D-7: T 輝緑岩 11.4 5.7 2.0 170 表面は両側からの整形時の象lj離痕およ
び側面部の敲打痕を残したままである
がメ）部のみは入念な研料によって丁
率に作出されている。
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標品も n柏の典型舒料。器表而は，自
然面の各所に弱い敲打痕とliJf114面を残

,, 2 B-6: J 輝緑岩 8.25 5.45 I. 5 90 す。裏而は
，そのほとんどがけ岩から

の打剥のままであるが．｝）部のみにM

底痕が見られるJ

身部杞央部付近の節狸面から横折れし

た，頭部1f科c 残イ炉1i料を見る限り，

裏面は"j".Jf! をなし，表面中央部付近か

ら布側面にかけては斜位をなす断面形

’’ 3 D-8: [ 
,, (7.5) 4.7 ? ? (l 25) がIll各二角形状を呈す 裏而および表tili

の斜位部の半JIl I而は．人念な研)if,によ

って丁寧に仕上げるが， f,•,j縁およびf!!ll

而部は整形時の剃離．あるいは敲打#J

を残す。

身部中央部付近から横折れした'.;IJ1部;ft 

科 偏平な自然石を成形しただけであ

,, 4 E-7・111 a 々 (5.5) 4.7 I. 7 (60) る＾側面周辺には成形時の剥離痕を残

したままであるが．頭端部のみ杓干(iJf

駐!JIII: を行っている

身部ド半部から｝）部にかけてのク(1fti't

料 II類の典型Yi料で，比較的偏平の

,, 5 D-7: l ク (5.55) 6.6 1. 7 (I 00) 索材を使f!l 表I面は｝）部とその周辺．

裏面もガ品と身部を軽く研磨している

だけである。

身部F半部から})部にかけての欠Hi脊

,, 6 D-11: I ,, (4 .2) (3.8) 0.6 
(180) 料。原さ0.6mmの柘めて怖いi扁ギな索

材を利用し，メJ部のみを研磨し作出し

たii料。

未製品。身部中央部付近から横折れし

た ~fl部脊料。 比較的印手の自然石を索

材とし，成形を行うが，その途tで横

7 D-4: 11 
角閃石

(7. 2) 5.9 3.5 (15) 
折れし．放棄されたようである 頭部

,, 
安 IlJ岩 側而部周辺には成形時の象lj離痕を残し．

裏而には軽い研磨様の磨而も観察され

るがそのほとんどが自然面を残した

ままである。
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2. 石皿 （第31・32図，図版31)

計6点が得られている。偏平な板状石を素材としたものがほとんどであるが， 1点のみ厚み

のある素材を使用している。

これらは， その使用面の断面形状から， 4タイプに分類される。

［類一使用面が素材の周縁から中央部に向けて，緩やかに凹んでいくものである。 1点の

出土がある。

II類ー使用面が平担をなすものである。 3点の出土がある。

IJJ類ー使用面が縦位の溝状をなし，断而形状はV字状をなす。 1点の出土がある。
1V類ー使用而が鍋底状に凹み，比較的深み (2.4cm) がある。 1点の出土がある。

第14表石Jill観察表

挿l'l-1番号グリ ッド： l•:11位 石竹 長さ 輻 原さ爪・:1:: .
'
 

r
 .l
 

'
↓
 

．，
し

9

.
 

察観

第31図l D-5:lllb 

ほぼ半欠品。偏平で板状の略円形

の素材を使川。使川l面は．索材の
石英片宕 22.3 (15.9) 3.5 (1650)周秘から中央部に111!けて，柘めて

なだらかな傾斜をもって1111んでい

く形状をなす。

究形品。偏‘ードな素材の周縁部を打
,, 2 表 採 輝緑岩 12.7 10.6 欠によって成形し．略円形状を星3.1 690 

す。表衷禎iとも平J11. をなし， l吾j(ij
を1-{すことから両1(1i使用か？

，， 3 B-4: II 
角閃石

(9.5) (9.0) 
長桁円形状？の素材を使川。ほぼ

安 ILi岩
3.0 480 

半欠？。1史Jr]面は．平川をなす。

角閃石や長
欠片。偏平な板状石を使用してい

,, 4 D-3:lll a 石の混ざっ (11.3) (7.6) (380) ることは判るものの．本米の平面3.2 
た粘土塊（？）

形状については不明。使用l面は，

平JII.をなす。

,, 5 D-8:] 砂 岩

欠m品。本米の平j(1i形状について
は判然としないが，略長方形状？ 。

8.5 (8.9) 2.0 (230) 使用i1iiは，表l面に二条．裏iiliに一条
の断而形状がV字状の社Ii:が縦走する。

拐り切りJ:ljの砥石のuf能性がある。

第32図1 E-7: II] b 

縁の一部を欠失するのみで，ほぽ
完形。平面i形状が略桁IL]形状の)!;£
みのある素材を使用。表面のほぽ

サンゴ塊 14.2 18.0 6.5 1440 中央部に桁円形状の深みのある鍋
底状の使用1(riを布す。使用l面底;}IS
はアバタ状の沿れをなし，使用頻

度のi翡さを窺わせる。
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第31図 石皿実測図 ．
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10cm 

第32図 石皿実測図 ・2
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3 . 敲石 （第33-35図，図版32・33)

総数18.r.'.(が得られている その形態は多種多様で，個々の礫形態を分類）店準
にすれば．煩雑

すぎるほどの区分を設けなければならない そのため．分頼にあたっては
1史）廿痕の性格とその

形成位附を拮準に行った。

これによれば．次のIll類に分領される

l類一索材の上下端．表裏面の両方あるいは一）jにアバタ状の敲打痕をイiするものである

表裏1friの敲打痕は．中央部付近に定の範圃で犯中 し，連続した消れで凹みをな
す

ものとそうでないものがある。礫形態は，i扁平な粕円形状のもの．略円形状のもの，

断面形が三角形状で棒IJしのものなどがある。

U類 礫の周縁に強い打唸によるヒンジ ・フラクチャーを形成するものである。これらは，

敲石としての目的ではなく ，あるいは別の製［山の製作途上段階のものの11
J能性もあ

るが，判然としないため一応ここに含めておく

川類一礫形態に特徴をイiし，いずれも棒状の礫を素材とし，その恥I叫1先端部に強い打峡に

よるヒンジ ・フラクチャーあるいはアバタ状の,・:伐打痕が見られるものであ
る

第15表敲伍I類観察表

挿l叉1伯`号グリ 、1ド：/~••,: 位イi

第33[・;,:Jl B-11: J b 

-,
l
 

｝
 斤ー，

角似lじ
安ll1'f,(?)

長さ 幅 l双さ iR :,:-

9.7 8.9 7. I 820 

観察 ・jt J}'[ 

略11!形、、1人を＇丑した .)'/みのある礫

を使用，， イ1下 fl!IJ1iliに・FJII_J(tiをなす

はとにii'tれた敲打痕が観察される

また．令側lfllにア／ゞ夕状のi1'i:れ択

様のものが認められるが使/Tlに

よるものかということについては

判然としなt、

?
l 

ヶ c-,1: 11 

小刺の柘Jij裸を使月J I~ 下端 lilii

砂 府 7.5 5.9 4.8 310 IJ!IJ1f11に敲」［痕をイiすいずれの箇

,~j- も 1(1i をなすほどに使）11 

断lfli形が略三角形状を情する柘円

形状の礫を使flj 右側1f1iから F端

部にかけてと表lfli部に敲打痕を布

,, 3 [3-11: I¥' 
角閃石

8.7 6.7 5.0 410 
す 布側lfliから 1ヽ？部にかけては拙

安 iJI'1 ;- 断なく 1friをなして連続したii'tれに

なっているしまた．表1fliもほぽm
部に集中してtfliをなして広がって

いる

t,: ,-. 端が角ばった略桁円形状の礫

,, 4 D-JO: Tb 砂 {_'" j 7.8 6.6 3.9 260 
を使用。布側血から下部，および

左側面にかけて，連続したii'i'れが

面をなして広がっているし
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左fWl1hiおよび上1(11がやや直線状を
なす小型の略l'l形状の礫を使用。
も側1(riと表面にアバタ状の敲打痕,, 5 13-11:J 砂 岩 6.2 5.4 3.9 200 を1-iす。 表面のl~~tJ痕はほぽ中央
品に集中するが，比較的軽微。布
側1fliのそれは比較的広範問にわた
り， 1ITiをなすほどに使用。

約三分のを欠く 。比較的原みの

角閃石や あるH・1r1礫を使用。 L端，布側1(1i

長石の混
および表1ftiに激打痕を布す。表lfli,, 6 13-11: [ 14.3 (8.6) (5.1) (700) の敲打狼は骰在したアバタ状をなざった粘
し，軽微であるが，上端および布土塊（？）
側lfliのそれは1/iiをなすほどに使
用。

欠柏品。大嬰の三角柱状の媒を使
用。残存部の上1fi1.両側Tiliおよび
表面に敲打敲打痕をイiす。表面の
敵打痕は散在した軽微なものであ，， 7 F-5: J 砂岩 (12.9) 9.4 8.2 (1200)るが，上lfliおよび両il!IJlffiのそれは
,~i をなすほどに使用。 とりわけ．
上H1iのそれは本求の礫形態を失う
ほどにi.i'iれており，使用頻炭の高
さが窺える。

直角三角形状の破片礫を使川。右
側面と方側下部の先端部に (:j~打・1J込
を布す。右側祖i部の敲打痕は， 一

第3'1lsZI l D-4:111 b 熔岩 ]] .2 8.4 6.3 6400 
部にヒンジ ・フラクチャ ー様の象lj
離痕を有すほどに強い打撃と潰れ
が面をなすほどに使用。1丘側下部
の先晶；部も ,,i]様面をなすほどに

使月l。

長D字状を呈した偏平保を使用。
左側而の11'(線部を除く，弧状部に

ケ 2 C-4: la 砂 -ィ'ー"-1 • 10.35 5. ]5 2.8 240 敲打痕を布す。敲打痕は，間断な
＜辿続して 1f1iをなすほ どに礼'tれ
ている。
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第16表 i,:1'i 1」i[I類観察表

HI叉1而芍］・ グリ，ド：~/i位 イ.i rt Liさ 船 /.'/さ ,r(:,: 観
TJ-‘ 

a
-
9
 
”99 
"Jf Jfl 

第3~似13

,, .j 

C-1: I] 

B-3: l a 

I)[レイ岩 12. 7 6.6 3.8 5ZO 

泊fIJ;(石や転イiなどの/:):'パのf</友M;

をH絹によって取った偏ギの素材

を使用 令f,!;J争点にわたって強い打

＇院によるヒンジ ・フラクチャーを

イiすとともに，辿続したmれがlfli
をなすほどに使川 如(1iには．礫

本末の自然1i1iを，災lfliには打糸1J1fli

を残したままである

j: 贋品も iu{JJ;{{jや転石などの I:}府の

}-ell部をJJ象ljによ って取った（扁平

のぶ村を使）ll。令）r'd縁にわたって

強し、4「'収によるヒンジ ・フラク

甜色片岩 6.5 5.8 2.0 130 チ
ャーをイ1すとともに. l・. 111iおよ

び布側111iから下1(1iにかけては．辿

続したmれが111iをなすほどに使Ill
表1fliにはr榮本・Kのi'i然J(Jjを．火J(Jj

には打糸JJ111iを残したままである

第]7表敲石LIi類観察表

1ifil・ 必lfil'・号 グリッド： /•;Ii 位 .(j t't 1乏さ 船 l双さ ,T(は

第351叉II C-.J:IJla 
石

岩
灯

II

角

安
~-1 .6 9.0 

快 察 t
 

m 

而,:・感のある略柱状の怜IJ渇足を使

) II t. ド端iこ敲tf:I兵を介す） I・．端

7 .•I 2150 の敲打痕は放在し．比較的
帷微で

あるが． ド端のそれはiiliをなして

広かり ．使用穎度の翡さが窺える。

ヶ 2 n-5: I b 砂府 ( •)) 1--1.2 6.4 4.2 530 

布上端部を欠1H lt救的 I•/みのあ

る松I犬條を使JTl L下端とイif!!IJrt'li 

のニカ所に敲打痕をイiす しヽ ずれ

の箇も1(1jはなさず．比校的軽微

,, 3 t:-7: I. 
角 IKJィi
安 ill岩

8.45 3.5 2.7 110 

版やかにく字状に1111がった小さめ

の礫を使）IJ., I::. F端と伍側1hiの

部に級打痕を介す 」 ••下端の敲打

痕は1kiをなすほどに使川されてい

るが．右側面のそれは散在し軽微

,, 4 E-3: l 
石英黒

玄け片岩
18 .3~-' I. 9 310 

偏平なKめの棒状礫を使用。」＇．下

端に強し、ヒンジ ・フラクチャーを

布すとともに．辿続した敲打狼が

lfliをなして広がる。
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4. 磨石兼敲石 （第:36~..J.O
図，図版34・35)

屈tiと敲石のj1lり機能を服ね備えたも
のである。礫形態や使用面

の位附などからして，次の
3

類に分煩される。

l 煩一‘ド 1iri形がli~糾）~n しくは円形を旱する
定形化した石器であるU 見砂Hfii, あるいはど

ちらか— •方に加(1i をイi し， L下端および向側1(n部と表裏
面の中央部付近に使用によ

る13)即なf11Iみ．またはi':ヽ:jJZオ］痕
を介するものである。表如

面の敲打痕は、概して中央

部付近に定の範間で集中
し．連続したmれで凹みをなすv

U類一1j'j1-1 j形状の殊を使川し．使用
1friの位j?i':などは 1煩とほぽ

詞様であるが.1,lij側面部の

使用頻疫が杓しく ，弧 IRに凹んで
いるものである

1J]類ーそのほとんどが柘円礫
を使川し.Jif{iとしての機能にウ

ェイトが高かったものと思

われるものである。そのた
め，」・.ド端および表災面の

中央部付近に形成された使
用

による敲打痕は，軽微で凹
みをなすまでにはポってい

ない。

第18表 l杜石疵敲tir類観察表

刷叉1番リ・グリ 1 ド： /,; 令i位 イ1
'J'C kさ 船 1'/さ 1r(:I;: 

第361叉11 D-9: II 

観察 ・Jt 珀

杓l'J(r弗？を使用。 1こード端，/1Ljflllj l
fti 

表災lfti中央部に敲打痕を布す。」：

ト幼および/11,jfl!IJt(Jjのは打痕は平
JII.

砂 宕 10.3 8.:3 5.0 7JO を
なすほどに使川される。また

．

）
）
 “
 

E-7: l 

表如(1iのそれは1111みをなすほ
どに

使）Ii, 衣災1fliは.tJものある恥川iを

なす

約ご分のーを欠く "1:・1 F'j殊？を使

川 上下端，両側面．表裏面
中央

;~-, ぷこ敲打痕を打す。」:l'端および

輝石安!11';;- 11.5 19.,1) 1
.9 (680) pl,jjf!IJ1(1jの敲打痕は

平J-il1fliをなすほ

どに使mされるが，表裏rbiのそれ

は軽微。表裏面は，艶のある
磨ilii

をなす

“ 3 E-9: I 

)'/みのある長ff1日形状の礫の約半

欠した素材を使用。上端，両
側面

および表面中央部に敲打痕を
有す

上端および両側禎iの敲打痕は平J且

石英片岩 7. 0 8. 6 6. 5 590 ff1
iをなすほどに使用されるが，

表

tUiのそれは比較的軽微。表裏
tfliと

下部の折柑部は廂面をなすが
，索

材の特質からか．ザラザラし
てい

る。
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第371叉11 E-3: 1U a 

本来の蹂形態は不明。令I古］および
表裏1oiに敲打痕を-ffす。周緑部の
敲-1・1狼は平坦l1fliをなすほどに使用砂 岩 8.8 9.0 5.75 720 されるが，表裏面のそれは軽微。
よ裏lfliは炉渾Iiをなすが，イj}火分が
付滸してし、るため，斃をなすまで
には至っていない。

ヶ 2 B-4:fi 

約三分のーを欠担。両恨ljj(1jと表衷
Tf11、下端部に敲打痕を1-1・す。両側
ri1iのt.:;x打痕は平Ji国をなすほどに凝l火角砂

(10.6) 8.0 4 .65 (570) 
使用されるが．表裏IWおよび下端岩 （？） 
部のそれは比較的軽微。表裂面iは
磨面をなすが，全体的に面が荒れ
てアバタ状をなすため，さほど滑
らかではない。

第19表磨石兼敲石TI類観察表
挿I又1番号グリソド ：l•;'i位 石 質 長さ l~i,\ )'/. さ重批 観 察 事 瑣

第37図3 C-6: ll 輝緑岩 13.4 8.65 4.9 

比較的偏平な楕円礫を使川。両側
面，上下端，表而に敲打痕を布す。
表l面の敲打痕は，比較的軽微であ

990 
るが，両側面および上下端はlfiiを
なすほどに使用。とりわけ，両側
而は弧状をなしてl"Iむほどに使用
頻度の邸さが窺える。表裏面は，
艶のある崩面をなす。

l1 4 B-11:lb 石

岩

閃

[111

ffJ
安

9.25 6.6 3.2 

偏平な桁円礫を使用。両側面に敲
打痕を有す。両而とも 1；瓜状をなし

310 
て凹むほどに使用頻度の翡さが窺
えるが，とりわけ，左側は顕苔。
表裏而は料面をなすが，素材の特
質からかザラザラしている。
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第20表 炉i石兼敲石UI類観察表

挿1叉1番号 グリ ッド： 1:1位 石 1't 長さ 輻 I'/さ 爪姑 観 ,. 努. 事 項

比較的小さめの1リ礫を使用。上 lマ

端，両側面．表表面に維打痕をイi

す。上下端，左側面および裏而の

第38図l こー3:llla 
角閃イi

6.6 5.8 3.8 230 
敲打痕は比較的軽微であるが，右

安 III府 側lfliおよび表1i1iのそれは， llllをな

して広がる。とりわけ．表而のそ

れは明瞭な凹みを呈す。表裏面は

磨1(1iをなす。

彫みのある桁円礫を使川。上下端

および両側面に敲打痕をイiす。下

2 D-5:111 b 14. l l 1.4 6.6 160 
端部の敲打1Iiは軽微であるが，他

,, ／／ 

の部分のそれは面をなすほどに使

m。表裏面は會令lfliとも滑らかな
血を＇せし .fものある）丼,niをなす。

比較的)'/みのある杭Iリ礫を使用。

上下端，両側rf1iおよび表災面に淑

ケ 3 E-: 111 a 砂 イ'"1 13.3 9.9 6.0 ]]75 打痕をイiすが，いずれも比較的哨予

微。表災面は．全面とも滑らかな

而を＇仕し ．艶のある磨lfliをなす。

小型の桁円裸を使用。J-.端，両側

l虹， iむ＆面に敲打痕を打するが．

4 B-5:111 角閃石 7.0 5.8 4.0 210 
右側lfliのみが平J-11面をなすほどに

,, 
使用されているものの，他部はい

ずれも比較的軽微。表裏tfliは．全

面とも滑らかな1t1}を呈す。

原みのある長楕円形状の礫を使用。

上下端．両側1(1i,表裏而に敲打痕

を有す。表裏lfliおよび上 F端の敲

打痕は比較的軽微であるが．両側

第391又11 E-5:111 a 
砂 石'" 

15.0 8.4 7.0 ]400 
面のそれは， ffriをなすほどに広が

安 ILL岩 る。とりわけ．左側面のそれは顕

著で凹みをなすほどに使J.11頻度が

高かったことが窺える。表裂面は

磨1Iriをなすが素材の特質からガ

滑らかを呈するほどではない。

断面形が略半月状をなす小型の桁

円裸を使用。上下端，両側而およ

，， 2 B-5: I b 角閃石 8.8 6. I 5.0 390 び表面に敲打痕を有すが．いずれ

も軽微。表裏rmは，磨面をなすが
滑らかを呈するほどではない。
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駆みのあるill紅D字、1犬の比較的大型

の礫を使用。上下端，両側面に敲

打痕を有すが．辿続したi貨れはな

3 表採
角閃石

14.7 12.3 7.8 2150 
さず．部分的である。これらの中ケ

安 111岩 でも左側下部と右側面は"iriiをなす

ほどに使用されるが，他部は軽微

表裏面は滑らかな面を呈し，艶の

ある磨面をなす。

比較的厚みのある小邸のj.lj媒を使

用。上下端，両側面部に敲打痕を

有すが，いずれも強い打幣による
ケ 4 C-6皿 角閃石 5.95 5.9 3.6 190 ヒンジ ・フラクチャー様の剥離痕

ひん岩 をなすほど，連続した潰れが面を

なして見られる。表裏面は滑らか

な面を呈し，艶のある磨面をなす

厨みのある小型の楕1リ礫を使用。

上下端，両側面，に敲打痕を有す

第401図1 E-5:ill a 輝緑岩 6.6 4.3 3.6 150 
上下端の敲打痕は面をなすほどに

使用されるが，両側面のそれは軽

微。表裏j(jjおよび側面の一部の平

担面は， J吾面をなす。

下方が右側に若干くねった原みの

ある長楕円形状の礫を使用。下方

からの強い打繋による大きな糸lj離

角閃石 が表面の約半分ほどに広がる。裏

2 c-11'I 
安LII岩？

14.3 8.45 6.1 1100 面i,左側面，下端部に敲打痕を有‘ 浴岩での す。裏面の敲打痕は比較的軽微で

焼け石？ あるが．他部のそれは而をなすほ

どに広がる。表裏面は，磨面をな

すが滑らかをなすまでには至って

いなし'o

原みのある略楕円形状の礫を使用

表面の三カ所ほどに糸1j落痕が見ら

れる。上下端，右側面に敲打痕を

有すが，上下端のそれは軽微であ
,, 3 C-8: II ，，， 17.65 12.2 5.2 1670 るが，右側面のそれは連続した潰

れが広がる。表裏面は，磨面をな

すが，裏面のそれは比較的滑らか

を呈すが，表面のそれはそれほど

ではない。
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第38図 應伝兼敲石川類鶏I]図 ・1
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5. クガニイシ （第41図，図版36・上）

1点のみ得られている。その形態が特徴的で，平面形が略半月状をなし，断面形は「みかん

白木原1978に類似するものと思われ割れ状」を呈す定形化した石器である。名称については，

それを採用した。使用面は「みかん」の外側部分にあたる箇所で，たので， 上辺の細くなった

部分を握り部としているようである。

標品は， ほぼ半欠した欠損品である。形態からして， 白木）京氏分類の 「B類」に屈する。全

面に軽微な蔽打痕を残すとともに，表面のニカ所ほどに強い打蚊による象lj落がみられる。下辺

部の使用面と上辺の細くなった部分は，面をなして連続した潰れが広がる。また，表裏面には

軽い）侶面が見られることから，当該面は岩石としての機能をも有していたようである。

高さ12.2cm,残存幅10.5cm,厚さ7.4cm, 残存重量1,610gを測る。
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第41図 クガニイシ実測図

第3節 石製品 （第42図， 図版36・下）

1点のみの出土である。粘板岩を厚さ0.5cm

に薄く整形し， 一部を鋸歯状に加工したもので

ある。表裏面とも研磨によって仕上げるが，

部に整形時の剥離および切裁痕を残す。

残存長5.0cm, 最大幅2.8cm,

残存重量10gを測る。

最大厚0.5cm,
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第 4節貝製品

貝認始は、総数326点が得られている。出土状況は．そのほとんどが包含I蜀よりの出土であ

る。これらは，大別して装飾品と実用品に分けられる。

装飾品には．丸王や日王の玉類，ヤコウガイ製飾，貝輪などがあり，実用品には鏃，スイジ

ガイ製利器，螺器製品，庖丁様製品，ヤコウガイ製杓子状製品，ホラガイ製品，貝rm.貝製漁

網錘，フデガイ科製品，イモガイ科製品がある。

この他に．器種あるいは用途不明なものが5点含まれる。

第21表 具製品組）成表
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第21表は，出土貝製品の器種を層位別に見てみたものである。なお，点数については，明ら

かに同一個体とみなされるもの以外は，完形品も欠損品も 1点とみなして算出 した。
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1 . 玉類

丸玉と臼王がある。

a. 丸玉 （第4:3図図版37・上）

小型のイモガイ科Conidaeとマガキガイ Cmiomurcxluchuanus (LINNii)を素材にした径1.3~

1. 4cm前後の玉である。計10点の出土がある。

1 ~ 9が小型のイモガイ科製で， 10がマガキガイ製である。これらは，研庖部以外の部分が

水店を受けていることからより，波に洗われて中空になったり，あるいは殻頂部が抜けて孔の

あいた螺頭部などが海岸に打ち上げられているものを採集し，利用しているようである。加丁．

は， 10のように，固縁部を砥磨したものもあるが，そのはとんどが殻頂部の抜けた孔の外面の

みを砥磨しただけである。

l I I 

(®~( ⑮-旦 ＠誓 国炉 攣—;
3 ~ 

I 
I 1 I 2 4 5 

<®-~ 
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《`
I 

7\\~ ＠ミ，、＼＼ー 尼冤 ~-;-® I 6 17 8 

① -'~ 
゜

3cm 10 

I I ， 
第43図 丸玉実測図

第22表 丸玉観察表

挿I叉1番号 グリッド：I普位 縦径 横径 重鼠 観 察 事 項

殻頂部と周縁部の大半を砥磨。殻頂部は平坦而を
第431区11 E-5皿a 1.0 ].0 0.5 なすはどに，周縁部は素材の形状を失うほど入念

に研暦。

骰頂部のみを砥JJJ}。入念な砥磨により半廿1に仕上
，， 2 F-5 Illa 1.0 1.01 0.65 げる。殻底部は，整形時の打ち欠き状態のままで

あみ。
，， 3 D-11: I 1.4 1.25 0.95 殻頂部のみを砥暦。他部は採媒時のままである。

,, 4 E-4JV 1.15 1.01 0.45 
殻頂部とかすかに周縁部に磨面がみられる。殻底

部は，採媒時のままである。

ケ 5 F-5冊a 1.0 1.0 0.5 
殻頂部に弱い磨而がみられるのみである。他部は

採狛時のままである。
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,, 6 F-6: l a 1.0 0.9 0.2 
殻lH部に弱い靡1111がみられるのみである。他部は

採集llかのままである。

ケ 7 B-10: I a 1. 31 I .22 I. 5 
殻Jfi部に弱いlf4/而がみられるのみである。他部は
採集時のままである。

‘’ 8 E-4 ffi l.05 1 .01 0.6 
殻頂部に弱い崩而がみられるのみである。他部は

採集時のままである。

4ヽ ， E-4 In 1. 18 I. 15 0.7 
殻Tf4部に弱い｝合而がみられるのみである。他部は
採集IIかのままである。

ケ 10 E-8 l 2.25 2.35 6.8 
殻fl'.!部は比較的fJHをなすほどfiJ.U藉してしヽ るもの
の，他部は採集II¥:のままである。

b. 臼玉 （第44図、図版37・下）

マダライモガイ Virroconllsebraeus (L1NN1: ●：）などの小型のイモガイ科 Conidaeの具の殻底部，

螺頭部，側面部分を人念な砥磨によって加丁，し 0.3- 1 cm 前後の原さの日状に仕上げた玉

である。

計11点が得られているが，うち 3点は製作途上の未製品である。
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第44図 臼王実測図

第23表臼玉観祭表

挿I及1番号 グリ ッド：J,;1位縦径 横径 原さ 重姑 観

④-旦—◎
41 

®~~~~ 

文
．`序

8
 

~-0一四
I 11 

•• 
,
 

,I
 

．
↑
 
ー・

第44lill c-6: []J 1.05 1.1 0.3 0.5 

殻底部は平坦而を呈するものの，螺頭部は

平坦をなさず，斜位に仕上げている。側面

の一部が剥離。側而部には，オヽ鮮明ながら

残された斑紋から、マダライモかと椎する。
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第4Ni 貝製晶

，，， 2 B-4.1 0.95 1 .05 0.25 0.4 
全1本として，はほ均ーな原みに什上げてい

る 。 t~IJ而部も入念に砥磨。

殻底部は平廿I・をを呈するものの，螺頭部は
ク 3 D-4:llJa 1. 5 1. 5 0.3 0.6 斗牡Hをなさず，斜位に仕上げているため．

厚さがィ＜均ー。 側而部も入念に砥靡。

他に比して．大型の素材を使用。全体とし
，， 4 F-5:lll a l. 3 1.26 0.5 l.2 て，はぽ均ーな原みに仕上げている。側而

部も人念に研｝森。

，， 5 B-6:III 0.98 0.98 0.4 0.5 
仝体として，ほぽ均ーな原みに仕上げてい

る。側面部も人念に研暦。

殻底部は平坦をを呈するものの，螺頭部は

ケ 6 8-5:[J] 0.9 0.9 0.4 0.4 
平坦をなさず，斜位に仕上げているため，

厚さが不均ー。側而部は，かなりの人念な

研磨を施したがために．器壁を減じる。

殻底部は平JU.をを呈するものの，螺頭部は

平坦をなさず．斜位に仕上げているため，

，， 7 F-5:l 0.7 0.85 0.3 0.3 
厚さが;;i,均ー。 側面部は，かなりの人念な

研麻を施したがために，器壁を滅じるとと

もに，上而観が円形をなさず，緩やかな隅

丸）j形状を呈す。

殻底部は人念な研）語によって半坦に仕上げ

ているが，螺頭部は整形したのみで，研磨

ク 8 c-9: Il 1.1 1.1 0.3 0.8 
工程を行っていない。側縁部の素材のまま

のようである。素材そのものがかなりの風

化を受けていることより死貝を使用してい

るようであるc

未製品。殻底部は研磨によって平坦に仕上
，， ， B-3:l 1.1 1. 2 0.5 0.9 げているものの，螺頻部は整形後， 一部の

みを研磨しているのみである。

未製品。殻底部はliJf料によって平坦に仕上
,, 10 C-4: I b 1. 2 1. 2 0.78 l.04 げているものの，螺頭部は整形しているの

みで研暦工程は行われていない。

未製品。殻底部は研磨によって平坦に仕上
ク 11 E-3:IIIa 1.48 1.3 2.2 1.08 げているものの，体層部は残している。形

状などからしてマラダイモのようである。

2. ヤコウガイ製垂飾 （第45図1・ 2,図版38・上）

ヤコウガイ Lunaticamarmorcita (LINNfr)を加工し，紐通しのための孔を有すものである。 2

点の出土がある。

- 84-



1 は ， 下辺部を欠失するものの略隅丸）j形状に）~Illー．し，」｀．辺部窃りに径2 .5 -4 mm程の

孔を穿っている。 ）~r「は，粘節部と 1本l化1部の境 H の判別がイ可能なほど人念な研｝せによって仕

上げられている。なお，棟品は二次的に火を受けたらしく，灰褐色を
賃する。残介縦艮3.4 cm, 

残{-f横長4.1cm, 残{{屯虻7.03 gを測る。D-4:ma倍出土。

2は，下端部が尖る略小判形状に加i:し，卜端近くに径3-4 mmの小孔を穿
ったものである。

素材の特質である薄炉iを使川し，右側緑部のみを研｝料しているだけで，他部は撒形時の
ままで

ある。長さ2.2 cm, 1J1,,¥] .1 cm、1Tl兒0.9 gを測る。13-11区 ：I層出土。

3. サッマビナガイ製品 （第451叉15.阪IW:i.38・上）

水崩を受けて殻頂部の抜けたマクラガイ科のサッマビナガイ Olii•a (Neocyl ind n1s) 

a11mtlata (G,,1rn1N)の1'1iJ'溝（水約蒟）のみをlil碕したものである。椋品は
，現状では未製品であ

るが，具志川村泊水貝塚例 （盛本編1989)では，殻頂部をも砥窮し，体榜
部に沈線文や凹線文

刺突文などの陰刻による文様を施文し，畢飾とするものである。殻
高3.15cm,殻輻1.78cm, 

重虻7.75 g である 。 p -.1 :lJ,,、•1,'I', 土。

、I. f I , , 4 

， ＇ 
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• I 
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I 

2 ~ 芦戸

信
゜

3cm ◎ 'V~ り I I 
I 

s@ 
I 

虹》忍砂
4 3 

第45図 ヤコウガイ製垂飾(1・2)' タカラガイ科製品(3・4). サッマビナガ
イ製i111i(5)~ 測図

4 . タカラガイ科製品 （第45図3・4, 図版38・上）

水磨を受けたタカラガイ科のフジダカキイロダカラガイ J¥1.m. monetoid
es (RED,¥LEの背面部

を除去し，それによって生じた孔周縁部を研店したものである。計
2、点の出土がある。
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第24表 タカラガイ科製品観祭表

挿図番号 グリッド ：培位 殻長 殻幅 煎i1!: 観 察 事 瑣,)、

第45I叉13 c-9: I 1.6 1 . 2 0.75 
1r而部のみだけではなく，殻軸部まで除去。1し周
緑部は，入念な研磨によって仕上げる。

，， 4 E-5: UI 2. l 1.5 1. 8 
-1r而部を打ち欠くものの， 1に比して，その範llfl
が狭い。｛し桔l条ぷ部は人念な研除によってイI:上げる。

5 . 貝輪 （第46~48図， 図版38・下~40)

索材として使用されてし、る具には，オオッタノハガイ Pe11e{>atellaoptima (PILSflRY)'イモガ
イ科 Conidaeの仲I甘］， ゴホウラ Tricomislalissimus (LINNE) . サラサノゞ テイ Tect1ismaxim1ts 
(PIIII.IPPI), ウミギクガイ科Spondylidaeの仲11¥J, クロチョウガイ Pinetadamagaritifera (L1NN1':) 
のが6種以上が含まれている。

a. オオッタノハガイ製 （第46図1-3, l'J..I版39・—卜.）

素材のオオッタノハガイの背而部を打欠によって除去した後，器表面あるいは孔唇，および

その周辺を研岩仕上げしているものである。 ➔Lの平面形は ， 倒卵形もしくは桁円形状をなす。
計 3点が得られているが，いずれも破捐品である。加-丁は，器表面の孔周緑は比較的研｝店が
ゆきとどいているものの，縁辺部にいくにしたがって素材特有の放射筋 （従肋）を残すものが

多く ，研｝砦された部分と残された部分が茶褐色と白色の縞状をなし，そのコン トラス トは美廊

である。なお，内面は素材のままである。

第25表 オオッタノハガイ製貝輪観察表

孔径挿I叉1番号グリッド ：陪位縦長横長 煎・!11:縦長横長 観 ｛ぷハん
'
事 項

第46柊I1 D-7: 皿 7.5 5.9 -

完成品。 約二分の一の残イ,,~。 器表而下部
に製作時の打欠痕を残し，完全に消しき

(10) っていないため， i亥部は他部に比して若
干鍔幅を減じている。器表面，孔唇を人
念な研磨によって仕上げている。

,, 2 c-11: I (5) 

完成品。約四分の一の残イf。下方左窃り
の鱗片状突起を完全に梢しきっていない
器表面，孔唇を入念な研磨によって仕上
げている。

,, 3 E-3: ID a (2. 7) 
完成品。細片森科。器表而，孔唇を人念
な研磨によって仕上げている。
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b. イモガイ科製 （第461'1-l4, 図版38・下）

横型の複合使用になるものと思われるタイプの具輪の製作途上の未製品若しくは失敗品が，

1点得られている。棟品は， 素材となったアンボンクロザメガイ?Lithoconus lit teratus (LINNE) 

の螺頭部のもっとも大きい部分を擦 り切 り？によ り輪切りにしたものであるが，

具塚例などからすれば （盛本編1989),

部には結合のための小孔を穿つようである。

椋品は，殻頂部は打欠によ って孔を穿った後，周緑を研磨するが，研磨がいきとどかない部

分が多く 、整形時の象lj翡It痕を各所に残す。側縁部にあたる部分も一方は折捐，

シャープな而を残し，他方は水）紆を受けた面を残したままである。高さ2.8cm, 
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C • ゴホウラ製 （第46図 5・6, 図版38・下）

ゴホウラを素材とした貝輪である。 2点の出土があるが，両者とも素材の背而を使用したも

のである。

第26表 ゴホウラ製貝輪観察表

挿図番号 グリッ ド： 層位 樹長 横長
孔径

縦長横長
直洲 観 察 事 項

第46図5 D-7:] 5. 5 - (16) 

,,, 6 D-9: I 

約二分の一を欠く。高さがあり，断而形が
ハ字状をなす。1伯定復元器形が略円形状を
なし，孔も整った『］形状を呈する。鍔輻は
il!I]部に比して下部が広く， 一定しない。原
さは， 3 mm前後と比較的薄手である。内
而は素材のままであるが，外面および桔l縁
部は入念な研靡によって丁寧に仕上げられ
ている。

細片資料。その形状などについては，判然

(4 ,55) としない。内面は素材のままであるが外面
および周縁部は入念な研磨によって丁布に
仕上げられている

d. サラサバテイ製 （第47図，閃版39)

サラサバテイの体層部を半環状に仕上げた複合使用の貝輪である。いずれも，打ち欠きによ

り，螺層の縫合に対して平行にとったものである。4点の完成品と， 1点の未製品が得られて

いる。全休的な形状としては，半環状を呈 した先端部に紐通しのための小孔 （径4mm), 若し

くは緊縛のためのノ ッチを入れ，断面が略L字状をなす。先端部の仕上げには若+のバリエー

ションがみられ，丸，尖状，平坦をなす。なお， 3点の完成品のうち，第47図 1と2は， E-

7区 ：ID a層より出土したものであるが，両者は原色図版ニ ・上で示すように重なり合って出

土していること より，おそらく 一対のものであったであろう。

第27表 サラサバテイ製貝輪観察表

挿I叉1番号 グリッド：培位 長さ 幅 高さ 重屈 観 察 事 項

第47図l E-7: I] a (10.5) (1.05) l. 7 (32) 

,, 2 E-7:ITI a 10.3 1.6 1.2 40 

完成品。上端部を欠く。下端部表面には紐lt
通しのための小孔 （径4mm)を，裏面に
は累綽のためのノ ッチを有す。先端部は，
平捐に仕上げる。一部に整形H寺の打欠痕を
残すものの，孔唇および先端部は人念な研
磨によって丁寧に仕上げる。

完成品。完形品。上下端部に緊縛のための
ノッチを有す。先端部は，平坦に仕上げる。
一郁に孔整形時のオJ欠痕を残すのもの，孔
唇および先蟷部は人念な研磨によって丁寧
に什上げる。

ヶ 3 D-6: III 6.6 0.9 1.2 10 

完成品。完形品。先瑞部が尖る。部分(Iりに
整形時の打欠痕を残す部分もあるが，全体
的に研麿が行きとどく。器表面の約半分は，
稜柱層が象I]落し，真珠層が露呈。
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完成品。端部のみの欠損品。端部は尖り

4 C-13: ・1 5.9 1.05 1.15 l l 
その付け根部に緊魚ljのためのノッチを1i,, 
す。孔唇および先端部を入念な研原によ

って丁宗に什上げる。

未製品3 先端部は）L〈仕上げている。殻

11 5 F-4 l l. 5 I. 7 底部l!!IJをはじめ，各所に整形時の打欠痕

を残す。

り 戸

ふ

，
 

ご 防；`

゜

3
 

Senヽ

5
 

第47図 具輪尖測図・ 2 (サラサバテイ製）
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e. ウミギクガイ科製 （第48枚11-6, 図版40)

ウミギクガイ科の中央部に孔を穿ったものである。孔の位憧や大きさ，あるいは加工状況か

らして，本節13.で報告する貝製i魚網錘とは明らかに区別されるものである 。 計 6 、［・I~~が得られ

ているがうち4点は整形時の粗孔段階の未製品であり， 研磨仕上げが行われているのは2点

のみである。

第28表 ウミギクガイ科製貝輪観察表

孔 径挿収1番号グリッ ド：枢i位縦長横長 重泣：
縦長横長 観 容"ヽ .,.

 

f
 
、--i 項

第48図l B-5: Il 6.1 6.1 3.6 3.4 (15) 

完成品。約四分の一を欠く。孔形は屎状
を呈し鍔輻はl.3-l.6cmと幅広い。イL倅
および器表面とも人念な研磨によって丁
寧にイl上げる。

,, 2 E-5:Ill a 
完成品。約四分の一の残イj:。腹縁部に整

(10.8) 形時の糸lj離痕を残すものの，器表而およ
び孔辱とも人念な研l岩1こよって什上げる

,, 3 D-4: II 
未製品。完形品。水）経を受けたものを使

6.9 5.9 4.5 4.4 18 用。孔唇部に研l語を施すが，十分に行っ
ておらず，各所に穿孔時の打欠痕を残す。

,, 4 B-6:ill 
未製品。約三分の一を欠く。イし唇は穿礼

7.0 - 5.0 - (20) 時の打欠器表而は素材のままで，磨而は
みられない。

,, 5 D-11: I 
未製品。約三分の一の残存。-fl唇は穿孔

(10) 時の打欠器表面は素材のままで，麻而は
られない。

❖ 6 B-5冊 (5. 5) 

未製品。約三分の一の残｛和 孔唇は穿礼
時のままであるが器表面の放射肋部分に

若干の研磨痕？かと思われる部分が観察

されるが判然としない。

f . クロチョウガイ製 （第48図7' 図版40)

細片査料のうえ，管見の限り，当該素材製の出土例を開かないため，素材からして貝輪に含

めて良いかということについて疑間が残るが，形態から判断し，貝輪として扱った。

残存脊料の部位は，素材のちょうつがい部近くのようである。比較的鍔幅が小さく，約8~

10mmほどしかない。残存資料からする限り，かなり孔経の大きな貝輪になるよ うである。入

念な研磨により，丁寧に仕上げている。E-5:Illa層出土。
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6. 鏃 （第49図，

そのほとんどが，

図版41・上）

ウグ‘イスガイ科のクロチョウガイ Pinctculamargaritijera (LI N N I•:) の腹縁部

を利用したものであるが， 3・10・11のみは異なり， チョウセンサザエ Marmarostomaargyrnm 

(F1sc11rn)か， ヤコウガイ Lunaticamarmorata (LINN!~) などのリュウテンサザ工科の仲間の真珠

培を有す貝種のようである。全体的な形状は， 二等辺三角形および三角形状をなし， 中央部に

-➔Lを穿ったものである 。 左右対称形をなすものがほとんどであるが，

線状をなし，他の側面は略弧伏をなす非対象形のものもある。

これらは，基部の形状の相進から二大別される。

10のように一側而は直

I類一基部の形状が平坦をなす，所諧平基式のものである。計 4点が得られている

図1~ 5)。
（第49

II類一基部の形状は平坦をなさず，
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ほぼ素材の原形のままにし，

仕上げているものである。計7点が得られている
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□ ~Id 
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第49図

第29表

‘̂,0 

ー
，
＂
ー

1
4
1
,
8

八こ

12 

絣蛉起視IJ図

鏃観察表

略弧状あるいは不定形に

（節49図6~ 10・13)。
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挿図番号 グリッド ：培位 高さ -LIIJj 
原さ 重巌 観 ．又・ヽ芳 事 瑣

第49図 l E-5:IIla 4.3 1.4 l. 5 1.02 

わずかに基部左端を欠くのみで，ほぼ完形。

表襄面とも研磨によって仕上げるとともに，

先端部，側縁部，碁部は表裏而から斜位に仕

上げており，シャープ。裏面の孔周辺には，

穿孔時の痕跡を残す。
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先端を欠失。 両側面とも ft~線状をなさず，整
形間の象IJ離痕を残し，鋸歯料しくはノッチ状

，， 2 E-6:[l]a (l . 65) l. 1 1.0 (0.3) を呈しているが，これが窓図的なものか，否

か， ということについては入明。裏而の孔周

辺には，穿孔時の痕跡を残す。

先端部を欠失。比較的整った形態をなす。表

3 D-8・Ill a (1.5) 1. 5 0.3 
而の右側縁部と某部右半分に，整形時の象lj離

,, 
(0. 6) 痕を，裏面の孔周辺には，穿孔時の痕跡を残

す。

孔の部分よ り横折れにより身部上部を欠失。

“ 4 r-5・IIJ a (1 . 3) J .26 0.5 (1 . 2) 表而は，入念な研岸により仕上げる。jJ!IJ縁部
は斜位に）mTo 

，， 5 B-6冊 (0. 98) 0.98 0.4 
(0. 5) 研磨,_,＿丁程を施していない，整形しただけの未

OJ'.缶I<Jnno 

完形品。表而は人念な11Jf! 語によって丁寧に什

,, 6 B-5・ffl 0.9 0.9 0.4 0.4 上げているものの，裂面は素材のままである

側緑部は斜位に加To

完形品。整形後，両側而部を研磨しているの

ケ 7 F-5: I 0.7 0.85 0.3 0.3 
みであるが，研磨T程が弱いため，各所に象I]

離痕を残す。また，裏而の孔周辺には穿孔II与

の痕跡を残す。

先端部と基部中央付近を欠失。整形後，両側

ケ 8 c-9・11 (1 . 1) J. l 0.3 (0 .8) 而部を研底しているのみであるが，入念な研

磨を施していないため，各所に象lj離痕を残す

先端部を欠失。表而はかなり象lj浴しており，

ケ ， B-3 I (1.1) 1.2 0.5 (0 9) 研靡））flこlこの有無がj:lj然としないが，裏面は素
' 材のままである。しかし，両側縁部のみは裏

而から斜位に研磨を施す。

先端部を欠失。右側縁は直線状をなすが，方

JO D-4・lb (1. 2) 1. 2 
側縁部はII脩弧状をなし，非対象形。研磨は両

ケ 0.78 (1.04) 側縁部のみで，表裏而は凹凸を呈し，研磨T・

程は施されていない。

基部を欠失。素材からくる制約からか，先端

11 E-3 [I a (1.48) 1.3 2.2 
部が1村湾。裏而先端部と両側緑部は，入念な

,, 
(1.08) 研底によって丁寧に仕上げるが，他部は素材

のままである。

先端部片。裏面先端部と両側縁部は，入念な

,,. 12 E-5: III b (l . 6) l.3 1.0 (0. 2) 1りfI藉によって丁寧に仕上げるが，他部は素材
材のままである。

標品は，先端部を欠いているうえ，形態上か

らしても当該製品に含めるべきかという こと

ケ 13 D-7:lll (3. 5) 4.0 0.3 (0. 9) 
については疑問も残るが，一応含めた。加工

は，周縁部を押圧糸lj離によって成形されたの

みであることから，仮に屈するにしても未製

製品とみるべきかも知れない。
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7. スイジガイ製利器（第50~52図，図版42~43)

スイジガイ Harpagochiagra (LINN!、~) の突起

部の先端部をノミ状，あるいはポイント状に研

ぎ出したものである。計 7点の出土がある。こ

のうち，第52図3は，突起番号6と1の突起部

のみの， 4は6の突起部のみの資料であるが，

他の 5点は体層部をも有する。なお，個々の遺

物観察における突起番号については，上原1981

を基に，殻頂部の左側を始点の 1とし，時計廻

りの方向で便宜的に番号を付 した（第50図参

喜〉
1

5
 
f
 -

6
 

2 

第50図 スイジガイ製利器の突起番号
（上原1981に加箪）

照）。
第30表 スイジガイ製利器観察表

挿12¥1番号 グリッド：層位 殻長 殻幅 煎姑 観 察 事 項

第51柊11 C-11: I a 13.0 8.4 

,,, 2 C-3: ID a 13.2 9.3 

,, 3 D-9:lV 12.8 9.7 

第52図］ B-5:lll 12.3 8.7 

,, 2 B-4:11 11.35 8.2 

突起番号 l・3の先端部をノミ状に研ぎだす。1

の刃縁は，刃こぼれなどはみられず，シャープで

500 あるが， 3は使用による刃こほれをおこし，端部

のみを残す。突起番号2・4は突起付け根部から

5・6は先端部を欠失c

突起番号1・2の先端部をノミ状に研ぎだす。両
者とも刃部作成途上のものかと1化される。すなわ
ち，素材の先端部を折り捨て，その後に刃部の1Jll

630 工工程に入るようであるが，その注上のもののよ

うであふ突起番号6は，素材の原形の状態であ

るが， 3・4・5は先端部を折り取る。腹面部に

2. kmX2.9cmの縦位の杭円形の粗孔を穿つ。

背面部を除去。突起番号6の先蟷部を素材の形状

を生かしながらわずかに研磨し，ビック状に仕上

475 げる。突起番号3は付け根部から，1・2・4・ 

5は付け根に近い部分から欠失。）腹面部に2.5cm
X2.5cmの円形の机孔を穿つ。

突起番号I・2の先端部を研ぎだしている。］は

付け根に近い部分まで折れた箇所にノミ状に1Jl1T

しているが，鋸歯状に刃こほれをおこす。2は，

410 付け根部まで折れた箇所に横位からノミ状に加工

しているが，片而は欠失。突起番号3は中ほどか
ら4-6は先端部を欠失。腹而部に2.2cmX 

3.1cmの縦位の楕円形の粗孔を穿つ。

いずれの突起も先端がi賞れ研ぎだした部分はみら
れないが， ー1必当該製品に含めた。しかし，各突

380 起とも類品にみられるような，使用時に折拍した

と推されるシャープさがみられず，平坦な滑而を

呈することを考慮すると，あるいは別の用途に使
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第52図 スイジガイ製利器実測図 ・2
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,, 3 13-6: Ill (115) 

4
 

ん
冒 13-3 l b (17) 

川．あるいは転川された可能性もある。ちなみに

2・4の突起は付け根部から，3・5・6は中は

どから.6は先端から折柑。腹而部には2.3cm X 

2.8cmのイ通正な翡丸力形を惜する。

突起番号5・6のみの脊料である。5は索材の原

形の状態であるが.6の先端部をノ ミ状に/iJfぎだ

している ものの，})緑部は丸みを望し，シャープ

さを欠く。

突起番号6・)のみのft料である。付け根部より折
担。先端部をノミ状に研ぎだしている。})縁には

細かい｝）こほれがみられる。

8. 螺蓋製品 （第53-58図図版44・45)

当該製品は，これまで具斧，!l JJ. ヤコウガイの器製具斧，ヤコウガイ器製スクレイパー，

螺盈製敲打器，螺帝製敲打具などの，祉々な名称，用途が与えられてきた。

それは，器の緑部の簿い方を内側に向けて連続した剥離を施 していることから、ガ器頷と考

える説と ( !~I分 1 973 、新田 1976 .安里1986)、メ］を意識して象lj離したのではなく，細部を敲打器

として使用したために，糸lj離が生じ，その繰り込しで連続した象蒻Itがなされたと考える説 （白

木原1973.弥栄 • 他1985.島 • 他1986,岸本 •他.L986.長野 •他1988.盛本編1989)彎その「l1j方を兼ね

備えるとい っ た説 （三島1982·1988) などがある 。 近年の動向と しては ， 柾—f島の民俗事例な

どから敲打器として考える向きが主流のようである。このようなことを鑑みながら， 当該具塚

の螺盗製品を検討してみたところ．利用素材 （盈）の大きさにバラッキが目立ち，小さいもの

は小製のヤコウガイの盈だけでなく ，伺科のチョウセンサザエの器を利用したものもある。

これらの頚別横幅の平均値をみてみると， I煩 ：5. 7cm、JI煩 ：7.7cm, Ill類 ：7. 9cm. IV類 ：

7.6cm. V類 ：7 .3cmとなる。I類から 川類にかけて大きくなる傾向にあるうえ，lV・V類は原

形を留めないはど象1j翡Itがおよんでいるにもかかわらず．横幅の大きさは，11l類とさほど変わら

ない。

このことは，敲打数が素材の大きさに比例し，素材はl類からlV類にかけて大型化すること

が考えられる。また，素材のサイズのバラッキは，素材不足によるものとは考え られず，むし

ろ，サイズを変える ことによって活用できたのではないかと思われる。 さらに，敲打する部分

（部位）を見た場合，I類にはバラッキがあ り．統一性がないのに対し，II-V類は，その多

くが横軸の端から順次に連続して敲打していっていることが判る。これは，敲打する際の持ち

方に，影響されているものと考える。このような観点に立脚した場合， l類は最初から辿続し

た使用を目的としなかったのかということが疑問として残る。

小型な蓋の象lj離痕をみると．そのほとんどがーないし，二打による剥離で，I類に属するも

のである。中型のものは，II類に屈する （約三分の一を剥離）ものがほとんどである。また，
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小型に関しては，敲打器としては使用するにはあまりにも貧弱すぎることもあ り，打器および

打具としての用途のみでは疑問の残る点もあり，他の用途も検討する余地があろう。

土記してきたことは，以下のように要約される。

1. 素材のサイズには，大 ・中 ・小とバラッキがある。

2. 小 ・中（特に小）は，敵打器として使用するにはあまりに

も貧弱である。（素材不足によるものとは考えがたい。）

3. 大・中は意図的と思えるほど剥離が連続している。
．． 
下
内、,‘

第53図部位名

他の用途については，本貝塚をはじめとして，多くのヤコウガイ製杓子状製品を出土する逍

跡でその素材を取り除いた残滓が出土している。そして，これらの多くが素材を取り除いた残

滓であるにもかかわらず，素材特有の螺旋形状をとどめている。このことは，殻の形を壊すこ

となく．利用部位を取り出したことを物語っている。

そして，これらが敲打により割り取られていることは，殻の状態から判ることから，どのよ

うにすれば，この状態で素材を取り出せるかを追体験してみた。その結果，そのままの状態で

殻の表面から敲打すると，成長線に沿って割れてしまい，意図通りには割れないうえ，内側の

真珠層をも剥離してしまう。しかし，殻の内側に何らかの当て具を充て敲打すると （第54図）．

その部分のみを割ることができ，思い通りの形を取り出すことができた。

以上のことから，当該製品は敲打器（具）としてだけでなく，ヤコウガイ製杓子状製品など

の製作における敲打の際の当て具としての用途としても考慮する

必要があるのではなかろうか？。

なお，これらの分類については具志川村清水貝塚（盛本編1989)

に準拠し，その剥離痕の位置によって，I~V類に分類した。

I類一ほとんどが素材の原形をとどめ，下上端もしくは左右端

に1~ 2回の打撃による剥離痕がみられるものである。

II類一条IJ離痕が周縁の 3分の 1程度におよぶものである。

11J類ーII類よりさらに使用の度合が進行し，上端周縁を残す程

度で，ほとんどの部分に争I]離痕がおよんでいる。 第54図 螺蓋製品の使用想定図

IV類一使用の際の打撃が強かったと思われ，下端部が大きく破損したり，縦割れが生じたり

しているものである。使用面も鋭さを欠き，鈍くなる。形状も楕円形状を呈するなど

原形をとどめていないのも少く ない。

V類ー素材内面の使用痕は. II. ill. N類に属するものであるが，外面にも敲打痕が認めら

れるものである。
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第31表 螺盗製品観察表 ・1

誓！IJ-グI}ッド !•,Yi イ立 長さ 111屈 fft-:,{: 一 分類 観 察 事 」「i
グ ｀

挿図番号

チョウセンサザエの蓋を利用。右柚

E-3 Ill '.2. 7 3 15 I類 軸」ー．段に一打による、'.klJ離痕が認めら 第55図 l
れる。

2 E-11 1 3.6 3.9 20 I類
魚従軋II にかかる部分に一•打による剥離
痕あり。

,, 乙~ 

横軸の左端に一打による剥離痕を認、

3 表採 3.6 3.9 20 I類 める。僅かではあるが、横軸の右端 ク• 3 
にも条IJ離艇を認める。

4 F-6 J 4.2 4.6 35 I類
横軸の布端上部と九端上部に一打ず

つの制離J」足あり。
❖ 4 

5 C-12 T 4.3 4.8 40 ］類
横軸のも端に一打による剥離狼を認

める。
，， 5 

横軸のも端下部より縦軸にかかる部

6 f-4 J 4.7 5. l 50 l類 分に二打による剥離痕が認め られ ,, 7 
る。

7 B-4 I・ 0 4.7 5.2 50 ］類
柚軸の右端に一打による象lj翡!t狼を認
める。

,, 6 

8 C-12 L 4.8 5.6 50 l類
柚軸の右端上部と左端上部に各一打

ずつの象lj離J良が認められる。
// 8 

， F-4 I 6 6.6 90 l類 梢濯lのも端が➔J府I]され縦軸のい!ti]に
ー打による象lj離狼を認める。

ノ／ ， 
10 C-10 l・U 6.2 6.8 100 l類

横軸のも端下部に一打による糸lj離痕
を認める。

/,, 10 

11 D-11 l¥「 7.3 8.2 180 l類
横軸のも端に一打による糸lj離痕が見、
られる。

,, 11 

]2 B-4 J • ll 7.4 8.2 180 ］類
横軸の右端に一打による象IJ離痕を認
める。

ケ ]2 

13 C-9 

゜
7.6 8.6 190 I類

縦軸より左側に一打による剥離狼を

認める。
,, 13 

]4 B-8 ［ 6.6 7 l30 ll類
横軸の布端上部よ り縦刺lの左側まで
象lj離が認められる。

ケ 16 

l5 E-5 1.0 a 7.2 7 .1 105 り類
縦軸の下方布仰lょり方側にかけて連
続した象IJ離が見られる。

❖ 14 

16 E-5 T 6.7 7.5 120 I]類
柚軸の右端下部から左端下部まで象1j

離が及ぶものである。
// 15 

17 C-5 ma 7.7 7.9 200 ]]類
横軸の右端下部よ り縦軸下方の左側

まで連続した象lj離痕を認める。
'l 20 

18 C-7 Illa 6.7 8.] 165 0類
横軸の右端上部より縦軸下方の右側

まで象IJ離が見られる。
ク 17 

19 C-9 ]_ 7.2 8.] 160 I]類
横軸の右端 1、部から縦軸まで剥離が
及ぶものである。

,, 18 

20 B-10 I b 7.9 8.6 200 II煩
横軸の右端下部から縦軸まで糸IJ離が
及ぶものである。

,, 19 

21 D-10 I 4.5 5.1 40 川類
横軸の右端よ り左上部端まで糸lj離が

及んでいる。

22 D-4 ]] 5.3 G 80 ill類
横軸の右端上部より 左端上部まで象lj
離している。

23 F-3 I 5.6 6.3 80 川類
横軸の右端よ り左端下部まで剥離が

見られる。

24 B-4 Ja 5.6 6.3 80 III類
横軸の下部よ りi-r.:i!/)まで剥離が認め
られる。

25 E-8 I 5.9 6.4 85 III類
横軸の右端上部から左端上部まで剥

離が及ぶ。
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第32表 螺盛製品観察表・ 2

鸞閃グリッド 層位 長さ 幅 旗．凰 分類 観 .タ示-,-,< 事 項 挿図番号

26 表採 6 6.6 90 Ill類 横軸の右端上部より左端上部まで染1j
離が及ぶ。

27 D-4 II 7.2 7.2 130 ill類 横軸の右端上部より左端上部まで糸lj
離している。

28 D-3 a 6.9 7.8 J 75 m類 横軸の右端上部より左端下部まで辿 第56図1
続した剥離が見られる。

29 8-11 I b 6.8 7.9 
横軸のも端から1.,:端下部まで条lj離が

135 m類 及ぶ。縦軸の右側は強い衝繋により
破捐している。

横刺lの右端上部より左上部端まで剃
30 E-5 川・a 6.9 8 170 川類 離している。縦軸の左側に敲打によ 第56図3

る沿れが見られるc

31 8-5 lb 7.2 8 170 [l類 横軸の右端から左端上部まで剥離が
及ぶものである。

32 C-12 I 7. J 8 170 川類 横軸の右端から左端下部まで剥離が
及ぶ。

33 D-5 川b 7.1 8.1 170 Ill類 横軸の右端上部より左上部端まで連 第56閲4
続した剥離痕が認められる。

34 E-3 ill a 7.4 8.1 180 IIl類 横軸の右端上部より1.i:上部端まで象lj ,, 6 離している。

35 D-12 I 7.1 8.1 165 川類 柚軸の右端下部から左端上部まで象lj ,, 2 離が及ぶものである。

36 C-13 I 7.6 8.2 170 Ill類 横軸の右端上料Iはより左上部端まで糸I]
離が及んでいる。

37 D-10 I 7.6 
横軸の右端から縦軸下部までと横

8.3 ]80 m類 軸の左端上部に糸lj離痕が認められ
る。

:38 F-9 la 7.3 8.3 185 m頬 横軸の右端から左端下部まで剥離が
及ぶ。

39 D-12 I 7.3 8.3 180 llJ類 横軸の右端下部より左下部端まで糸1J 第56図8
離が及んでいる。

40 E-3 1 7.8 8.3 180 lli類 横軸の右上端から左端下部まで象IJ離
が及んでいる。

41 C-6 V 7.2 8.4 
横前11の右端、やや上部より左端下部

190 IIl類 まで連続した象I]離痕が認められ柚軸 第56図12
の右端に敲打痕が認められる。

42 D-5 川a 7.7 8.5 200 旧類 横軸の右端上部より縦軸下方の左側 ,, ， 
まで連続した剥離が認められる。

43 C-6 II 7.5 8.5 200 ID類 横軸の右端上部より左端下部まで連 ，，，， 10 続した剥離が見られる。

44 表採 7.5 8.5 180 川類 横軸の右端より左端上部まで糸I]離が ケ 5 及ぶ。

45 B-6 ill 7.8 8.6 
横軸の右上部より縦軸下方左側まで

200 M類 剥離が見られ、特に縦軸右側に強い ，， 16 
衝撃による破損が見られる。

46 F-4 I 7.4 8.6 200 m類 横軸の右端から左端まで糸lj離が及ぶ ，，， 7 ものである。

47 C-3 I 8.1 8.7 230 m類 横軸の右端から左端上部まで：((ij離が
及ぶものである。

48 
横軸の右端より左端下部まで剥離し

C-8 lV 8.3 8.9 180 m類 ている。特に縦軸の右側に強い打撃 第56図13
による剥離が見られる。
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第33表螺沿製品観察表 ・3

長さ輻 ,r,;:11: 分ft[ 観 察 ·t~ Jfl 挿1ズ1番号

7. 9 8. 9 220 Ill皮fi
横軸の右端」・.;・：1; より左端 F部ま で連
続した糸IJ離が見られる

第56図14

7. 9 8. 9 200 111類
横軸の右端 1マ部から）1―:端下部まで辿

続した剥離が及ぶものである。

8 8. 9 230 Ill類
横軸の右端から）［端下部まで剥離が

及ぶものである
第56反Ill

8. 2 9 230 lfl類
横軸の右端から）1: 端まで糸lj離が及ぶ
ものである。

8. I 9 . 2 250 Ill ft1 
横軸の右端下部からか端 F祁まで設1j

‘ 離が）必ぶものである，

I a 7 . 2 6 . 1 130 l¥「w．．． 横軸のん端と）1: 端に一
祁糸1j翡しが残る

ものの下半分は（波捐している。

55 B-6 I -1.8 6.3 90 l¥ Mi 
横軸の伍端上部より）~:端上部まで糸IJ
｀ 離が及んでいる

第571文II

・!;'<J'I! , 
沿リ• ク1Jッド 1,,1位

-19 C-5 II 

50 F-3 

51 13-5 lb 

9
I
 

L~ 
D-~ II 

,, 15 

53 B-7 

5,1 E-3 

56 E-10 5.7 6.6 110 

使川の度合いが激しかったのか、上

1¥頚
部のI'/みのある祁分を残して全て象lj
離が及んでいる 原形はとどめず＝

角形を'/_する

r

、
r
J
 

D-3 II 5.1 6.7 80 ］＼れ！
．．，． 柚軸の右端 1・.i''il>から）1: 端 I・.部まで象IJ
離している。

58 D-5 Ill b 5.6 7 110 LV類
横軸のイj端土;'祁よりk端 1-.部まで象lj
離している。

59 D-10 

ヶ 3

横軸の布端 I・部から1.,:端 l沿Iiまで糸lj
5. 2 7 100 I¥矩 離が及び特にドr-分が破相してし、

る。

60 C-1 

第571叉12

lb 6.1 7 100 [¥'ffl 横軸より下方は破捐している

61 C-13 6. l 7. 2 110 

62 B-5 I b 7 .8 7. 3 '160 

63 E-3 II 7. l 7. 5 150 

64 8-5 lb 6 .4 7. 6 160 

横I訓IIのむ端」-.;°'ii¥よりk端上部まで象lj
離が）文んでいる。特に縦軸の左側は

強い11ir・院による破担が激しい。

横軸の右端部より方端 I・.部まで象lj離
が見られる。縦軸の右側は人きく・,りlj
れ原形をとどめていない

描軸の布端」沿Iiから縦哨IIト方まで強
しヽ衝''?:により）＜きく：,li'J ;l L、縦刺lドブj

から k方まで連続した象lj離が見られ
る__!: 

横軸の右端 1-.,¥I¥よりA・：端上m;まで剥
離している。使用の際の衝収が隙

かったのか、 JJ;(If繹をとどめていない。

横軸の右端上部よ り左端上部まで糸lj
離が及んでいる。特に ド半分は破H-i
が激しい。

横軸の両端と縦軸の下部を結ぶ線 I:心
に象lj離が及んでいる。

横軸の右端、 I.:. 打I¥より左端上部まで
連続した糸lj離痕を詔める 下半分は

使用の際の種j•!店が強く、破担してい

る。

面軸から左の横軸まで辿続した象lj離

7 7. 9 130 l¥'類 が見られ縦軸の右開は）ゞきく割れて

]¥'類

J¥'1it'[ 

lV対i

IV類

65 B-3 6. I 7. 6 150 lV類

66 表採 7 7. 7 I 60 lV類

67 B-7 w
 

6.3 7 .8 130 l¥類

68 E-6 ー

第571:xl4 

第57図7

,, 5 

第571叉16

いる。
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第34表 螺盗製品観察表 ・4

閤悶グリッド 1名位 長さ 幅 重.1r1: 分類 観 ~’’';; ‘ 事 Jl3 ~,.-. 挿図番号

69 C-4 ] b 6.8 8 150 N類 横軸の右錨から左端まで判離が及ん 第57図8でいる。特に下半分は破相が激しい。

70 D-11 I 6'.9 8.1 170 IV類 横軸の右沿からカ・：端まで象lj離が及 l1 12 び，特に下半分の破相が激しい。

横軸の右端より左端下部まで糸lj離が
71 D-ll J 6.6 8.2 170 IV類 見られる。 横 •lqlfの下方は大きく割れ ‘’ 

， 
原形をとどめていない。

横軸の右端と 1,~端に象I]離が代かに認
72 F-3 I 5.5 8.2 130 lV類 められるが，横軸より下半分は破捐

している。

73 D-6 ma 6.7 8.3 160 IV類 横軸の右端上部よりIr.端上部まで糸I] 第57図10離し，下部は破損している。

74 B-3 I 5.7 8.3 180 IV類 横軸から下半分が大きく割れてい
る。

横軸の右沿上部より左端上部まで象I]
75 D-4 川a 7.4 8.5 180 IV類 離している。縦軸より左は強い衝蚊

により破拍している。

横軸の右端より左端まで糸IJ離が及
76 D-5 川b 6.6 8.6 180 N類 び，特に下半分は強い衝漿により破 第57図l1

捐している。
77 C-9 I 7.3 8.8 200 l¥「類 横軸から下半分が破捐している。

チョウセンサザエの盗を利用。縦軸

78 C-10 I・ll 2.9 3.4 10 V類 を中心に左右に糸lj離を認める。盗の 第58図3外miの歴みのある部分に強い敲打痕
が詔められる。

横11iiilの右端」噂ISより左瑞上部まで象IJ
離が及んでいる。特に右端下部と左

79 C-3 Ia 7.5 7.3 140 V類 端部分は破伯が激しい。盗の外面の ,, 6 
厚みのある部分に敲打痕が認められ
る。

横軸の右端上部より左端上部まで割
80 B-3 r a 5.3 7.5 140 V類 れている。源の外面に敲打痕が認め I/ 5 

られる。

横軸の右端下部から左端上部まで:{,IJ 
81 E-5 I 6.8 7.8 140 V類 離が及ぶものである。薙のI豆みのあ ，，， 4 

る部分に敲打痕を認める。

横刺lの右端上部より左端下部まで辿

82 E-5 I 6.8 7.8 140 V類 続した剥離が見られる。また，節の ,, 7 原みのある部分に敲打痕が認、められ
る。

横軸の右端より左端下部まで剥離し
ており，特に縦軸の右に強い衝眩に

83 D-3 

゜
7.7 8.4 190 V類 よる割れが生じている。盗の原みの ,, 1 

ある部分と外面とに敲打痕が認めら
れる。

横軸の右端から縦軸上部の左側 まで
84 E-6 I 7.5 8.5 180 V類 象1j離が及ぶものである。盗の原い部 ,, 2 

分に敲打痕が認められる。
85 D-8 N 小破片のため詳細は不明。
86 C-9 N ，，，， 

87 E-3 皿a ,, 
88 E-3 ID a ，， 
89 C-6 旧 ❖ 
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第35表 螺器製品観祭表 ・5

悶 グリ ッド },,、1位 長さ 幅 濯姑 分類 観 察 事 項 挿同番号

90 E-6 flI a 不明 小破片のため 詳細はオ道月。

91 E-4 Ill a 
,, ❖ 

92 E-4 皿a ，' 
，， 

93 E-6 皿a
，， ，， 

91 E-6 ill a ク

95 8-7 Illa 
,,. ,, 

96 E-7 Illa 
，， ，， 

97 C-G m /,, 
，， 

98 D-5 lflb 
,, ，，， 

99 D-4 川 ケ
,, 

JOO F-6 

゜
み’ /,, 

10] D-3 

゜
❖ 

，， 

102 D-3 ll // 
，，， 

103 C-10 a ❖ /,, 

104 D-3 

゜
,, ,, 

105 D-3 LI ケ ケ

]06 D-3 

＂ 
,, ク

107 D-4 [l 
,, ❖ 

108 13-4 J・ll ~ 
,✓ 

109 13-4 I・Il 
,, ,, 

110 B-4 l . Il 
,, ，，， 

111 E-4 J 
,, ,, 

112 8-4 J ❖ 
，，， 

l 13 D-10 I 
，， l1 

114 F-3 I 
,,. ,, 

115 C-11 L 
,, ,, 

116 C-4 ［ 
，，， ~ 

117 D-10 ］ 
,, ，，， 

118 F-3 ] ，，， ~ 

119 B-3 ] ❖ 
,,. 

120 F-4 J ，， ,, 

121 8-3 l 
，，， ❖ 

122 F-5 ］ 
,, ,,. 

123 8-3 I 
，，， ，，， 

124 B-Jl I 
，， ,, 

125 F-3 1 /,, 
,, 

J 26 E-3 J a ク ケ

]27 C-3 1 ,, ，， 

128 D-8 J b 
,, ❖ 

129 F-4 L // 
,, 

130 F-4 J ケ
，， 

13] 0-6 J ，， ケ

132 E-7 l ❖ ケ

133 C-4 lb 
，， 'l 

134 C-11 l 
，，， 'l 

135 E-3 I ケ
，，， 

136 C-12 I ，，， ，， 

137 E-9 I ，， ケ

138 C-3 1 /,, 
，，， 

139 E-3 I ケ ケ

]40 B-11 I a ケ
,, 

141 E-10 I ❖ ~ 

142 E-8 I /,, ク

143 E-4 1 ，，， ，， 
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第36表 螺盗製品観察表 ・6

鰐
隠
―園＿147-
追
醤
一151-152
-153

一国一函＿璽
置
置
置
鬱
一国一167-
園-169
-
園-171
一泣ー173-174
-175
-176
-177
-項
-179

〗
冒―〗―〗
冒

＿冒
―〗-〗
言
言
冒＿〗
冒―
〗胃―クーク

グ -. 
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>-附
ー

—
ク

長さ 幅 亜餓 分類
-. 
小明
，， 

観 .＊
‘
 

ダ
n

事 項 挿1又1番号

ク
ーク

a

b

 

ヶ

＿I
-ー
＿ク
ーク
ーヶ

一ー
—ク
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-ク

,,, 
ケ

ん・ ク

ク
ーク
❖ 

ヶ
一ク
一ク

ヶ ク

ケ

，，， 
ク
ーク

ヶ
＿ヶ

ん
・

ん
・

ク
一ク

ヶ
＿ヶ

ん

ん
'

ク
ーケ
ーク

❖ ん

❖ ク

，，， 

ケ
ーク

// 
ク
一ク
ん
',,. ク

ーク ク

ク ❖ ク,,. 
ク,, ク

＿ヶ ケ

,,. 
ケ

ク ❖ 
ヶ
＿ク

// ❖ 

ク
・

，， 

ク
・

ク
ーク
ーク
ーク

ク ，，， ヶ

ん
' ❖ ヶ
ん
・ ❖ 

ク
＿ク

,, 
❖ 

ヶ
＿ヶ

ヶ
ヶ

ん
' ,, 

ク
ーク
一ヶ
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第56図 螺蓋製品実測図・ 2 (ID類）
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9. 庖丁様製品 （第59図，図）；1i41・下）

ウグイスガイ科のクロチョウガイ Pinc/ariamargarilifera (LINNE)の

股緑部を砥磨し，附刃 したものである。名称については，拙稿に従っ

た （盛本 ・比嘉1994)。 1点のみ得られている。標品は，刃部のみの

細片で，)j及緑部を砥磨し， 1的j刃していることがわかる他は，判然とし

こ:_ ~
0
1
 

3cm 

J 
ない。残存長l.2 cm, 残存幅2.6cm, 残存重量0.9 gである。D-

4 : Il咽出土。 第59図 庖丁様製品実f]!I」図

10. ヤコウガイ製杓子状製品 （第60-61図．図版46-47・下）

ヤコウガイ Lunatic a mcmnora ta (LINN!'.:)の体脱部を利用して （第60同参照），加工した容器であ

る。箪者は．類品のはとんどが

有柄で杓子の形態に類似するこ

とから，渡辺1985に準拠して杓

-jこ；IRと命名している （盛本編

1989)。従来，この種の製品は「貝

匙」 ・「匙状製品」 ・「匙形加

丁品」 ・「ヒシャク状製容揺」

などと呼称されているが，具志

川村清水貝版 （盛本編1989)な

どでは，それまで報告例の少な

かった砂糖匙様の身部の浅い所

謂 「匙状製品」も得られている

111111 

.. ,. 

第60図 ヤコウガイ各部の名称と杓子状製品の利用部位 （木下19

81に加箪）

ことより，その形態などからして，両者は異なった機能 ・用途を有していたものとの解釈から

である。なお，類似する名称としては，「ヒシャク状」がある （木下1981)。当該製品は，概し

て大型品であることや，研磨が薄磨の真珠層までおよぶものがあることから，剥離したり折損

したりし易く破損品が多い。本貝塚出土品も全形が窺えるのはわずか l点のみで，他はすべて

砕けた破損品であるため，全形については判然としないが，類品からして，上面観が縦長の略

長方形状を呈し，身部は長楕円形状をなして柄部へ向けてくびれていく形状をなすのが一般的

である。柄部は，端部へ向けて広がっていくものと，直若しくは斜位に延びていくものがある

ようである。

加工は，素材から打欠によって切り取った後 （第60図参照），整形し身部の端部や螺肋を中

心に，なかには真珠層に至るまでの入念な研磨によって仕上げているものもある。

柄部の形状や端部のモチーフにかなりのバリエーションがみられる。
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第61図 ヤコウガイ製杓子状製品

第37表 ヤコウガイ製杓子状製品観察表

□□ I I•[ I 
！ 

8 

。
5cm 

挿図番号 グリッド：層位 高さ 幅 深さ 重羅 観 察 事 項

第61図l E-3:lli b 

柄部上端を欠失するが，本貝塚出土品のなか

で唯一全形の窺えるものである。身部は，長

楕形状なす。素材からくる制約からか，身部

に対して柄部が直に延びず，若干傾いた形状

(6.9) 3.4 0.6 (11) をなす。加工は，整形後縁辺部を研磨してい

るものの，さほど丁寧ではなく，各所に整形

時の刺離痕を残す。外面体層部は表皮が象1]が

れ，真珠層を露呈させているため，加工状況

については不明。
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柄部のみの資料。柄娼部上辺を内側へ弧状に

扶るとともに， 右側而も瑞部手前でV字状に

扶りを人れているが，対峠する1「j)!lj而も届l様
，， 2 c-6: 0 (4. 0) な形状をなすかは不明。表裏而は，素材面お

よび本来の加1而が糸ljがれているため，加工

:1犬況については判然としないが，周縁部は研

磨仕上げされている。

柄部のみの資料。柄上辺を左上がりの斜位に

仕上げている。また．端部手前の右側紺寄り

には復元径約 2mmの小孔を穿っている。加工

3 c-4 I (6. 0) 
は比較的丁寧で，外面は表皮が剥がれている

／ノ

箇所もあるが残存部は人念な研届によって

什上げている。また，周緑部も一部に整形時

の剥離痕がみられるが，研磨仕上げされてい

る。

柄部のみの脊料。柄部上辺は緩やかな弧状を

描いて内筍する形状をなす。内而は索材のま

ケ 4 F-3-l (4 .0) 
まであるが，外面は象I)落が著しく，本米の原

みを保っていない。従ってその加工は判然

としないが側縁部をみる限 りにおいては，

比較的丁寧といえよう。

砕片資科。確実に当該製品かということにつ

,, 5 F-3:l (3. 0) いてはー小明。右側縁部に研崩加＿「がみられる

他は，判然としない。

柄部のみの貸料。柄部上辺が中央部付近でLit

形状をなし．右側では斜位に下るものの，左

側ではさらにV字状の形状をなす。標品も 2

'l 6 D-9 I (7. 0) と同様内而は素材のままであるが，外面は

剃落が著し〈，本来の厚みを失っている。そ

のため.11n丁状況は判然としないが．側縁部を

をみる限りにおいては．比較的丁寧といえようc

7 E-4: [I (1.0) 
破片資料。左側縁部に研扁痕がみられるのみ

，， 
で，外面は表皮が象lj落しているため，不明。

柄部？の破片資料。両側縁部に研磨痕がみら

ケ 8 c-11: I a (2. 0) れるのみで，外面は表皮が剥落しているため

不明。

柄部上端部の蔽片資料。上辺中央部付近に略

， c-4 I (1.1) 
V字状の袂りを入れている。加工は，周縁部

，' 

に研磨がみられるのみで．外面は表皮が剥落

しているため不明。

，， 10 D-3冊a
(2 0) 破片資料。左側面部に研磨がみられるのみで，

・ 外面は表皮が象1j落しているため不明。
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第38表 ヤコウガイ製杓子状製品の未製品観察表

挿図番号 グリッド ：層位 高さ 幅 深さ 重娼 観 察 事 項

身部中央部付近から先端部にかけての責

料。身部は比較的浅し＇ 。標品は，）Jn:i: 状

，， 1 D-3: [la (5. 5) 4.4 
態からして精製品に含めるべきものであ

0.3 (ll. 7) ろう。整形後縁辺部を研磨しているが，

さほど丁寧ではなく，各所に整形II寺の象1J

離痕を残す。外面1本層部は，表皮が争恥浴

しているため，加：I. 状況については不明。

柄部から身部中央付近にかけての欠担資
,, 2 E-3: Ola (9. 7) 8.4 U.8 (1] 2) 料・。成形後，周緑部を比較的粗い糸lj離に

よって整形している他は，研磨加：［はみ
られない。

柄部を欠失する身部のみの森料。成形後，

ケ 3 C-5:N (14. 2) 8.7 0.6 (124) 
周縁部を比較的机い剥離によって，整形

しているのみで，螺肋部などは素材のま

まである。

柄部を欠失する身部のみの資料。身部が

ケ 4 f-5: Illa (6. 9) (4. O) 0.9 (20 3) 比較的浅し、食科になるものと思われる。
・ 成形後，右上端部のみに比較的緻密な魚1J

離がみられる他は，素材のままである。

柄部のみの資料。形状は，柄端部にノッ

,, 5 E-5: IT! b (7 .1) (5. 5) 0.4 (27. 9) チ状の扶りを人れるタイプである。成形
後，周縁部を象I]離によ って整形している

他は，素材のままである。

,, 6 c-: 12N (4. 3) (5. 25) 0.4 (16 6) 身部？の破片資料。成形し， 当該製吊の
・ 形状が窺える他は，不明。

柄部から身部中央部にかけての査料。柄
,, 7 E- : 81 (7. 6) (5. 7) 0.5 (40) 部は比較的短い。成形後，柄部のみを比

較的刹11かい剥離によ って整形している他
は，素材のままである。
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第62図 ヤコウガイ製杓＋状未製品夷測図
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11. ホラガイ製品 （第63図圏版47・ 下）

ホラガイ Cahar叩 iatritrnis (LINNE)の体層背面に 1孔が観察される製品である。計 2点が得

られているが，いずれも欠損品である。

これまでに出土および報告されている当該素材製品は，そのほとんどが体層腹面に孔を有す

るもので，背面までおよんでいる類品は僅少である。したがって，両者は同一の用途，機能を

有してはいなかったであろうと推する。そのため，ここでは容器とは称せず， 単に製品と した。

これらの加工は，孔以外には認められない。穿孔は，敲打によって中央部から除々に広げて

いったようである。孔周縁や唇部には，研磨工程はみられず，穿孔時の打欠痕のみがみられる

のみである。

◎
 

10cm 

第63図 ホラガイ製品実測図

第39表 ホラガイ製品観察表

挿図番号 グリッド：層位 殻高 殻径
孔径

縦横
重景 観察事項

第63図l c-6:ill 
欠損品。外唇および水管溝 （前溝）を欠

(18.5) (10.5) 2. 7 2.1 325 く。孔は体陪背面にみられ，その形状は

不正形をなす。

// 2 E-6:Illa (18. 7) 9.8 3.5 3.3 (175) 

欠損品。軸唇および外唇を欠失。軸唇背

面部に不正形を呈した孔を穿つ。孔唇の

打欠痕からする限り，敲打によるものの

ようである。
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12. 貝皿 （姶64~65図，図版48)

素材となった具の原形に軽微な加丁を1)11えるだけで．容器としているものである。

素材となっている貝種としては， シャコガイ科のシャゴウ Hippopushゅpoplls(LINNE), シラ

ナミガイ Triclucna (¥lulgodacna) ma、rima(RODING; ヒレジャコガイ Tridacna(Flodacna) 

squamosa (L\~l ,\RCK) , ヒメジャコガイ Tridac11a(Frodacna) sqiia mos aがある。このうち，シャ

ゴウとシラナミガイが全体の95%と比較的多い。

これらは， 波打ち際などに打ち上

2
 

10 co 

第64図 貝皿実測図 ・1
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2
 

3
 

4
 

10cm 

第65図 貝皿実測図 ・2
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がって水磨を受けた貝を素材として利用したものが多い。このことは，水磨を受けたものを利

用することによって.}JIC「工程のなかで省力化が可能であるからと推される。

カ11.:-「過程としては，素材となる水庖を受けた貝を採集してきて，殻表の鰭片状突起や｝腹緑部

のII歯み合わせの突起部などを除去し，帝1Hかい敲打や軽微な研磨を加え，ルーズな水平の縁に仕

上げている。シャゴウ製の 3点は．意図的なものかということについては検討を要するが把

手状になるよう扶りを人れてあるものもある。

第40表 具JIil観察表

整理番サグリ ッド J,,礼位 貝種 1、/R 邸 潤

D-7 ]¥' シャゴウ L IJ. I 12,8 

出址 各wr,,~ 観察 ・半 J}~ i』ltl番号
.,_ ~ 

4 2 0 ・イi 
腹縁部を剥離し， 1ら(_イI:上げ
ている。

?
]
 
E-4 l¥「 シャゴウ L 12.8 17 630 

股緑部を剥離し，半らに仕上げ
1, 

ている。

3
 

D-4 ma シャゴウ

ヽ D-4 Illa シャゴウ

5
 

D-4 

6
 

D-3 Illa シャゴウ

7
 
D-3 Illa シャゴウ

8
 

D-4 

UI a シャゴウ

ma シャゴウ

R
 

R
 

R
 

し

し

L 

17 .6 28.4 

11.6 14.3 

7. l l O. 6 

12. 9 20. 2 

lO 13. 7 

12. I 17 

1770 

570 

130 

700 

270 

700 

無
)]及縁部を所々 象I]離し，平らに什：
上げている。

股縁部を象I]離した後細かし、1,故
l1 

打を施し平らに什上げている。

股縁祁を象I]離した後，細かい敲
/1 

打を施し半らに什上げている。

股緑部を象I]離しギらに仕上げる
とともに．意識的かは定かでな
いが，JJ及縁部の一部に袂りを人
れ把手のようにしている。

ィ'1． いくらか腹縁部を剥離し，平ら
に仕上げている。

股緑部を象り離し ←＋ら(-イ-I. 上け
l1 

lI 

第6511..13

,, 2 

ている。

，
 

B-4 圃a シャゴウ R
 

19.7 23.7 1820 11 

股縁部を象I]離した後， さらに部
分'(l(Jに品打を施し，平らにttt 
げている所とそうでない所があ
る。

]O B-4 ma シャゴウ R 14 . 9 20 . 6 1 050 

股縁部を象lj離し，さらに細かい
敲打什上げをしている腹柑部の

，， 一部に袂りを入れ把手状にして
いる。

］］ C-4 

12 E-5 

皿a シャゴウ

Ula シャゴウ

R
 

ーヽ

13 

]2.7 

]8.3 

16.5 

670 

710 

l1 

ク

股縁部を糸I]離した後，敲打調悶
を行なっている。 腹縁部の一i~ll
に扶りを入れており、把手とし
て使用したと息われる。

IJ及幸吠部を剥離した後，敲打調整
を行なっている。

第65同1

13 E-5 皿b シャゴウ R l l 14 .4 390 

14 D-3 ill シャゴウ R J 6. 2 24 . 5 1780 

腹縁部を象I]離した後，敲打調整，， 
を行ない平らに仕上げている。

第651~4

股緑部を剥離し平らに什上げて
ヶ

いる。

15 0-3 UJ シャゴウ L 15. 2 22 .4 1050 
股縁部を象lj離した後，敲打調整

ヶ
を行ない平らに什上げている。
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16 B-8 M シャゴウ L 14 .1 23.7 1200 ，， 腹縁部を剥離した後，敲打調整を行な
い平らに仕上げている。

17 C 3 II a シャゴウ L 17.6 23.6 1430 l1 腹縁部を象lj離し平らに仕上げている。

18 C-4 lb シャゴウ L 19.8 
腹縁部を剥離し，足糸湾人部も含めた

23. J 2100 ，， 部分を敲打調製し平らに仕上げてい
るc

19 C-4 lb シャゴウ L 16.7 
腹縁部を剥離し， 足糸湾入部も含めた

24.6 1530 ，， 部分を敲打調整し平らに仕上げてい
る。

20 B-5 lb シャゴウ R 8.7 
かな り水靡を受け，丸みを帯びた貝を

12.8 340 ，， 利用し，股縁部および足糸湾入部を敲
打調整し， 平らに仕上げている。

21 B-11 I シャゴウ R 13.7 21.3 860 ，， 腹縁部を敲打調整し平らに仕上げてい
る。

22 B-9 I シャゴウ L 13 .4 21.1 1060 ,, H笈縁部及び足糸湾人部を剥離した後踏
打調整し，平らに仕上げている。

23 B-5 I シャゴウ R 20.2 19.2 1180 後背縁，腹緑部，足糸湾入部を剥離し
た後敲打調整し，平らに仕上げている。

24 D-4 ID a シラナミ L 1 Z .1 19.9 675 ケ 腹縁部を剥離した後，軽微な底きを加応6図
え平らに仕上げている。 弔 4 4 

25 D-4 ma シラナミ R 7.6 13.2 145 ,, Jj復縁部を剥離した後．軽微な磨きを・IJn
え平らに仕上げている。

,, 2 

26 D-4 illa シラナミ L 9.8 18.4 345 
腹縁部を剥離した後軽微な磨きを加

，， え平らに仕上げている。握手と思、われ
る袂りを有する。

27 D-7 Illa シラナミ L ， 14. 7 165 ,, )j復縁部を剥離した後，軽微な磨きをJJ「l
え平らに仕上げている。

28 D-3 Illa シラナミ L 11. 7 17 410 ，， 腹縁部を軽く象lj離し．平らに什上げて
いる。

29 B-4 rn a シラナミ L 12.7 21.3 1320 ク 腹縁部を糸IJ離した後，軽微な磨きを1Jfl
えている。

30 C-7 [I] a シラナミ L 6.6 9.8 100 ,, シラナミ貝の幼貝を利用， jj及縁部， 噛
み合わせの突起を研磨している。

31 B-7 Ill シラナミ R 12.6 20.2 770 ,, 腹縁部を剥離した後，軽微な磨きを加
えている。

32 D-7 Ul シラナミ R 11.6 15.4 520 ，，， 腹縁部を象1j離した後，軽微な磨きを加
えている。

33 B-8 III シラナミ R 8.8 13.4 230 ,, 腹縁部を剥離した後，軽微な磨きを加 第65図5
わぇている。

34 D-3 皿 シラナミ R 4.6 6.2 
かなり水磨を受けたシラナミ貝の幼貝

30 ,, を利用。背縁部と腹縁部の一部に軽微
な磨きを加えている。

35 C-3 n a シラナミ L 13 20 970 ❖ 
腹縁部を象lj離した後，敲打調整を行な
い平らに仕上げている。

36 C-3 II a シラナミ R 9.3 4.5 230 ヶ 腹縁部，噛み合わせの突起を象lj離した
後，軽微な磨きを加え整えている。

37 C-10 II シラナミ R 6.7 11. 7 100 ク 腹縁部を剥離した後，軽微な磨きを加
え整えている。

38 D-4 ffib シラミナ R 8.3 14.7 180 ,, 腹縁部，噛み合わせの突起を剥離し， 第64図1
軽微な磨きで整えている。

39 B 7 [I ヒレジャコ L 13.1 20.4 620 ,, 腹縁部を剥離し整えている。 ,, 3 
40 F-5 I ヒメジャコ L 5.4 7.3 30 ，， 腹縁部，噛み合わせの突起を象lj離し，

軽微な磨きで整えている。
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13. 貝製漁網錘 （第66-67図，図版49)

二枚貝の殻頂部周辺に粗孔を穿った製品である。穿孔は，そのほとんどが内側から外側に向

けて穿たれている。名称は，拙稿に従った (!,{ii:本1988)。総数27点が得られている。 うち， 24

点が完形品で， 3点は破損品である。

素材となっている具種は， フネガイ科 ：リュウキュウサルボウガイ Anadara antiquata 

(LINN!: ・，）， タマキガイ科：ソメワケグリガイ Clyeymeris(veletuceta) reevei (M、¥YER) , シャコガ

イ科 ：ヒメジャコガイ Tridacna(Flrclacna) squamosa (L1UIARCK)・シラナミガイ Tridacna

(¥/11/godacna) maxima (RODING), ウミギクガイ科Spondylidaeの一種ザルガイ科 ：カワラガイ

Fragun unedo (LiNNIヽu, マルスダレガイ科：ヌノメガイ Perig!yptapuerpera (LINN~:) , シオサザ

ナミ科：リュウキュウマスオガイ ：Asaphis dichotoma (ANTON)の7科 8種がある。その内

訳は， リュウキュウサルボウガイ 5点， ‘ノメワケグリガイ 3点， ヒメジャコ 6点， シラナミ 7

点， ウミギクガイ科の一種 1点，カワラガイ 2点，ヌノメガイ 1点， リュウキュウマスオガイ

2点である。

第41表貝製漁網錘観祭表

整理番号 グリッド榜位

F-101V 

B-6:]V 

C-31¥1 

C-1nla 

B-4肌a

C-6:lll 

8-5冊

C-5:[ll 

B-7:lll 

C-3: □ a 
D-5: fJ 

D-6: fJ 

B-3: I a 

D-4: J a 

B-3: I b 

B-10: I b 

B-3: I 

E-4: I 

F-5: I 

種H" 
L/R 殻長 殻輻 重似

2
-
3
-
4
:
J
-
6
-
7
-
8
-
9
-
1
0
-
ll
-
12
-
13
-
14
-
15
-
16
-
7

言。

一
，

l

l

l

 

メンガイの一種

リュウキュウマスオガイ

ヒメジャコガイ

シラナミガイ

シラナミガイ

リニウキュウサル叔ウガイ

L

-
R

-
L

-
L

-
L

-
R
 

“
-4
一竺
汀
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1
0
-
5
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第66図 貝製漁網錘実測図 ・1
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第67図 貝製漁網錘実測図.2 

20 C-3-I メジャコガイ R 5.6 8.0 30 1.6 2.0 有

21 C-9. l ヒメジャコガイ L 6.5 8.8 50 1.8 2.2 無

22 E-5: I ヒメジャコガイ L 5.2 7.2 40 1.1 1.8 有

23 F-5: I ソメワケグリガイ L 3.2 3.3 10 1.2 1.0 有

24 F-4 I シラナミガイ L 5.2 8.3 30 1.2 1.8 無

25 E-4・I リュウキュウマスオガイ R 5.0 7.5 20 1.1 2.3 無

26 表採 ヒメジャコガイ 5.5 (10) 無

27 F-4: I ヒメジャコガイ L 5.2 (6. 5) (30) 1.3 2.0 無
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14. フデガイ科製品 （第68図，図版50・ 上）

チョウセンフデガイ Mitramitra (LiNNi'.:) 2点と，オニノキバフデガイ Mitra(tiarella) papa・

Lis (LiNNf:) 1点の殻17部寄りの体層部を研窮したものである。研店面を平J廿に仕上げた後，研

磨によって生じたRの縁辺部を軽い打屹によって打ち欠いている。

2
 

3
 

゜
5cm 

第68図 フデガイ科製品実測偲

第42表 フデガイ科製品観察表

挿股1番号 グリッド：/~ 位 殻長 殻幅 重屎 観 、ク'-"-文 事 項

殻頂部と外唇部を欠失。研磨而は殻口部までおよ

第68図1 c-7: I 9.9 3.25 60.4 
ぶ体培部のかな り広範囲にわたって施す。研磨に

よって生じたfLの縁辺部を軽い打繋によって打ち
欠く。

入念な研磨によって，殻口部寄りまで施す。研磨

,, 2 E-5:ill 7.1 2.1 22.3 
によって生じた孔は，不正な長楕円形を呈し，縁

辺部は軽い打繋によって打ち欠く。不鮮明ながら

全体に素材特有の斑紋を残す。

外唇の一部を欠失。1・2に比して磨面が広い。

ケ 3 表採 8.25 2.98 46.5 研磨によって生じた孔は，不正な長楕円形を呈し

縁辺部は軽い打撃によって打ち欠く。
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15. イモガイ科製品 （第69図，閃版50・下）

3点の出土があるが，各々形態が異なるものである。

1は，水磨を受けて螺頭部および殻軸の抜けたニシキミナシガイ D叩 droc01-n1sstria lus 

( LrNN~:) の体層部と，前溝 （水行溝） 部から外唇部を砥店したものである 。 体層部の砥磨は，

殻口背面部のみを行っているが，平坦而をなすほど人念な砥庖を施している。殻長5.5cm, 

殻幅3.25cm,重屈30.2gを測る。 B-7 : ill屈出土。

2は，水）吾を受けたマダライモガイ Virroconuscha/deus (Roo1Nc;)の体層部に打幣により 1孔

を穿って研）告するとともに，水靡によって抜けた殻頂部をも砥／紆している。部分的には不鮮明

ながら，素材特布の斑紋を残す。殻長2.1cm, 殻幅1.8cm, 重菰2.6gを測る。E-3:llla

層出土。

3は，サラサミナシガイモドキ Daucicomisvilulinus (H¥¥',¥SS)の殻口側の螺頭部近くの体層部

から螺頭部にかけて，断而が ll牛状の構j:を彫り ，その先端部に径0.35cmの孔を穿ったもので

ある。穿孔は挟り取って穿ったためか，孔周緑は斜位になっている。殻長3.9cm, 殻幅2.2cm, 

巫姑11.55gを測る。 B-4:fa層出土。

ロ
ロ
ニ
〗
a
2
 ゜

3
 

5cm 

第69図 イモガイ科製品実測図

16. その他の貝製品 （第70図，図版51・ 上）

1は，マガキガイ Conomurexluchanus (L 1 NN~J の螺頭部を打ち欠いただけの未製品である。

打ち欠きの際の打撃が広範囲におよんだがため，螺頭部周辺まで欠けており素材本来の円形が

崩れ，不正形をなす。殻長2.8cm, 残存殻幅2.3cm, 重量9.4gを測る。B-5:JJJ層出土。
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2は，オキニシ Bursadunlieri KIRAの殻口背面の体層部を打ち欠き，その周縁部と殻軸の一部を

研磨した未製品である。殻長3.85cm, 殻幅4.0cm, 重最10.2gを測る。F-3 : J層出土。

3は，ヤコウガイ Lunaticamarmorata (L1NN1Jの体層部を利用して小判形状に仕上げたもの

である。主に周縁部を研磨によって仕上げるが，さほど丁寧ではなく，外面の縁辺部には整形

時の際の象lj離痕を残す。そして，外而体層の表皮はほとんど争ljがれ，下方に一部残すのみであ

る。長さ3.0cm, 幅1.8cm, 重屈1.01gを測る。C-6:Illa層出土。

4は，クロチョウガイ Pinctadamargaritifera (L1NNE)の腹縁部を鏃状に加工 したものである。

全体的な形状が湾曲していることから，一応，鏃からは除外したが，鏃としての可能性が全く

ない訳ではない。全周縁とも押圧剥離によって整形されているが，身部にあたる部分に比して，

茎にあたる部分はさらに細かいピッチで行われている。裏面の一部が制がれているほかは，表

裏面とも素材のままである。長さ4.7 cm, 幅2.5cm, 重罹2.08gを測る。D-7:ID層出土。

5は，具体的な貝種については判然としないが，厚手の二枚貝を利用しているものである。

その形状などからして，本来貝輪であったものの破片を再利用して，刺突具様にしたものであ

る。一部に破損時の折れ面を有する以外は，人念な研磨により仕上げている。長さ3.3cm, 

幅0.98cm,重量2.2gを測る。廃土よりの採集品。
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3
 

2
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第70図 その他の貝製品実測図
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第5節 骨製品 （第71図 図版51・下）

栽縫用ヘラが1点得られている。刃縁の一端に刃こぽれが兄られ

る以外， 欠失はなく完形品である。令体形としては青龍刀形を呈し，

柄部と刃部からなり．柄部には径 3mmの一孔を布している。

柄端部に格形時の判離痕を残す以外，

最大長10.79cm, 

全体として．

i立大幅2.55cm, 最大J,!/0.4cm,

C-11区 ：I陪の落ち込み部よりの出土。

人念な研Jf3に

より1卵に仕上げられており ，均整のとれた形状をなす。

重紐8.7 gを測る。
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第71図 骨製品実測図
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第6節動物遣存体

本具塚から得られた動物造存体には，各文化層およびI層（表土 ・撹乱層）より出土した多
くのものがある。これらには，貝塚を形成する多くの貝類や獣類，魚類のほか，甲殻類や爬虫

類，烏類などが合まれる。

以下に，各々の遺存体の種名リストを示し，その概要を簡述する。

1 . 貝類遺存体

北原貝塚出土の貝類遺存体リスト

軟休動物門 MOLLUSCA 

a .. 淮板網 MONOPLACOPHORA 
I. ミミガイ科 Haliotidae
l -ミミ ガイ Haliolis asinina LINNE 
2. マアナゴ〇vinolisovina (GMELlN) 
2. ッタノハガイ科 Patellidae
3. ヨメガカサガイ Cellanaloreuma (REEVE) 
4. オオベッコウガサガイ

Cellana lestudinaria (LINN匂
3. ユキノカサガイ科, Acmae1dae 
5. リュウキュウウノアシ

Patelloida (Collisellina) saccharina (LINNE) 
6. カモガイ Colliselladorsuosa (Gould) 

b.)J復足網 POLYPLACOPHORA 
1. ニシキウズガイ科 Trochidae
1 ．ニシキウズ Trochusmacitlalus LINNE 
2. ムラサキウズ Trochusstellaris GMELIN 
3. ギンタカハマ Tecluspyramis (BORN) 
4. サラサバテイ
Tecius (Roch・ia) maximus (PIIILIPP!) 
5. ベニシリダカ Tee/us(Rochia) conus (GMELIN) 
6. オキナワイシダタミ
Monodonta labia labio (Linnaeus) 
7. サラサダマ Chlysostomaparadoxum (BORN) 
2. リュウテンサザ工科 Turbinidae
8. チョウセンサザエ
Marmarostoma argvrostoma' (LINNE) 
9. チョウセンサザエの菟
Marmarostoma argyrosloma (LINNE) 

10. カンギク Lunel/acoronata granulata (Gmelin) 
11. ヤコウガイ Lunalicamamiorata (LINNE) 
12. ヤコウガイの蓋 Lunat1ca marmorata (LINNE) 
13. オオウラウズ

Astralium (Distellifer) rhodosl01'na (LAMARCK) 
14. コシダカサザエ

Marmorosto•na stenogyrum (FISCHER) 
ヽ

15. リュウテンサザエ Turbopetholatus (LINNE) 
3. アマオプネ科 Neritidae
16. ニシキアマオプネ Amphinerilapolita (LINNE) 
17. アマオプネ Theliostylaalbicilla (LIN NE) 
18. イシダタミアマオプネ

Ritena helicinoides laevilabris (PlLS?RY) 
19. カノコガイ Clithonsowerbianus (RECLUZ) ， 
20. キバアマガイ R・itena/!licata (LINNE) 
21. コシダカアマガイ Ritenastriata (BURROW) 

＇ 22. オオマルアマオプネ Ritenachamaeleon (LINNE) 
23. マルアマオプネ

Nerita (Thelioslyla) sqaanwlala RECLUZ 
24. リュウキュウアマガイ
Nerita (Amphinerila) insw!pta (RECLUZ) 
25. マキミゾアマオプネ Nerita(Thelioslyla) 
exuvia Linnaeus 

26. フトスジアマガイ Rilenacostata (Gmelin) 
4. アマガイモドキ科 Neritopsidae
27. アマガイモドキ Neritopsisraclula (LINNE) 
5. カワニナ科 Pleuroceridae
28. カワニナ Semis叫 os/1irabensoni (PHIしIPPI)
6. タマキビガイ科 Littorinidae
29. コンペイトウガイ

Echininus cumingii Lnchucznus (PILSBRY) 
30. ウズラタマキビ Littora1iasccibra (LINNE) 
31. ホソスジウズラタマキビ

Lilloraria unclulala (GRAY) 
7. カタベガイダマシ科 Moclulidae
32. カタベガイダマシ Moduhtslecl11m (GMELIN) 
8. ムカデガイ科 Yermetidae
33. オオヘビガイ

Ser/mlorbis (Cladopoma) imbricalus (DUNK ER) 
34. リュウキュ ウヘビガイ

Serpitlorbis (Cladopoma.) uaridus Kuroda et Habe 
9. ゴマフニナ科・Planaxidae
35. ゴマフニナ P/anaxissulcaliis (BORN) 
10. ウミ ニナ科 Potamididae
36. ヘナタリ Cerithicleopsillacingulata (GMELIN) 
37. イトカケヘナタリ
Cerithidea rhizo/Jhoranim morchii A. ADAMS 
38. イボウミニナ Balillariazonalis (BRUGUIERE) 
39. ウミニナ Batillariamnlt・ifonnis (LISCHKE) 
11. オニノツノガイ科 Cerithiidae
40. ヨコワカニモリ Rhinocla-visas/1em (LINNE) 
41. クワノミカニモリ

Clypeomorus chemnitzia1111.s (PILSBRY) 
42. カザリカニモリ
Ochetoclava articulala (ADAMS et REEVE) 

43. ナガタケノコカリモリ

Rhinoclavis fasciatus (BRUGUIERE) 
44. コオニノツノガイ

Cerilhium colwnaum SOWERBY 
45. メオニノツノガイ
Cerilhiwn echinati,m LAMARCK 
46. メオニノツノガイ （幼）
Cerithium echinatum LAMARCK 
47. トウガタカニモ リ
Ochelocia'l!a sinensis (GMELIN) 

48. ヒメトウガタカニモリ
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Rilinoclai •is ado11ulli (SO¥VERl3Y) 
49. オニノツノガイ

C.'crilhi11m llOd11/os11111 BRUG UIERE 
12. スズメガイ科・H1ppo11icidae
50. スズメガイ Pilosabiaj1ilosa (DESIIA YES) 
13. ')デボラが,1 Stromb1dae 
51. マガキガイ Co110111ttrex /uc/111a1111s (LINNE) 
52. ムカシタモトガイ
Co11ari11111 mu!abilis (S¥V AINSON) 

53. ヒダトリガイ Ca11ari11111labia/11111 (RODING) 
54. ネジマガキガイ
叩 ber11/11sgii成 n,!t,sgibbos11s (l<ODING), 

55. イボソデガイ Le11Ligole11ligi11os1ts (LJNNE) 
56. ゴホウラ Tricomislalissi11111s ( しIN~E )
57. ベニソデガイ fuprolomusb11/la (RODING) 
58. アッソデガイ Tricomislhersite:; Swainson 
59. クモガイ Lambislambis (LINNE) 
60. クモガイ （幼） Lw11bis lambis (Llf'!NE) 
Gl. スイジガイ llar/x1gochragra (LINNE) , 
62. スイジガイ（幼） l/ar/x1go chragra (LINNE) 
63. ラクダガイ Lambislrw1cala sebae (l..:IENER) 
14. タマガイ科・Nalicidae

6'1. ')スガイ .¥1a111111i/laopaca (RECLUZ) 
65. I、ミガイ Poly11ices/Jyri(om1is (RECLUZ) 
66. ヘ‘ノアキトミガイ
Polinices fle1n i11gia1111s (RECLLIZ) 

67. ホウシュノタマガイ
Teclonalica lurida (PIIILIPPI) 
15. タカラガイ科 Cypraeiclae

68. ノヽナビラタカラ
Mo11e/aria (Omamenlaria) w11111-!11s (LINN匂

69. キイロダカラ Monetariainoneta (LINNじ）
70. フシダカキイロダカラ

Mone/aria monf!la mo11eloides IREDALE 
71. ハナマルユキ
Raritrona caputser/1e11lis (LINNE) 

72. ヤナギシボリダカラ
Luria Wasililro11a) isabella (LIN暉）

73. ホシダカラ Cypraealigris (LINNE) 
74. ヒメホシダカラ Cyj1raea(Lyncina) lynx (LINN匂
75. ホシキヌタ
Pone/a (Masta加nda)vilellus (LINNE) 

76. タルダカラ Ta//Jarialalj)a (しINNE),
77. コモンダカラ Erosar£aerosa (LINNE) 
78. ヤクシマダカラ Arabica ambica (LINNE) 
79. ホ‘ノヤクジマダカラ
Arabica elegantina coulurieri (VA YSSIERE) 

80. ハチジョウダカラ
Peribolus manriliana (し!NNE)

81. サメダカラ SiaphylaeaslaJ;hy!aea (Linnaeus) 
82. メノウチドリダカラ

Puslularia glob11lns (LINNE) 
16. トウカムリガイ科 Cassiclae
83. ヒナヅルガイ Casmariaeri11acea (UNNE) 
17. フジッガイ科・Cvmallldae 
84. ホラガイ Charaniatrilonis (LINNE) 
85. シオポラ Gutiumiu.,nmuricinm (RODING) 
86. ミッカドボラ Cymatrilonnicobaricus (RODING) 
87. ジュセイラ Septahepatica (RODING) 
18. セコバイ科 Colubrariidae

88. ヒモカケ七コバイ Colubrariarnmi11gi1 
(DOHRN) 

19. オキニシ科 Bursiclac
89. オキニシ !311rsad1111故riKIRA 
90. イワカワウネボラ
Col11bre/liJ1a (D11lremna) graiwlaris (RODING) 
'.ZO. ャッシロガイ科 Tonnidae

91. スクミウズラガイ To1111acepa (~ODING) 
9'.Z. ウズラガイ Towrapm/ix (LINNE) 
93. イワカワトキワガイ
, ¥la/ea (Quimalea) />011111111 (I」NNE)
21. アクキガイ科 Mvricidae

94. ガンゼキボラ
C/1 icore11s (Tn/1/rx) bn11111eu s (LINK) 

95. レイシダマシ Tenguel/agran11/ala (DUCLOS) 
96. レイシダマシモドキ i¥lon1/i11af11sca (K(lSTER) 
97. ウネレイシダマシ
Cro11ia ma,,garilicola (BRODERIP) 

98. アカイガレイシ
Drupa s/){1/hu/1/era (8LAINVILLE) 

99. ムラサキイガレイシ /J1'1t/)(1.11101'11111 (RODl,NG) 
100. ハナワレイシ Nassafrancoli11a (BRUGUIERE) 
l 01. ソノレイシ 1¥/ena//wis/11/Jerusa (RODING) 
102. テッレイシ
Ma11ci11ella disli11g11ell(fa (DUNKER ct ZELEBOR) 

103. シラクモガイ Mcwc£11ellaarmigera (LINK) 
104. ツノテッレイシ
i¥la11ci11ella hippornsla11a (Linnaeus) 

105. ホ‘ノスジテツボラ P11r/mra/Jersira (Linnaeus) 
106. シロレイシ Mwici11f/lasiru (KUl~ODA) 
107. キイロイガレイシ
/Jrn/1i11a gloss11/aria (RODING) 

108. ヒメシロレイシダマシ
Drnpella frag11111 (BしAINVILLE)
22. カプラガイ科 Rapidae

109. カプラガイ Ha/)ara似1(LINNE) 
23. オリイレヨフ）ゞイ科 Nassariiclae

110. ヒメオリイレムシロ N1o!ha11od1fer (POWYS) 
111. サメムシロ A!eclrio11 /1apillos11s (Li nnacus) 
ll2. アッムシロ Niothasemisalcalus (Jousseaume) 
113. リュウキュウムシロ
7.eu、,is1narg1mtiferus (Dunker) 

114. ヒメヨフ Iゞイ Telascogaudiosus (Hinds) 
115. ミスジョフバイ
7.euxis (Tamze11xis) zonal is (A. Adams) 
24. エゾノゞ イ科・Buccinidae

116. スジグロホラダマシ Polliaundosa (しinnaeus)
117. シマペッコウバイ
japmthria cingnlala (REEVE) 

118. ノシガイ /Jusiostomaml!l!dicaria (LINNE) 
ll9. ヒメホラダマシ Polliambig1nosa (REEVE) 
25. イトマキボラ科・Fasc1olariidae

120. チトセボラ Fusimisnicobaricus (RODING) 
121. リュウキュウソノマタガイ
Lalirus /JOlygonus (GMELIN) 

122. ツノマタガイモドキ Latirnsbe/cheri (REEVE) 

123. イトマキポラ
Pleuroploca fl'apeziwn trapezium (Linnaeus) 

124. ナガイトマキボラ
Pleuro/J/oca filamentosa (RODING) 

- 127-



125. マルニシ

Leuco加地 (Latirolagena) samaragdula (Linnaeus) 

26. オニコプシ科 Vasidae
126. オニコプシ Vasumceramicum (Linnaeus) 
127. コオニコプシガイ Vas1-imlurbinellum (LINNE) 
27. フデガイ科 Mitridae

128. チョウセンフデガイ Mitramitra (LINNE) 
129. イモフデガイ Pterygiadactyhts (LINNE) 
130. ナガシマヤタテガイ
Strigatella paupercula (LINNE) 

131. マユフデガイ Chrysamechrysalis (REEVE) 
28. マクラガイ科 Olividae

132. サツマピナ

Oliva (Neocylindrus) annulata (GMELIN) 

29. イモガイ科 Conidae
133. マタライモ Virroconusebraeus (LINNE) 
134. コマダライモ Virroconuscha/deus (RODING) 
135. ジュズカケサヤガタイモ

Virroconus corona/us (G MELIN) 

136. サヤガタイモ Virroconusfulgetrum (SOWERBY 
137. クロミナシ Conusmannoreiis LINNE ) 

138. イボシマイモ Virgiconuslividiis (HW ASS) 
139. キヌカツギイモ

Virgiconus fla11idus (LAMARCK) 

140. ゴマフイモ Pu.ncticulis/rulicarius (HW ASS) 
141. サラサミナシ Rhizoconuscapitaneus (LINNE) 
142. サラサミナシモドキ
Dcmciconus vituliniis (HW ASS) 

143. ミカ ドミナシ Rhombusimperialis (LINNE) 
144. アンボンクロザメ

Lithoconus liUeratus (LINNE) 

145. クロフモドキ

Lithoconus litteratus /氾rdus(RODING) , 

146. ニシキミナシ Slrioconttsstria/us (LINNE) 
147. アジロイモ Darioconuspennaceus (BORN) 
148. イタチイモ Rhizoconusmustelinus (HW ASS) 
149. クロザメモドキ Lithoconusebumeus (HW ASS) 
30. クダマキガイ科 Turridae

150. クダボラ Turriscrispa LAMARCK 
31. タケノコガイ科 Terebridae

151. リュウキュウタケガイ

Oxymeris maciilatus (LINNE) 

152. キバタケガイ Oxymeriscreniilatus (LINNE) 
153. ベニタケガイ Subuladimidata (LINNJ;:) 
154. タケノコガイ Terebrasubulaia (LINNE) 
32. ナツメガイ科 Bullidae

155. ナツメガイ Bullacruentata vernicosa GOULD 
33. アメフラシ科 Aplysiidae

156. タッナミガイ

Dolabella auriciilaria (LIGHTFOOT) 

34. キセルガイ科 Clausiliidae
157. ツヤギセル
Nes河ophaedusepraeclara praeclara (GOULD) 

158. リュウキュウキセルモドキ

Luし:huenaenidae luchuana (PILSBRY) 
35. 陸産マイマイ

159. オキナワヤマタニシ
Cyclophonts titrgidus PFEIFFER 

160. オキナワウスカワマイマイ

Acusta despecta despecta (SOWERBY) 

161. パンダナマイマイ

Bradybaena circulus circulus (PFEIFFER) 
162. オキナワヤマタカマイマイ
Satsuma (Luchuhadra) largillierti (PFEIFFER) 

163. リュウキュウヒダリマキマイマイ

Satsuma (s) perversa (PILSBRY) 

164. シュ リマイマイ
Sats1.1ma (s) mercaloria mercaloria (PFEIFFER) 

165. オオカサマイマイ
Videnoida horiomphala (PFEIFFER) 

166. アフリカマイマイ Achalinafulica (BOWDICH) 

C. 斧足網 PELECYPODA
1. フネガイ科 Arcidae

l . ベニエガイ

Barbatia (Uslularca) bicolorata (DILL WYN) 
2. エガイ

Barbatia (Abarbalia) decussata (SOWERBY) 

3. リュウキュウサルボウ
Anadara antiquala (LINNE) 

2. タマキガイ科 Glycymeridae 

4. ソメワケグリ
Glycymeris (Veleluceta) reevei (MA YER) 

3. イガイ科 Mytiliclae
5. リュウキュウヒバリガイ
Mocliolus (modiolus) aurirnla/us (KRAUS) 

4. ウグイスガイ科 Pleriidae
6. クロチョウガイ
Pinctacla margarilifera (LINNE) 
7. ミドリアオリガイ

Pinctacla panasesae (Jameson) 

5. マクガイ科 lsognomonidae

8. カイシアオリガイ Jsognomonperna (LINNE) 

9. シュモクアオリガイ
lsognomon (lsogonum) isognomon (Linnaeus) 

6. イタヤガイ科 Pectinidae

10. チサラガイ Gloriopallium /Ja.l/iu.m (LINNE) 
7. ウミギクガイ科 Spondylidae

11. メンガイ SJJOndylussquamosus Schreibers 
8. イタボガキ科 Ostreidae

12. ニセマガキ

Crassostrea echinata QUOY & GAIMARD 
13. イタボガキ科の一種 Ostreidae
9. シジミガイ科 ' Corb1cuhdae 

14. シレナシジミ GeioinaJJapua (LESSON) 

10. トマヤガイ科 Carditidae
15. クロフトマヤガイ
Cardita variegata (BRUGUIERE) 

11. カゴガイ科 Fimbriidae
16. カゴガイ Fimbriasoverbii (REEVE) 
12. ツキガイ科 Lucinidae

17. ウラキッキガイ Coclakiapaylenornm (IREDALE) 
18. クチベニッキガイ Codakiap1mctata (LINNE) 
13. キクザルガイ科 Chamidae

19. キクザルガイの一種 Chamidae
14. シャコガイ科 Tridacnidae

20. シラナミガイ

Triclacna (Vulgoclacna) maxi1『na(RODING) 
21. ヒレジャコ

Tridacn.a (Flodacna) squamosa LAMARCK 
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24. 

25. 
26. 

27、
28. 
29. 

30. 
31. 

32. 

33. 
34. 

22. ヒメジャコ
Trid ama (Cha me/ rachea) c rocea LA 1¥.1.・¥ RC I¥ 

23. シャゴウ llippofmship加/ms(Linnaeus) 

15. ザルガイ科 Carcliidae
リュウキュウザルガイ

Vas/icardi11111 (Regozam) .f/01•11111 (しIN郎）
オオヒシガイ Frag11111frag11111 (Llj¥JNE) 
カワラガイ Fra![11J111rnedo (LINNE) 
16. マルスダレガイ科 Veneridae
ヌノメガイ Perig/yptaJmerpera (LINNE) 
マルオミナエシ Lioco11chncaslmzsis (LINN匂
ホソスジイナミガイ

Gafrari11m />ecli11alw11 (LINNじ）
ヒメイナミガイ Gafrari11111dis/>ar (Dillwvn) 
アラスジケマンガイ

伽fmrium/11i11idum (RODIG) 
カノコアサリ C, lvcw/011/a manrn （しINNE)

17. チドリマスオガイ科 Mesodesmaいdae
イソIヽマグリ Alactodeas/riata (GMELIN) 

ナミノコマスオ Dtwilamnnda (GOULD) 
18. 1 ・ヽカガイ科 Maclridae

35. リュウキュウ；ゞカガイ
.'vlaclra marnlala (GMELIN) 

19. シオサザナミ和I・Asaphidac
36. リュウキュウマスオガイ
Asa/)his dicholoma (J¥NTON) 
20. ニッコウガイ科・Tellinidae
37. サメザラガイ
Srnlarco/mgia scobinala (LINNE) 

38. リュウキュウシラトリガイ
Qztidnif)agzrs /)(l/al11m IREDALE 

39. ヒメニッコウガイ
Tel/inf/la slazrrella (LAt-lARCK) 

40. モチヅキザラ Cyclolcllinaremies (Linnaeus) 

l . 

D. 多板網 POLYPLACOPHORA
］． クサズリヒザラガイ科 Chitonidae

ヒザラガイ Lio!opl11trajapo11ica (LJSCHKE) 

E. IITI色悲曲桐 TETRABRANCHIA

1. オウムガイ科 Familynautilidae , 
］．オウムガイ Na11lil11s加11/>ili11sLINNE 
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種名リストに記したように，貝類逍存体は単板網 3科6種，腹足網（巻貝）34科と陸産マイ

マイで164種，斧足網（二枚貝） 20科40種多板網 1科 1種，四飩亜網 1科 1種の計60科211種を

同定し得ている。

なお，第43-47表に示した組成表におけるこれらの最小個休数の算出にあたっては，下記の

基準に基づいて行った。

腹足網一巻貝は殻頂部を有する貝と殻頂は欠損している四分の三以上残存している完形に近

い資料を 1個体とした。また，ヤコウガイやチョウセンサザエなどのリュウテンサ

ザ工科の仲間で，そのフタにおいても種の同定が可能なものについては，両者のう

ち数量の多い方を最小個体数として採用した。

斧足網ーニ枚貝は殻頂を有する貝を左右それぞれ集計し，その多い方を最小個体とした。

また，これらの基準条件を満たさない砕片でも，各々の層において 1個しか得られていかな

い場合は， 1個体として扱った。

これらの出土状況をみると，種名リス トおよび第43-47表から明らかなように，各層ともそ

の種類，個体数ともにおいて腹足網 （巻具）が圧倒的多数を占めていることが明らかである。

棲息地の判明しているものでは，鍼水産，汽水産，陸産に限られ，淡水産がみられないこと

は，貝塚の近くに河川などがみられないことから首肯される。

これらのうち，圧倒的主体を占めているのは，オキナワウスカワマイマイ，オキナワヤマタ

ニシ，パンダナマイマイなどの陸産マイマイ類であり，全体の68%を占める。これらの，陸産

マイマイ額については，食料に供されたものかということについては，評価の分かれるところ

であり，目下検討課題である。箪者は，食料の対象としてみるよりも，自然死としての立場に

あり，これらを調査研究することにより，貝塚が形成された一帯の微地形環境を復元する責料

としての価値を有しているものと考えたい。

I層

II層

III層

号 匹戸 言 累： 響 マイン：：ロマガキガイ

璽アマオブネ 区戸プ：じ二言~ ~;;;~ [二ニ］その他

第73図 各層における主体貝の出現頻度
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このようなことから，本貝塚の宜料の対象となったのは，鍼水産．・；I (水廂のみを捉えている
。

向者のうちで1「倒的主体をなすのは．誡水賄令休の29.7%を占める。

鍼水廂は， )J及足網33科153種，斧足網20科40種があるが、そこの主体を占めるのは．やはり

,iii者である。

これをさ らにifり料の地形区分によ って（第72・74図），もう少し，n餘Illに検討してみると，

潮1urnn-・ ・ 宕礁に棲息する種類が多く，これに次ぐのが潮Iii靡・む礁である。

そして，種洲では，潮1廿J{l『から水深20mまでの砂礫底に棲息するマガキガイが各},;りにおいて

'f均3.5%以卜と庄卸'i(J主体を占めている これに次ぐのが，滑11m;~;7 • 岩礫底に棲息するアマ

オプネ，ニシキアマオブネ，杓/l11¥J僻 ・岩礁に棲息するコシダカアマガイなどがあり．食料の主

対象としては，ほぼこれらに限定されていたようである。

陸痘マイマイ煩を含めたこれらの主体貝の各｝，1・・1における出現頻度の変遷をみてみたのが，第

63図である 。 ただし，これは第 3 漱の「lf•j序」でも述べたように，各培とも 111"]様な堆柏状況を

I立してはいないことから．単純に比較できるものではないが， ）くまかな傾向は把捉できよ
う。

これをみると，各/,,'りとも種別の出現頻炭にさほど大きな変化はみられず、食料の対象とな
っ

たもので主体を占めているのはマガキガイである。

このように本具塚の貝類組成をみた揚合，従料の対象となったものは，そのほとんどが
外

洋 ・珊瑚礁洵域の種が占めていることがl1i'徴として指摘できる。

1 外洋・サンコ蹟域

漏場疇・漏直i

干漏崎贔iii

. "7・，・．．．士........' .' 

干漏

II内湾・転石地域

イノー

転石噸壽 " .. -:-・:・.・. ・.・. ・.・. " :・...................... . 

.,...,.....,..._-:-;-.・.・.. . 
.,...--;--;-••• ~ 竺→デそ：:::::>>・．・・

．て . ・. マ.·.-~ ·:.·. ·. ·:. ·.·.·:. •.:::: ::::::: :::::: :::,:•:•:• :•:•: • :•:•:•:•:•:•:-:-:-:•:•.·.·.· .·. . ・
................ ・・.・.・. 

Ill ;iJロ干潟・マ ンク ローフ域
マンク 0ープ"

~ 一三・:.:-・ 濃入＊“

響立 こコロm 匹転石

河口干漏

第74図 波浪の変化に基づく海洋地形の 3タイプ（模式図）
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第43表北原貝塚貝類組成表 ・1

こミ 表採 I庖 I a思 I b陪 II層 Il a屈 皿層 皿a層 皿b屈 N屈 v層 VI陪 不明 合計 棲息地数 ％ 数％ 数 ％ 数 ％ 数％ 数 ％ 数 ％ 数％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
ミミ ガ イ 0 0 3 0 

゜゚
l 

゜
I 

゜゚゜
0 0 6 0.1 0 0 4 0 0 0 I 0.2 

゜
0 16 〇滑間帯付近岩世

マアナゴ 0 0 I 0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 ,, ,, 

ヨメガカサガイ 0 0 l 0 0 0 0 0 11 0.1 

゜゚
0 0 0 0 0 0 I 

゜
I 0.1 0 0 

゜
0 14 0 i餅間帯岩礁

オオペ・Jコウカサガイ 0 0 5 0 1 0 0 

゜
I 

゜゚゜
5 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜゚゜゚゜
0 12 

゜
，， ，， 

,,.,. ウキュウウ／アシ 0 0 0 0 0 0 0 0 l 

゜゚゜
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
0 0 I 

゜
，， ，' 

ニシキウズ 12 0.2 97 0.3 7 O. l 27 0.2 52 0.3 0 0 19 0.3 

゜
0 3 O.l 18 0.2 7 0. 9 1 0.2 6 0.3 249 0.2 潮fill帝下岩槌

ムラサキウズ 2 0 JI 

゜
2 0 0 

゜
I 

゜゚゜゚゜
0 0 0 0 0 0 0 O 

゜゚
2 0.1 18 

゜
，' ，， 

腹
ギンタ カハマ

゜゚゜゚
2 

゜
4 

゜゚゜
0 0 

゜゚
0 0 0 0 

゜゚
0 0 0 0 

゜゚
6 

゜
滑問帝付近岩砲．

サラサパティ 41 〇.8340 1.1 31 0.3 36 0.2 67 0.4 I 1.3 19 0.3 0 0 5 0.2 23 0.2 4 0.5 l 0.2 34 l. 7 602 0 5 潮下部 ，' 

ペニシリダカ 0 0 I 0 0 0 0 

゜
I 

゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
2 〇潮1Hf1ii下岩礁

オキナワイシダタミ 9 0.2 39 0.1 7 0.1 12 0.1 31 0.2 

゜
0 15 0.2 

゜゚
7 0.3 18 0.2 3 0.4 

゜゚
2 0.1 143 0.1 閲音 1収1石 賤

サラサダマ 0 0 0 0 7 0.1 18 0.1 0 0 

゜゚
0 0 0 0 6 0.3 0 0 0 0 0 0 5 0.2 36 〇潮,:り帯岩珪地

チョウセンサザエ 90 1.8 730 2.4 fifi 0.7 ?.?.3 1.5 430 2.6 3 3.8 150 2.2 128 1.1 44 I. 9 232 2.3 21 2.6 5 1.2 66 3.3 ti餃2.0 潮IUJ・7t'i下岩礁
~ の蓋 29 0.6 210 0.7 26 0.3 23 0.2 30 0.2 

゜
0 47 0 7 l9 0.2 3 0.1 5 0 l 0.1 1 0.2 22 1.1 416 0 4 ,, ~ 

カンギク 17 0.3 99 0.3 17 0.2 24 0.2 67 0.4 

゜
0 13 0.2 16 0.1 6 0.3 20 0.2 4 0.5 

゜゚
5 0.2 288 0.3 湘附『-5m岩麟

ヤコウガイ 27 0.5 116 0.4 9 0.1 18 0.1 22 0.1 

゜゚
5 O.l 6 0.1 7 0.3 8 0.1 0 0 0 0 20 1.0 238 0.2 浅海の岩礁

• の姦 5 0.1 35 0.1 3 

゜
3 

゜
5 

゜゚゜
I 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
6 0.3 58 0.1 ，' .,, 

オオウラウズ 7 0.1 31 0.1 5 0.1 8 0.1 JG 0.1 

゜゚
4 0.1 

゜゚
j 

゜
0 0 0 0 

゜゚
3 0.1 75 0.1 潮Ill!帝岩裸地

コシダカサザエ 13 0.3 73 0.2 22 0.2 55 0.4 36 0.2 0 0 14 0.2 15 0.1 3 0.1 14 0.1 2 0.3 0 0 9 0.4 256 0.2 ~ 30m岩邑
リュウテンサザエ 0 0 1 

゜
0 0 

゜゚゜゚
0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
I 0 サンゴ礁

ニシキアマオプネ J84 3.7 581 1.9 76 0.8 274 1. 9 591 3.5 6 7.7 321 4.6 182 1.6 73 3.2 355 3.4 45 5.6 19 4.5 63 3.1 ~-ii( 2.5 潮llll帯 岩礫底
アマオフ’ネ 228 4.6 872 2.8 168 J. 7 316 2.2 687 4. l 6 7.7 332 4.8 254 2.3 111 4.8 418 4.1 50 6.3 13 3.1 80 4.0 似．孜3.2 ，， ，， 
イシダタミ7マオプネ 25 0.5 136 0.4 74 0.8 122 0.8 32 0.2 0 0 9 0.1 21 0.2 7 0.3 30 0.3 3 0.4 I 0.2 6 0.3 466 0.4 浅海

足
カノ コガイ

゜゚゜゚゜゚
5 

゜
5 

゜゚゜゚゜
0 0 0 0 l 0 0 0 

゜゚
l 0 12 〇汽水域

キパアマガイ 19 0.4 117 0.4 43 0.4 54 0.4 63 0.4 

゜
0 34 0.5 24 0.2 4 0.2 0 0 5 0.6 4 1.0 JO 0.5 377 0.3 潮IIIJ帯岩礁

コシダカアマガイ 86 I. 7 666 2.2 430 4.4 468 3.2 220 1.3 I 1.3 84 1.2 62 0.6 18 0.8 137 1.3 8 1.0 7 I. 7 30 1.5 ~. 21 ヽ2.0 潮Ill!帝岩珪地
オオマル7マオプネ 4 0.1 68 0.2 44 0.5 37 0.3 21 0.1 

゜゚
6 0.1 7 0.1 6 0.3 2 0 0 0 

゜゚
2 O. l 197 0.2 ,, 岩礫

マルアマオプネ 10 0.2 51 0.2 19 0.2 11 0.1 11 0.1 

゜
0 4 0.1 6 0.1 2 0.1 12 0.1 0 0 0 0 

゜
0 126 0.1 内i月頃iしf、渦閂帝じ石

りりもウ7マガイ 0 0 11 0 4 

゜
3 

゜
6 

゜
0 0 6 0.1 3 0 2 0.1 3 0 0 0 0 0 3 0.1 41 〇潮1111帝岩茂地

マキミゾアマガイ 0 0 I 0 0 0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
J 〇翡行 涅和ンダo-~

7 I・ スジ7マガイ 0 0 0 0 2 

゜
l 

゜
2 

゜
0 0 1 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
6 〇溺Jl[ij:;行岩礁

アマガイモドキ 1 

゜
I 

゜
2 0 

゜゚
1 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 I 

゜
0 0 0 0 1 

゜
7 0 i霙． 鵠吋ン喝·~

カワニナ 0 0 0 0 6 0.1 2 

゜
1 0 0 

゜
0 0 JO 0. l 1 0 0 

゜
I 0.1 

゜
0 0 0 21 〇砂や小石底

コンペイトウガイ 5 0.1 19 0.1 16 0.2 29 0.2 33 0.2 

゜゚
5 0. J 9 0.1 1 

゜
7 O.l 

゜゚゜゚
2 O.J 126 0.1 店潮帯岩礫

ウズラタマキピ 0 0 0 0 4 

゜
4 

゜
2 

゜
0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 I 

゜
0 0 0 0 

゜
0 11 0 i蘭冊帯岩や小石地

切紗り朽t7キピ 0 0 J 

゜
l 

゜
l 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
3 0 嵩潮帯岩礁

カクペガイダマシ 1 

゜
2 0 1 

゜
1 

゜
4 

゜
0 0 

゜゚
l 

゜
l 

゜
3 0 0 0 

゜゚
1 0 J5 〇楼珈～双蒻琢

オオヘピガイ 0 0 I 

゜
0 0 

゜゚
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
I 0 i噸間帝~IOm岩邑楳

'), ウわウヘもガイ l 0 0 

゜
1 

゜
l 

゜
3 0 0 0 0 0 l 0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 

゜゚
7 〇湯間帯～珈岩邑

網
ゴマフニナ 3 0.1 44 0.1 41 0.4 26 0.2 12 0.1 0 0 1 

゜
2 0 0 

゜
3 0 l 0.1 

゜゚
3 0.1 136 0.1 潮!Ill帯 岩礁

ヘ ナタリ 0 0 

゜゚゜゚゜゚
I 

゜
0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜゚
0 0 

゜゚
l 〇涸9闊帝 7: ンの泥底

イトカケヘナタリ 14 0.3 131 0.4 91 0.9 46 0.3 14 0.1 0 0 4 0.1 1 0 0 0 19 0.2 l 0.1 0 0 4 0.2 325 0.3 滑Ill!帝アシのl闊
イポウミニナ 3 0.1 16 0.1 14 0.1 17 0.1 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 6 0.1 0 0 0 0 I 0 60 0.1 潮柑1帝砂泥底
ウミニナ 13 0.3 75 0.2 64 0.7 71 0.5 3 

゜゚゜
l 

゜
3 0 0 0 27 0.3 

゜゚
0 0 

゜
0 257 0.2 1黙掃．釈,Jヽo/1)ところ

ヨコワカニモリ 2 0 10 

゜
5 0.1 5 

゜
7 

゜゚゜
3 

゜
5 

゜
3 0.1 6 0.1 2 0.3 0 0 

゜
0 48 0 i仰l帝付近砂底

クワノミカニモリ 2 0 4 

゜
l 

゜
I 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
3 0 I 0.1 0 0 

゜
0 16 〇溝但l帝の砂や小石

カザリカニモリ 0 0 3 0 0 0 3 

゜
4 

゜
0 0 

゜゚
J 

゜
0 0 0 0 

゜゚゜
0 0 0 JI 〇潮1111布下砂底

ナガタケノコカ.:.モリ 0 0 3 0 

゜゚
l 

゜゚゜゚゜゚゜
2 

゜
0 0 2 0 0 0 0 0 

゜
0 8 〇浅海の砂底

コオニノツノガイ 31 0.6 92 0.3 10 0.1 35 0.2 76 0.5 0 0 19 0.3 26 0.2 9 0.4 21 0.2 5 0.6 I 0.2 11 0.5 336 0.3 潮間帯下岩砲
メオニJ・71ガイ 12 0 2 39 0.1 5 0.1 10 0.1 21 0.1 

゜
0 8 0.1 12 0.1 1 0 8 0.1 0 0 0 0 2 0.1 l 18 0.1 ~ ,,. 

／オニ／ツ／ガイ（幼） 0 0 0 0 0 0 1 

゜
1 

゜゚
0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
2 

゜トウガタカニモリ 5 0.1 21 0.1 2 

゜
5 0 13 0.1 0 0 4 0.1 JO 0.1 2 0.1 8 0.1 I 0.1 0 0 l 0 72 0.1 潮1111帯砂礫底

t)トウガタカニモリ 0 0 3 0 l 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 4 〇滑問帝~23m 疇

オニノツノガイ 58 1.2 430 1.4 48 0.5 61 0.4 217 1.3 0 0 50 0.7 56 0.5 11 0.5 63 0.6 4 0.5 2 0.5 49 2.4 1.041 0.9 潮1111帯下岩礁
小 計 959 ~. 191 1,37! り,061 2,8笠 17 I, 18~ 890 337 1.rn 170 56 450 17.00. 
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第44表 北原貝塚貝類組成表・ 2

層(:Z. 表採 I啓 I a陪 I b陪 II層 Il a層 III感 皿a層 III b陪 l¥「層 V層 'i1層 不明 合計

種~ 薮％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 款％ 数％ 数％ 数％
棲息地

スズメガイ 0 0 I 

゜
I 

゜
3 

゜
2 

゜゚゜゚゜
I 

゜゚
0 0 

゜
J 0 

゜
0 0 

゜
8 0 潮間帯岩礁

マガキガイ 6 !~ 62 i 3.6S: 12. 0 41 4 4.2 33 6 2. 3 3 3'19 0 I I. 3 82 l. 2 56 0. 5 JO 0. 4 56 o. 5 JI l. 4 12 2. 9 57 9~8 9~.35! 5 G'~ 翠楼珈荻,jも

ムカシタモトガイ 5 O. l 20 0. I 9 0.1 JO 0 1 15 0. I 0 

゜
3 

゜
7 0. 1 2 0. I 5 

゜
I 0. l 0 0 2 0. l 79 0. ］，蘭問帝下砂礫底

ヒダトリガイ I 

゜
1 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
0 0 

゜
0 0 

゜
J 

゜゚
0 0 

゜
2 

゜
,, ケ

ネジマカキガイ 9 0.2 48 0.2 6 0.11 G 0 12 0.1 

゜゚
2 

゜
6 0. 1 1 0 6 

゜
1 ,) 

゜゚
0 4 0. 2 10 0 0. l i舗間帯下岩礫地

イボソデガイ 2 0 11 

゜
3 

゜
l 

゜
l 

゜゚゜
J 

゜
2 0 0 0 0 0'J 

゜゚
0 2 

゜
1 23 〇潮間帯下

ゴホウラ 0 0 1 

゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
0 0 

゜
1 〇滴問帝下岩往底

腹
ペニソデガイ 1 

゜
l 

゜゚
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 

゜゚
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
2 

゜
I, ,, 

ァッソデガイ l 〇 3 〇 〇 0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚
0 0 0 0 0 0 0 4 0 2 8 〇潮下部砂底

クモガイ 6 0.1 29 0.1 1 

゜
8 0 1 0 0 0 0 7 0.1 9 0.1 1 0 0 0 ,J 

゜
l 0.2 5 0.2 67 0.1 潮サ間ンコ帝葎窃¢澗9岩の礁砂地

クモガイ （幼）

゜゚
0 0 

゜゚゜゚
1 

゜
0 0 

゜
0 0 

゜゚
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
I 

゜
,, ，， 

スイジガイ G 0.1 8 

゜
2 

゜
I 

゜
2 0 0 0 4 0. J 3 

゜゚
0 0 0 ,) 0 0 

゜
3 0.1 29 0 j前IHl帝下晋裸底

スイジガイ（幼）

゜゚
： 

゜
0 0 0 0 1 

゜
0 0 

゜゚
l 0 0 

゜゚
〇り 0 0 0 0 

゜
3 0 i朝間帝下 岩礫底

ラクダガイ 2 

゜
1 

゜
0 0 l 

゜
0 0 0 0 3 

゜゚
0 0 

゜
J 

゜
り 0

゜゚
2 0. J 10 0形咀吋［サン遁原

リスガイ 6 0.1 40 0.1 9 0 l 8 O. l 30 0 2 0 0 ll 0.2 10 0 l 6 0.3 ]4 0.1 5 0.6 l 0.2 l 0 l-11 0.] ば !Om~珈心戟

トミガイ 8 0.2 27 0.1 5 0.1 13 0.1 23 0.1 1 1.3 8 0. I 5 

゜
1 0 18 0.2 I 0.1 

゜
0 4 0.2 114 0 I 浅海の砂底

ヘソアキトミガイ l 

゜
6 

゜
J 

゜
2 0 2 

゜゚゜゚゜゚
0 0 

゜
2 0 0 0 

゜゚
l 0 15 0 I屑問帝-20m 砂底

ポウシュIタマガイ

゜
0 28 0.1 33 0.3 31 0.2 8 0 

゜゚
4 0.1 2 0 0 

゜
6 0 I 0 0 1 0.2 

゜
0 113 0.1 潮間帯下の砂底

ハナビラダカう 43 0.9 348 l. l 93 l .0 84 0.6 76 0 5 

゜
0 53 0.8 42 0.4 8 0.3 24 0 2 G 0.8 2 0.5 24 1.2 803 0.7 潮IHI帝の岩礫地

キイロダカラ 4 0.1 1 j 

゜
3 

゜
2 

゜
2 

゜゚゜
l 

゜
2 0 0 

゜
2 

゜
0 0 1 0.2 I 0 29 〇潮1:11帝~20m岩槌

7シダカキイロダカう 5 0.1 5. 0.2 11 0.1 9 0. I II 0.1 

゜
0 22 0.3 17 0.2 1 0 10 0. J 0 0 

゜
0 4 0.2 141 0.1 愁l奇，謎がり勾

ハナマルユキ 3 0. l 2. 0.1 2 0 0 

゜
2 

゜゚゜゚゜
3 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 3 0.1 34 〇潮Ill!帝岩牲地

ヤナギシポリダtぅ

゜゚
4 

゜゚
0 0 

゜
0 0 

゜゚
I 

゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
5 〇滑JH!j帯岩礁

足
ホシダカラ 7 0.1 22 0 1 I 

゜
2 

゜
2 

゜゚゜
4 O. l 5 0 0 

゜
2 

゜
0 0 

゜゚
7 0.3 52 0.1 潮llll帝下岩礁

ヒメホシダカラ I 

゜
2 

゜゚
0 0 

゜
3 

゜゚゜
I 

゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜゚
1 

゜
8 0 i開問帝付近 ＇苔礁

ホシキヌタ j 

゜
5 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚
1 

゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
7 o ifflllll帯下岩礁

タルダカラ 0 0 

゜゚゜
l 

゜
0 0 

゜゚゜゚゜゚
l 

゜
I 

゜
0 0 0 0 

゜゚
4 0 ; 椰淵肝寸近岩礁

コモンダカラ 0 0 2 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚
2 

゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
4 〇淵冊制痣岩砲底

ヤクシマダカラ 1 

゜
6 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚
2 

゜
l 0 0 

゜
1 

゜
0 0 0 0 1 0 12 潮゚サJUン即コ浪籾知）T I 岩礁`

ポゾヤクシマダカう 0 0 

゜゚゜゚
j 

゜
0 0 

゜゚゜゚
l 

゜
2 0.1 0 0 0 0 0 0 

゜゚
4 〇滑下部~20m 岩住

ハチジョウダカラ 0 0 6 0 0 0 0 

゜
I 

゜゚゜
5 0.1 

゜
0 0 

゜
I 

゜゚゜
0 0 

゜
0 13 0 i~ijfll)帝下岩礁

サメダカラ

゜゚゜
0 0 0 0 

゜
I 

゜゚゜゚゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚
l 〇消問帝-20m 岩I!

メ／ウチドリダカう 0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜゚゜
0 0 

゜
0 0 I 0.1 0 0 

゜゚
J 0 5-!Om翔汲府ンJ應

ヒナヅルガイ 0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
3 

゜゚゜゚゜゚
0 0 

゜
l 

゜
り 0

゜
0 0 

゜
4 〇椅：IO -珈迅紗底

ホラガイ l 

゜
4 

゜
1 

゜
l 

゜
3 

゜゚゜
3 

゜
l 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜゚
I 0 15 0 i~ 罪l帝下岩礁

シオボラ 0 0 18 0.1 

゜
0 4 0 14 0.1 

゜゚
3 

゜
1 

゜
0 0 5 0 0 

゜゚
0 0 0 45 

゜
,, ,, 

ミッカドポラ 2 0 15 

゜
1 

゜
2 

゜
0 0 

゜゚
3 

゜
1 

゜゚゜
4 0 0 

゜゚
0 0 0 28 

゜
’’ 
,, 

ジュセイラ

゜゚゜
0 0 

゜
l 

゜
l 

゜゚゜゚゜
0 0 

゜゚
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
2 

゜
~ ，， 

ヒモカケセコハイ

゜゚
3 

゜゚
0 0 

゜
I 

゜゚゜゚゜
0 0 1 

゜
I 

゜
り 0

゜
0 0 

゜
6 〇消僻『'Q)晋や小石ところ

網
オキニシ 5 0.1 53 0 2 3 

゜
9 0.1 15 0.1 

゜゚
5 0.1 2 0 

゜゚
6 0.1 0 0 0 0 5 0.2 103 0.1 潮IUJ帯下岩礁

イワカワウネポう 3 0.l ， 
゜
l 0 4 

゜
6 

゜゚゜
I 

゜
3 0 0 

゜
7 0.1 I 0.1 l 0.2 2 0.1 38 〇 視~,'Pf;fl/J音や,1-5ところ

スクミウズラガイ 0 0 l 

゜゚
0 0 0 0 

゜゚゜゚゜゚
0 0 

゜゚゜
0 0 0 0 0 0 l 

゜
紐 5m-珈紺娠

ウズラガ イ 4 0.1 42 O.J 5 0.1 9 0.1 23 0 l 0 0 4 0.1 7 0 1 6 0.3 17 0.2 I 0.1 0 0 2 0.1 120 0.1 オ泊On1如 1部煉

イワカワトキワガイ 0 0 8 

゜゚
0 0 

゜
5 

゜゚゜゚゜゚
0 0 

゜゚゜
I) 0 0 0 

゜゚
]3 

゜
猛 5m-20m叫砂底

ガンゼキポラ 2 

゜
24 0 .1 I 0 4 

゜
5 

゜゚゜
5 0.1 ］ 

゜
1 

゜
8 0.1 0 0 l 0.2 2 0.1 54 0.1 渭rn1帝-20m岩t焦

レイシダマシ 0 0 7 0 4 

゜
2 

゜
4 

゜゚゜゚゜
l 0 0 

゜
5 

゜
I O.J 0 0 

゜゚
24 

゜
涸中部～下部岩I，附

レイシダマシモドキ 1 

゜゚゜
I 0 0 

゜゚゜゚゜゚゜
1 

゜
2 0.1 

゜゚
0 0 

゜゚゜゚
5 

゜
潮間帯の岩礁

ウネレイシダマシ 3 0.1 14 

゜
2 0 9 0.1 19 O.J 

゜゚
5 0.1 15 0.1 

゜
0 17 0.2 I 0.1 

゜゚
l 

゜
86 0.1 潮I~~帯岩礁

アカイガレイシ 2 

゜
17 0 1 

゜゚
2 

゜
5 0.1 

゜゚゜゚゜゚゜゚
2 

゜
0 0 

゜゚゜゚
28 

゜
涌I間帯 !Ont岩性

ムラサキイガレイシ

゜゚゜゚゜
0 0 

゜
1 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜
0 0 

゜゚゜゚
l 

゜
潮lllJ帝ーJOm

ハナワレイシ 3 0.1 2 

゜゚
0 0 

゜
5 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜
2 

゜
り 0

゜゚
1 

゜
13 

゜
潮間帯下 岩礁

ツノレイシ ， 0.2 60 0.2 
゜
0 0 

゜
25 0.2 

゜゚
2 

゜゚゜゚゜
4 

゜
I) 0 

゜゚゜゚
100 O.l 潮間帝岩礁

テッレイシ 6 0.1 37 O.J 

゜
0 0 

゜
12 0.1 

゜゚
3 

゜
l 

゜゚゜
3 

゜
0 0 

゜゚゜゚
62 0.1 屑中部～下部岩罷

シラクモガイ 6 0.1 55 0.2 

゜゚゜゚
22 0. 1 

゜゚
3 

゜゚゜゚゜
7 0. I 

゜゚゜゚゜゚
93 O.l 潮削帝岩礁

小 計 786 μ, 7~1 613 566 857 2 254 207 43 238 29 20 662 ~. 034 
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第45表北原貝塚貝類組成表 ・3

~ 表採 I陪 I a層 I b層 II思 Il a陪 m層 III a層 111 b層 N庖 V層 VI層 不明 合計 棲息地数 ％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％
ソノテッレイシ 11 0.2 98 0.3 9 0 l 13 0.1 22 O.l 

゜゚
3 

゜
2 0 0 0 14 0.] 

゜゚
0 0 5 0.2 177 0.2 涌中部ー下部岩硯

ホソスジテッポラ 0 0 J 

゜゚゜
1 

゜
3 

゜゚゜
1 

゜
0 0 0 0 0 0 l O 1 0 0 0 0 7 〇潮間帯岩礁

シロレイシ 0 0 0 0 0 0 

゜゚
2 

゜゚゜゚゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚
0 0 0 0 2 0 i餅間帯付近 岩礁

キイロイガレイシ 0 0 0 0 0 0 l 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
0 0 

゜゚゜゚
0 0 l 〇潮lfll帯完砥

とメシロレイシダマシ 8 0.2 8 0 1 

゜
5 

゜
4 

゜゚゜
3 0 3 

゜
l 0 JJ 0.1 

゜゚
l O 2 

゜
0 45 〇尚窮珈サンコ窪

カプ ラガイ 0 0 I 

゜
0 0 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
l 〇潮間帯ー 20m

ヒメオリイレムシロ 5 0.J 43 0 1 23 0.2 20 0.1 10 0.1 

゜
0 8 O.l 4 

゜
.I 

゜
9 0.1 

゜゚
0 0 

゜
0 123 0.1 濶師!On1砂泥底

腹
サメムシロ 0 0 7 0 0 

゜
0 0 2 0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 2 0 l 0. l 

゜゚
0 0 ]2 〇潮下部細砂底

ァッムシロ l 。l 。。。。。3 0 
゜゚゜゚

0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
0 0 5 〇靡帰祁籾澗躇塊

'}・'ウキ..tウムシロ 0 0 J 

゜゚゜゚゜
l 

゜゚゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 2 〇潮間帯砂泥地

ヒメヨフパイ 6 0.1 13 0 JO 0.1 12 0.1 12 0.1 

゜゚
2 

゜
2 

゜
l 

゜
6 0.1 l 0.1 1 0.2 I 0 67 0.1 潮間帯下

ミスジョフパイ 0 0 

゜゚
0 0 0 0 

゜゚
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l 0. J 

゜゚
0 0 l 〇潮m1帯岩礫地

スジグロホうダマシ 0 0 3 0 0 0 2 

゜
3 

゜゚゜
1 0 0 0 0 

゜
2 0 

゜゚゜゚
0 U 11 〇潮Ill]帝岩礁

シマペ／コウパイ 2 0 16 0.1 3 

゜
3 

゜
8 0 0 

゜
J 

゜
2 

゜
0 0 3 0 

゜゚
0 0 1 0 39 〇潮,m帯岩礫底

ノシガイ 0 0 

゜゚゜゚゜゚゜
0 0 

゜
3 

゜
1 

゜
l 

゜
0 0 

゜゚
0 0 1 

゜
6 〇潮間帯岩諾地

ヒメホラダマシ 1 

゜
3 

゜
0 0 

゜゚
3 

゜゚゜
1 

゜
l 

゜
0 0 l 

゜゚゜゚゜
J 0 11 〇潮間帯岩礁

チトセボラ 11 0.2 19 0.1 l 

゜
5 0 27 0.2 0 0 7 0.1 6 0.1 I 0 15 0.1 1 0.1 

゜゚
3 0.1 96 O.l 湖Ill滞付近岩礁

'!iりキより'l/71がイ 2 0 3 0 2 

゜
2 

゜
3 

゜
0 0 2 0 1 

゜
J 0 4 

゜
0 0 

゜゚
l 0 21 〇潮11¥J布下岩糾

ツノマタガイモドキ 0 0 6 0 l 

゜
5 

゜
5 

゜゚゜
0 0 3 0 l 

゜
4 0 0 

゜
0 0 1 0 26 

゜
，， 

イトマキポラ 4 jo.1 6 0 l 

゜
9 0.1 35 0.2 

゜
0 4 0 J 6 0.1 4 0.2 10 0.1 1 0.1 0 0 3 0.1 83 O.J 潮ii僻～釦喘懇

ナガイトマキポラ 2 0 17 0.1 2 

゜
7 0 13 0.1 

゜゚
2 

゜
5 0 3 0.1 4 

゜゚゜゚゜
2 0.1 S7 O. l 潮醗～枷菩但

マル ニシ j 

゜
3 

゜゚゜
0 0 3 

゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
I 

゜
8 〇潮1111帯岩礁

オニコプシ ］ 

゜
2 

゜
l 

゜゚゜
］ 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜
r ）` 〇 潮間帯-IOm岩砂

足
コオニコプシ 28 0.6 264 0.9 45 0.5 36 0 2 34 0.2 

゜゚
3 

゜
5 0 0 0 G 0.1 I 0.1 1 0.2 24 l .2 447 0.4 潮間帯岩礁

チョウセン7テ＇ガイ

゜゚゜゚
I 

゜゚゜゚゜゚゜゚゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚゜゚
l 0 ,,. 日を枷牛i護罰雑

イモフデガイ 0 0 0 0 I 

゜
0 0 

゜゚
0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 () 0 

゜゚゜゚
0 0 1 〇禍闊帝岩や,j屯の爵砂底

ナガシマヤタテガイ 0 0 0 0 

゜゚゜゚゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
l 

゜゚゜゚゜
0 0 I 〇屈皆・Jm告邑・ナン乃賤

マユフデガイ 0 0 I 

゜゚゜゚゜゚
0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜
l 〇潮冊町岩礁

サツマピナ 0 0 3 

゜
0 0 

゜゚゜゚゜
0 0 

゜
.1 

゜゚
0 0 

゜゚゜゚゜
0 0 4 〇浅海の砂底

マダライモ 5 O.l 38 0.1 5 0. J 7 

゜
9 0.1 0 0 6 0.1 4 

゜
0 0 1 

゜゚゜゚゜
6 0 3 81 O.J 涌1間帯付近岩礁

コマダライモ 0 0 l 

゜
0 0 

゜゚
0 0 0 0 l 

゜
0 0 

゜゚
1 

゜
I 0.1 

゜゚゜゚
4 0 i郷l帯へ20m岩罷

ジiズカケサヤガ9イそ 0 0 0 0 

゜゚゜゚
l 

゜
0 0 

゜゚
l 0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
2 〇潮間帯下岩礁

サヤガタイモ 4 0.1 29 0.1 8 0.1 7 

゜
7 

゜゚
0 14 0.3 4 

゜
1 

゜
4 

゜
2 0.3 0 0 4 0.2 84 0.1 潮11¥J帯岩礁

クロミナシ 1 

゜
6 

゜
J 0 0 

゜
2 

゜゚゜
1 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚゜
0 JI 

゜
❖ 

イポシマイモ 6 0.1 29 O.J ］ 

゜
7 

゜
4 

゜゚゜
5 0.1 1 

゜
0 0 3)。3 0,4 
゜゚
7 0.4 66 0 1 潮IHI帝下岩礁

キヌカツギイモ 1 

゜
5 0 0 

゜゚゜
J 0 0 0 2 

゜
1 

゜
0 0 j 

゜゚゜゚゜
0 0 11 

゜
,, 

ゴマフイモ 0 0 I 

゜゚゜゚゜
0 0 

゜
0 0 

゜゚
0 0 

゜
l 

゜
0 0 

゜
0 0 0 2 〇潮l削帯岩礁

サラサミナシ 0 0 2 0 0 0 

゜゚
2 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜゚
0 0 0 4 〇潮/ltl帯付近岩砒

サうサミナシモドキ 0 0 5 

゜
0 0 0 0 2 

゜゚゜
0 0 I 

゜
0 0 0 0 

゜゚゜゚゜
0 8 〇縣掃へ20mサi:ii色砂

網
ミカドミナシ 0 0 3 

゜
0 0 0 0 

゜゚
0 0 J 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜゚
0 0 4 〇禰問帝下サン頭け中

アンポンクロザメ 2 0 12 

゜
2 

゜゚゜
5 0 0 

゜
2 

゜
l 

゜
0 0 2 0 I 0.1 

゜゚
2 0.1 29 〇潮間帯岩礁

クロフモドキ 0 0 8 

゜゚゜゚゜
l 

゜゚゜
1 0 0 

゜
0 0 I 

゜゚゜
0 0 0 0 II 

゜
,, 

ニシキミナシ 0 0 2 

゜
0 0 I 

゜
l 

゜゚゜
5 0.1 1 

゜
0 0 0 0 

゜゚゜゚゜
0 10 0 i伺f,IJ帝水浜 !Omi曳底

アジロイモ 0 0 6 

゜
l 

゜
2 

゜
4 

゜
0 0 5 0.1 1 

゜
l 

゜
0 0 

゜゚゜゚゜
0 20 〇渦『lJ帯-20m 砂底

イタチイモ 0 0 0 0 0 0 

゜゚
0 0 0 0 

゜゚
0 0 

゜゚
0 0 1 0.1 

゜゚゜゚
J 

゜
❖ 

クロザメモドキ 0 0 l 

゜゚゜゚゜
1 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
2 0 滑麟岩駐間の砂中

クダボラ 0 0 l 

゜゚゜
I 

゜゚゜゚゜゚゜
l 0 0 

゜
0 0 

゜゚
0 0 

゜゚
3 0 10-20m砂底

リ上ウキュウタケガイ 0 0 0 0 

゜゚
l 

゜゚゜゚
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 

゜゚
I 〇浅海砂底

キ;,タケガイ 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜゚゜゚
0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 l O. l 

゜゚
0 0 I 

゜
,, 

ペニタケガイ 4 0 1 5 

゜
l 

゜
2 

゜
3 0 

゜゚
l 

゜
l 

゜
1 

゜
0 0 

゜゚
2 0.5 0 0 20 

゜
,, 

タケノコガイ 0 0 2 0 

゜゚
I 

゜
l 

゜゚゜゚
0 0 0 0 0 0 

゜
l 0.1 

゜゚
2 0.1 7 

゜
ケ

ナツメガイ l 0 11 

゜
0 0 2 

゜
8 0 0 0 I 

゜
0 0 0 0 5 0 

゜゚゜゚
1 0 29 〇滑闘帝下悔藻の問

タッナミガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜゚゜゚゜゚
2 〇瀬冊帝下砂や小石底

ツヤギ七ル 30 0.6 552 1.8 161 1.6 167 1.2 214 1. 3 

゜
0 16 0 2 18 0.2 10 0.4 33 0.3 1 0. J 

゜
0 13 0.6 1.21: 1.1 陸産

小 計 137 I, 2災 281 319 460 

゜
104 77 27 144 18 5 79 払889
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第46表 北原貝塚貝類組成表・ 4

・・ 層位表採 I層 I環 lb恩 1l層 I]a陪 m層 Illa層 Illb層 l¥「層―v陪 ＼憶不明 合計
種ぶぐご 数％数％数％数％数％数％数％数％数％数％数％数％数％数％

棲息地

,-~,• そ,.::.I a 7 0. J 21 0. l J O O O 17 0. I O O 2 0 4 0 I O 5 0 0 0 0 0 1 0 59 0. I陸産

腹 ォ土ナワヤマタニシ 1.0i!Zl.i,.9626.01.52 15.6 .15123.8".35 35.1 23 29.51.iO 2-l.5 .30~20.6 486 21.01.88118.316521.0154 36.825512.7冷8424.3 • 

ず ~-'-'7-\),r,りマ／マ1 96720.0 .2i li.2 94・-10.-1 .98 -11.2 .59、21.613 16.i .31133.1 甜 -19.3978-12.2.83 46.9221 28.0127 30.-ll71 8.5 3.9. 30.i • 

j(ンダナマイマイ 551I J2・, 28, JO. 7 1.30, I 3. -l I. 2i 8. 8 I. 80-110. 8 l 6 20 51. 0訂15.-ll.51,13.629812.91.451-l.214918.i42 I0.0!356.712.9111.7 • 

マp -,て,,;マ勺1 85 1. 7 579 l. 9 59 0. 6 119 0. 8 609 3. 7 2 2. 6 59 0. 8 214 1. 9 68 2. 9 70 0. 7 6 0. 8 2 0. 5 34 l. 7 i,9C,6 l. 7 ,, 

足 ，りデがやマク 7 0. I 63 0. 2 23 0. 2 19 0. I 32 0. 2 0 0 9 0. I 8 0. 1 0 0 18 0. 2 2 0. 3 0 0 J O 182 0. 2 ,, 

シュリマイマイ 45 0. 9 26 0.1 2 0 8 0. l 52 0. 3 0 0 8 0. 1 2 0 2 0. I 23 0. 2 0 0 0 0 0 0 168 0. 2 ,, 

オオカサマイマイ I O J 5 0 9 0. I 4 0 6 0 0 0 I O I O J O 2 0 0 0 0 0 0 0 40 0 、、

77リカマイマイ 9 0. 2 12 0 5 0. l 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 ,,. 

網 ヵモガイ O O O O O O 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 l O O O O O O O 5 0潮間帯岩礁

1)ヽ 言t2.i-l 17.24 , 邸I I0.86 ll.9i 54・.  Ii 、55 1.83 ,291 543 325 597 6.0i 
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第47表北原貝塚貝類組成表 ・5
焙位： 表採 I培 I a層 I b層 Ill芭 ll a陪 III陪 III a層 皿b層 W屈 V層 ,,11召 不明 ／ロふ舌ロ1-

種名 、＼数鶯＼ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 数％ 敷％ 数％ 数％ 数％ 数 ％ 数％
棲息地

ベニエガイ 0 0 

゜゚
0 0 I 

゜
I 0 0 

゜
J 

゜
0 0 I 

゜
J 

゜゚゜゚
0 0 

゜
r ）` 〇潮間帯岩珪地

・エ ガ イ 2 0 7 

゜
j 

゜゚゜
7 0 

゜゚
5 0.1 2 

゜
0 0 1 

゜゚゜゚゜
1 0 26 〇潮間帯岩住地

リュウ払ウサルポウ 0 0 2 

゜
0 0 2 

゜
l 

゜
0 0 3 

゜
） 

゜゚゜
0 0 1 0.1 0 0 

゜
0 IO 〇浅海砂底

ソメ ワケグリ 0 0 1 

゜゚゜゚゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
0 0 

゜゚
0 0 0 0 l 〇浅海砂Ii¥

')ェウ・t-.,ウヒ1(1Jfiイ 7 0.1 37 0.1 16 0.2 20 0.1 27 0.2 0 0 3 

゜
7 0.1 

゜゚
3 0.1 

゜゚
0 0 5 0.2 128 0.1 ；灯守帝-:vm臆：：Iす.t;

クロチョウガイ I 

゜
， 
゜゚゜゚

0 10 0. l 

゜゚
3 0 10 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 J 0 34 〇湖間帯下 岩礁地

ミドリアオリガイ 69 1.4 783 2.6 352 3.6 407 2.8 131 0.8 

゜
0 10 0.1 37 0.3 5 0.2 30 0.3 I 0.1 0 0 4J 2.0 1.86( l. 7 甜栢～珈Im詞底

客斤
カイシアオリガイ 0 0 l 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜゚
0 0 

゜゚
0 0 0 0 0 0 

゜゚
0 0 I 〇滑胤1帝-20ni 岩り

シ.1モクアオリガイ 0 0 5 

゜
2 

゜
0 0 0 0 0 0 2 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
0 0 ， 
゜
,, 

チサラガイ 0 0 l 

゜゚゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚
I 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜
2 0 潮間帯下岩礁

メンガイ 4 0. I 7 

゜゚゜
5 0 3 

゜
l l. 3 4 0.1 2 0 

゜゚
3 0 2 0.3 

゜
0 4 0.2 35 〇限搭聰的堰

ニセマガキ 0 0 0 0 

゜゚
0 0 I 

゜
0 0 

゜
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜゚
0 0 

゜゚
l 〇 滑疇-~1 岩位

イタポガキfflJJ―li 0 0 

゜
0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚
I 

゜゚゜
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
1 

゜シレナシジミ 2 0 ]5 0 0 

゜
7 

゜
8 0 0 0 14 0.2 2 

゜
I 

゜
6 0.1 3 0.4 

゜゚
2 0 I 60 0.J マングロープの泥地

クロ7トマヤガイ 1 

゜
6 

゜
3 

゜
2 0 0 0 0 0 l 

゜
I 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 0 0 0 14 〇潮間帯の岩礁

カ ゴガ イ 0 0 1 

゜
l 

゜
0 0 1 

゜゚゜
3 

゜
1 

゜
1 

゜
0 0 l O 1 

゜゚
1 0 10 〇 渭問畜下水深狩m砂底

ウラキッキガイ 1 0 20 0.1 1 

゜
I 

゜
5 

゜
I J.3 2 

゜
5 

゜゚゜
2 0 2 0.3 

゜゚
0 0 40 〇潮間帯20m砂底

クチベニッキガイ 0 0 2 

゜゚
0 0 

゜゚
0 0 

゜
l 0 0 

゜゚゜
l 

゜゚
0 0 

゜
0 0 4 〇 消枇1帝水；深20m砂底

キクザルガイの一植 0 0 1 

゜゚゜゚゜
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
l 

゜シラナミガイ 41 0.8 212 0.7 20 0.2 34 0 2 58 0.3 J J. 3 25 0.4 27 0.2 2 O. l 32 0.3 7 0. 9 5 1.2 35 1. 7 499 0.5 滑!ill帝 サンゴ礁
ヒレジャコ 1 

゜
6 

゜
3 

゜゚゜
3 0 0 

゜
3 

゜
2 

゜
l 0 II 0.1 l 0.1 0 0 I 0 32 〇甜籾20mサンゴ世

ヒメジャコ 60 l .2 328 ],] 26 0.3 46 0.3 39 0.2 

゜゚
7 0.1 5 

゜
I 

゜
3 0 0 0 

゜
0 52 2.6 567 0.5 1-

シャゴウ 13 0.3 54 0.2 4 

゜
5 

゜
7 0 2 2.6 10 0.1 5 

゜
2 0.1 2 0 2 0.3 l 0.2 12 0.6 JJ9 0. J ，， 

足
リ辺払ウザ1げガイ 0 0 

゜゚
0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
l 

゜
0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
l 〇混加、砂や小石 i罷

オオヒシガイ 2 0 7 

゜
1 

゜
7 0 12 0.] 0 0 3 0 10 0.1 2 0.1 1 

゜
0 0 0 0 j 0 46 〇浅海砂底

カワラガイ 8 0.2 27 0.1 l 

゜
7 0 13 0.1 0 0 10 0.1 7 0.1 4 0.2 7 0.1 2 0.3 2 0.5 6 0.3 94 0.1 ，， 

ヌノメガイ 0 0 3 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 l 

゜
0 0 

゜゚
0 0 1 0 .1 0 0 0 0 5 

゜
，，， 

マルオミナエシガイ 2 0 5 

゜
0 0 l 

゜゚゜
0 0 5 O.J 2 

゜
l 

゜
2 0 l 0.1 0 0 0 0 19 

゜‘’ ホ')スジイナミガイ 6 0.1 47 0.2 10 0.1 8 0.1 8 0 0 0 3 

゜
5 

゜
l 0 11 0.1 l O. l 2 0.5 5 0.2 107 o. J ❖ 

ヒメイナミガイ 0 0 1 

゜
0 0 ） 

゜゚゜
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜
2 0 淵間帯20m砂礫底

アうスジケマンガイ 0 0 2 

゜゚゜
0 0 0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 

゜゚゜
2 0 潮IHI帝砂礫底

カノコアサリ 1 

゜
2 

゜
l 

゜゚゜
0 0 0 0 

゜
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 0 0 0 4 〇潜!ill帯下砂泥底

イソハマグリ 50 J.O 355 1.2 149 1. 5 107 0.7 1 l I 0.7 

゜
0 64 0.9 145 1 3 33 l 4 ]j D. l 5 0.6 

゜
0 32 1. 6 1.06: 1.0 潮1間帯上部砂底

ナミノコマスオ 0 0 3 

゜゚゜
1 

゜゚゜゚
0 0 0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
0 0 0 0 

゜
4 〇潮間帯砂地

リュウキュウパカガイ 0 0 1 

゜゚゜
0 0 0 0 0 0 1 

゜゚
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
2 0 10-30m 砂底

＇）よりわり77,オガイ 26 0.5 143 0.5 28 0.9 31 0.2 83 0.5 

゜
0 59 0.8 142 1.3 18 0.8 14 0.1 5 0.6 l 0.2 15 0.7 565 0.5 湯問帝砂や,1屯のほ底

サメザラガイ 2 0 1J 

゜゚゜゚
0 0 

゜゚
0 7 0.1 0 0 

゜゚
3 0 2 0.3 l O 2 

゜
0 26 〇浅海砂底

');. りも約う卜りがイ l 0 31 0.1 1 

゜
5 0 9 0.1 

゜
0 4 0.1 8 0.1 

゜゚
2 0 

゜
0 0 0 0 0 61 0.1 ,, 

ヒメニッコウガイ 0 0 1 

゜
0 0 

゜゚゜゚゜゚゜
0 0 

゜
l 

゜
l 

゜゚゜
0 0 

゜゚
3 

゜
，， 

網
モチヅキザラ 0 0 

゜゚
0 0 

゜゚
2 0 0 

゜゚
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜゚゜
0 0 

゜
2 〇潜間帝-20m 砂底

ヒザラガイ 0 0 53 0.2 2 

゜
4 0 19 0.1 0 0 1 

゜
0 0 0 0 2 0 

゜゚
0 0 0 0 81 0.1 潜!Ill帝I!)岩や小石底

オウムガイ

゜゚
1 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚
0 0 0 0 

゜゚
0 0 1 

゜
2 熱゚7ド沿布郷のサmiンfi/JコJX:砥

斧 足 網 300 払191 622 702 559 5 255 429 74 152 37 12 215 ;J, ;J.;J. , 、:

腹 ,t_ n 網 ~.62i 似，!31 ~.15 13,SH 6.111 73 6.721 10.721 ~.241 0.15 762 404 I 78: ni.OOI 
苓Jr 足 網 300 I? .191 622 702 559 5 255 429 74 152 37 12 215 p,55 

吊,,公じ• 合 計 t92~ 93. 9 00.62 98. 8 ~.771 100.: 14.51: 98. 9 16.671 99. I 78 100 .. 6.97! 99.1 11.151 99.1 り.31198.8 0.30 99.2 799 100.: 416 99 4 加.0097.4 111).jj 
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2. 脊椎動物

脊椎動物造存体には，陸生哺乳類のイノシシ，家畜獣のウシ，ウマ，ヤギ，悩歯歯類のネコ，

ネズミ，爬虫類のウミガメ，ヘビ類，鳥類と，多くの魚類骨がある。

はじめに，これらの種名リストを掲げ，その概要を簡記する。

脊椎動物逍存体種名一覧

脊椎動物門 phylum VERTEBRATA 

I. 軟骨魚綱 Class Chondrichthyes 

サメ目 Order Lamniformes 

属 ・種不明 Gen. et sp. ind et. 

且．硬骨魚綱 Class Osteichthyes 

1. スズキ目 Order Perciformes 

a.Iヽ タ科 Family Serranidae 

マハタ属 EJJinej,hefus sp. 

b. フエフキダイ科 Family Ltjanidae 

ハマフエフキ Lethrinus Choerorhynchus 

コショウダイ属 Temmincl, et Schlegel sp. 

コ、` ウダイノョ Plectorhynchus cinctus 

ョコシマクロダイ Monotaxis grandoculis (F orsskal) 

C. ベラ科 Family Labridae 

カンムリベラ属 Coris sp. 

コブダイ S emicossyphus retic11/atus 

d. ブダイ科 Family Scaridae 

ナガプダイ属 Scarops s/J. 

ナガプダイ S carops rubroviolaceus 

イロブダイ屈 Bolbojetopon sp 

イロブダイ Bolbometopon bicolor 

ナンヨウブダイ Scarus gibbus 

E. ニザダイ科 Family Acanthuridae 

属・種不明 Gen. et sp. ind et. 

2. フグ目 Order T etraodont1formes 

a. カワハギ科 Family Aluteridae 

モンガラカワハギ属 Balistes sp. 

b. ハリセンボン科 Family Diodontiad 
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属 ・種不明 Gen. et sp. indet. 

m. 爬虫綱 Class Reptilia 
1. カメ目 Order Chelonia 

a. ウミガメ科 Family Chelonidae 

2. 有鱗目 （ヘビ亜目） Order Ophidie 

科・属不明 Fam. et gen. ind et. 

N. 鳥綱 Class Aves 

1 . ワシ ・タカ目 Order Falconiformes 

a. カモメ科 Landae 

V. 哺乳綱 Class Mammalia 

1. 醤歯目 Order Rodentia 

a. ネズミ科 Family Muridae 

属 ・種不明 Gen. et sp. ind et. 

2. 食肉目 Order Canirora 

a. ネコ科 Family Felidae 

不コ Felis catus 

3. 奇蹄目 Order Perissodactyla 

a. ウマ科 Family Equidae 

ウマ Equus caballus 

4. 偶蹄目 Order Artiodactyla 

aイノシシ科 Family Suidae 

リュウキ ウイノ‘‘ュ ンン Susleucrniystax riukiuanus 

b. ウシ科 Family Boidae 

ヤギ Capra hircus 

ウシ Bas taurus 

節足動物門 Phylum Arthropoda 

I. 甲殻綱 class Crustacea 

1. 十脚目 Decapoda 

a. ワタリガニ科 Family portunidae 

ノコギリガサミ Scyilyserrata (Forskal) 

タイワンガサミ Portunus pelagicus (Linne) 

軟体動物門 Mollusca 

I. 頭足綱 Cephalopoda 

二鯉亜綱 Dibranchia (Coleoidea) 
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1. コウイカ目 Sepioidea 

a. コウイカ科 Family Sepiidae 

棘皮動物門 Echinodermata 

l. ウニ綱 Echinoidea 

1)魚類 （第48表，図版58,59・ 上）

同定できた魚類骨は，第48表に示したように，軟骨魚綱で 1目，硬骨魚網で7科 9種ある。

発掘調引噌面桔に比して出土甍としては決して多くはないが，各層とも主体をなしているのは，

ブダイ科，ハリセンボン科，ハタ科などである。

a)軟骨灼綱

サメ類

］層にて 3点， Il磨にて 1点，出土不明 1点の計5点の椎休が出土しているのみで

ある。

b)硬骨魚綱

1. ハタ科ーマハタの仲間に）属すると思われるものが， lJ層で右前上顎骨 l点が出土し

ている。

2. フエフキダイ科ーハマフエフキと思われるものと，ヨコシマクロダイと思われるも

のの他に，他種が含まれるようであるが，不明。出土；資料の個体差にもバラッキ

がみられるが，計測可能な脊料をみる限り ，2.5-3.5cm前後のものが多いよう

である。

ハマフエフキは，表採の左前顎骨 l点の他に，右前顎骨が3点，左前上顎骨が

1点，左蘭骨 1点がI・la・illb庖で出土している。

3. ベラ科一比較的出土罰は少ない。同定できたのはカンムリベラとコブダイの 2種で

あるが，他にもいくつかの種が含まれるようであるが，あまりにも砕片のため，

詳細については判然としない。

出土責科は両者とも歯骨で，カンムリベラはillb層にて，コブダイは1Iおよ

びilla層で各々 1点づつ出土している。

4. ブダイ科一最も出土量が多く，本貝塚の主体魚種の一つである。プダイ科は，種類

が多い魚の種一つであるが，同定できたのはナガブダイ属のナガブダイと，イ ロ

プダイ屈のイロブダイ，ナンヨウブダイの 2属 3種である。

出土量としては， 3種ともほぽ同数である。部位別では，前上顎骨や歯骨など

が多いが，それらの大きさにはバラッキがみられる。歯骨をみた場合，その咬合
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面長が1cm・ 前後のものから 3cmに達するものがあるが主体を占めるのは1.5-

2.5 cm前後のものである。これらからして，その体長は20-30cm前後のものが

主体であったであろうと雅する。

5. ニザダイ科ー出土量は，極少である。尾部棘状の鱗がI層で2点， 11層で3点， Ill

層で2点出土しているのみである。

6. カワハギ科ーlb層より右前顎骨 1点が出土している。モンガラカワハギ属に属

するもののようである。

7. ハリセンボン科ーハリセンボンの上 ・下歯板や棘が比較的多く出土している。上 ・

下歯板の大きさから して，30-40cm程の体長になるほどのかな り大型のもので

あったと思われる。

以上，簡記したように，本貝塚の主体となっているのは，プダイ科，フエフキダイ科，ハリ

センボン科などのラグーン内の中 ・底層に棲息する魚類である。これらは，満潮とともに岩場

の深場に休息あるいは休眼にきて， ：：「潮とともにラグーン内に活動に出るという習性をもって

いる。

そして，本貝塚からは釣針などが得られていないことより，貝製品の項で報告した貝製漁網

錘を使用した漁法などによって捕獲されたであろう。
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第48表骨部位別数差表

:伍------雙」立ー 表採 I層 J a層 1 b J晋 l]層 III層 III a屠皿b層 w層 V層 不明 合計
サメ且 脊椎 3 1 1 5 

イサキ科
コショウ
R十L十 zt-----h-午 告 昌・ダ イ

フ ョコシ夕・マR十I』

* 州 午 告ゴ・ クロイ
フ ハマ 十 告 午 午 舟斗ニ
7.17キR十Lタ‘

イ
種1哨 R十L ＋ 廿 * H 

ベ カンムリ R土 L ーし _L  

ス ラ
ベラ l 1 

科 コタ プイ R土 ［、 土 _L _J_ 

ズ
1 1 2 

プイダロイ R十L 十 寸 干 斗 担
キ

祖 青 州 缶 旱
---P-『 帽ブ

プダイ R十L
目
ダ ナブンダヨイウ 一且 叫 』 ーし _L  ーし 一且 旱
イ

R_LL 
2 2 2 2 1 2 11 

科
プイダイロ R-1ーし 止 ーし 」」 』 上 』 早

1 I 1 3 1 7 

tダ1"R_LL 旱 止 臼＿ 止 上＿ 止
2 2 4 

ニザダ イ科
2 3 2 7 尼 -im棘状の鱗

Jヽ タ科マハタ属 R十L 牛 午

噂iモン悶 R十L 午 -4-
フ
カリI カワ

グ モンガラカワハギ科の棘 ］ 1 
目
ハリンセ朴ンハ リ-:,-上↑ 破片

7 3 2 1 1 14 
ボ センボン す” 3 - 1 - ] 2 

- 1 1 1 .=-,) 4 

ハリセンボン科 棘 1 19 20 

椎 体 突 起 1 3 1 1 6 

主 上 顎 厄閂 1 7 8 

主 、崩いヽff!じ‘ 芸.Ult-• ,ca. 自 1 1 1 1 6 1 11 

間 接 且自・ 
L 1 1 3 1 6 
イヽ 1 1 2 

尾 舌 忠閂
R 1 1 2 
L 2 2 

尾 椎 厄閂 1 1 2 1 5 

腹 競 軟 木久 1 1 1 1 4 

腰 叫． rtJ 1 1 

突 起 1 6 1 4 4 1 1 18 
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2) ウミガメ類（第49表，図版60・上）

ウミガメ類の逍存体は，計23点得られている。その半数以上が背甲板，縁甲板である。

それ以外の部位としては，烏口骨，上腕骨，寛骨，大腿骨などがある。

各層よりの出土があるが， II層で半数近くの12点と最も多<, ill a層がこれに次ぐ。他

層の出土は，僅少である。

第49表 ウミカメ類部位別数罷表

祠〗~竺表 I a II ID ill a lV ヘ•= ―’ 
採 層 層 層 層 層 計

烏 ロ 、ta閂. 1 1 

上 腕 屈目． L 1 1 

上 L 1 1 
党 厄閂 ----・-...... ....... ．．疇ー・・・・------.. 一..------------- ------

下 L 1 1 2 

大 腿 皿円 R 1 1 

縁 甲 板 2 2 

背 甲 板 1 ， 3 1 14 
破 片 1 1 

合 計 1 1 12 1 6 2 23 

3)ヘビ類（第50表）

I層より椎骨が1点が出土しているのみである。

第50表 ヘビ類部位別数罹表

三I層脊椎 1 
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4)鳥類 （第51表，図版66・ 上）

カモメ科の仲間と， ワシ ・タカ目の仲間が出土 しているが，具体的な種レベルまで堀 り

下げて，同定するまでには～っていない。

a カモメ科ーカモメ科の造存体は．計15点出土している。n居以外の各層よ り出土
しているが ¥II苔に最も多い。ほぼ各部位にわたって出土がみられるが，各部位

ごとの，LJ―,1土数は， 1 -2点と断片的に出土 しているにすぎない。

b. ワシ ・タカ目ーワシ ・タカ目の造存休は，計11点出土 している。VI名を除く各層

で出土 しているが，いずれも 1-2, 点と断片的な出方である。まな部位別の出

土数も同様である。

第51表鳥類部位別数針表

目 ・科名 □□----:[： r団
＂

カモメ科
.
J
 

庁 D
 
骨

上腕骨 （完存）

椀 1 近位
□
 

位

9

)

 

立
n

L
-R
―不

り
]
 
1
 
2
 体 R 1 

部 L 1 
. ....... ·••····.......................... 

R 1 
体 f・・・c・・・ ·······- ··-••···•···-·t······· ・・・・・・r・1し

mFl 
＇ 遠 位

中

手

骨

いじ
ノ
1

「
ノ 口存 L 1 

＾ 争-争・---1---・・・・・↓ -..  

ー

畠IIg 
1 

］ 

2 

1 

1 
- . 

l 

1 

1 

近----___ 1立-----ー一饂l_ ___[占__,_……→ _____ , 一ー・一
遠 位部 IL I 1 
脱骨 （骨体） L 

ー

.. 1 ....... J ...•.... 1會...~.. r ...... 1..1. .. 
1 

ー ー

ワシ ・タ カ目

> t,~ 二
上

腕

骨

＇ 
'~ 

＇三’
 

~
 

l
.
 

R
~ 

．
 

q
-
・
 

r
j
.
 

プ

~

L•• 
J

• 

r
・ソ
・

遠 位 部 f-··~-.. 1 ....... J. . .!. ... , ............... _, __ _ 
L 

ー

1
-1
 

＿
 -l
 

r
 

'~ 

尺骨 （完存） L 1 1 

腔骨 体 L 1 1 
................................ ・・・・・・・....... ····•··········· ・・・・・・・ ............................... 

厄・
‘ニヒ ~-U』

自辿位 ~1ifff L 1 1 2 4 

趾骨 1 1 

小計 2 2 .1 3 1 o 2 I 11 
合 計 3 3 1 5 2 10 2 26 
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5) ネズミ （第52表，図版66)

ネズミの遺存体は，計14点出土している。各層より出土しているが，いずれも 1-2点

の出土である。部位別では，大腿骨9点と多数を占めている他は，下顎骨，上腕骨，尺骨

が各 1点と，寛骨が2点となる。

第52表 ネズミ部位別数量表

こ 立 I Il ill ill a N 不 合
層 層 陥 層 層 明 計

下 顎 忠目 R 1 1 

上 腕 ,ra目. R 1 1 

尺骨（近位部） R 1 1 

勺兄 屈自 L 1 1 2 

大
完存 L 1 1 
-----..................... ... ~.. ...... ―-+ - +・ ・・-・---. -. -

近 位 音IS L 2 1 3 
腿 -. ・--. --・-. ・-.. ・---・...... -.... -．．．．ー・ ------・・------・-・-ー・噸~ ● ー・ * •• 彙● ● 雫..雫.

骨 体 L 1 1 
骨

.........  電~ 囀~囀..................  ● ー・ ー一三―-- ...... ..... --・-・・ —. ---------------

遠位骨端のみ R 1 1 

R 1 1 2 
胚骨（近位部） ... 量・ .. --. ― ・--・-・ -・・-・・ ------- . - - -場 争場..● 尋 ...  幽. - . 

L 1 1 

合 計 3 3 1 2 2 3 14-
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6)ネコ （第53・54表図版65)

幼児骨が出士 している 。 出士虻は， 計99,~ばと比較的多く 、ほぼ各部にわたって出士して

いるが，そのほとんどが表採責料と 1層出土であるうえ，骨而に多少の光沢而が観察され

風化が進行していないことなどからして，具塚に伴うものではなく，後枇の紛れ込みであ

ろう。

これらの他に. IJ・N・V層より各 1点づつの出土があるが，各所に樅乱土堀がみられ

た南側地区よりの出土である ことから，発掘時の採取エラーの可能性もある。

栴53表 ネコ部伶別敷忙表

培位表 I J a Il lV V 不合
部位 採層屈層層瑶明計

頭 ．頭 ．．．．． 器:________骨..............? .................................. --~ 
硲 前頭骨片 l ............................................... 

骨 側頭鼓室部 R 1 ............ _.,_., .. .,., .......... ., .... ., .......... ___ ] __ _ 
L 1 1 

椎 4

脊 ．． 盟・・・・・・・::::JJL:::::::::::::?:: ::::.::・:::・:: :::::: :: ::. ::::::: :t 
1 5 

軸椎 1 1 .................................................................... , ................... . 

胸椎 卜•••…………•••… 椎 5 1 1 7 腰 一椎―.............9 .............................. i ... "io" 

:::J山・・・・・・ ・オw::::::::::::::r:: :::::::・:::::: ・・::::-::::::::::・::::x::
骨 (...J阻．｛本突起片...............?. ..............................)... 3 
尾椎 3 3 
肋骨 13 12 25 

R 1 屑 甲 骨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......................會.........! ● ー・
L 1 1 

上 完存 R 1 1 

JW~ ::・ ・・近筐骨嬉のみ (: :::::::::)::: ::::::: :::::: ::::::: :::::: ::::::: ::r 
骨 近位嬬～遠位部 L 1 1 2 , .... ,iii: .. ・・・・・・・・・・・・................... ・・・・・・・・・ ....... ...... ....... .. i ... ...... .. 1 ... 
同体 L

撓骨 （完存） R 1 1 

尺 骨 R 1 1 

中 手骨 3 3 

R 1 1 党 骨 ...............ー・・．，．．．，．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
L 1 1 2 

完存 R 1 贔I・近位骨端のみ ・不 2 .......... ー．．，．．．． ； 
骨 ：． ：骨• • • ・・体 (: :::::::::::::: :::::::・:::::: ::r: :::::: ::::::・ j 
遠位骨端はずれ 1 1 

腔完存 R 1 1 
骨
...................................................................... 

近位骨錯はずれ L 1 1 

排 骨 1 1 
踵骨 （完存） R 1 1 

中 足骨 4 4 

盟． 基．ー・・節 ．一●…骨….... ~.. ー・・........ ー・・・ ...... ... : ... ...... ....... .. ~... 
骨中節骨 4 4 
合計 28 61 1 1 1 1 6 99 
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7) ウマ （第55表，図版60・ 下）

l屈より右中足骨（近位部） 1、1代と，攪乱士堀を含む出土区不明の左屑甲骨， 右大腿骨，踵

骨が各 l点の出土があるが，骨面に風化が進行していないことなどからして，具塚に伴うもの

ではなく，後1廿の紛れ込みであろう。

第55表 ウマ部位別数歴表

こ I 不 合
層 明 計

J月甲骨（速位部） L l 1 

大 腿 骨 R 1 1 

踵 厄目 1 ］ 

中足骨 （近位部） R 1 1 

合 計 1 3 4 

10)ヤギ （第56表）

I b I屈より左 ・右下顎骨が各 1点づつ出土している。標品もウマやウシと同様， I b呼出土で

あるうえ，さほど風化が進行していないことなどからして，具塚に伴うものではなく，後川の

紛れ込みであろう。

第56表 ヤギの伯数紐表

ー

↓
 

□

,111

ロ

／ヽ
 

下 顎 骨 , ...... 」 ···· ·••II ・・・....
1 II 1 

合 計□→廿
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8) イノシシ（第57表，図版61・上，62)

計146点が得られている。ほほ各層より出土しているが， I層に最も多く ，II層がこれ

に次ぐ。他層は，ほぽ同数である。

部位別では，歯．牙をはじめ，顎骨，四肢骨などとほぽ各部位にわたって出土しているが，

いずれも 1~ 5点前後と断片的である。

下顎骨において，その最小個休数をみてみると， m層 2, I層 lである。
第57表 イノシシ部位別数最表

五 一層位 I T a I b ＂ 
[II 闘a オ＜ ＾ 11 ／侶•· /•;•'i 栢，： ｝ゃ；： /1•'i I明 汗r

下 下顎骨片 R I I 

胃 関節突起
L I I 

不 I I 

脊 頚 椎 △ △ 

椎
椎 体 A £ 
椎体突起 片 △ △ 

屈同． 仙 椎 △ △ 

助 厄円
2 

＾ ＾ 
2~ 

破片 く3〉 <& 〉 < I > く2〉̂ く6〉̂

屑甲骨 （完存） Iぐ ~、-IJ Q; 

-==- 存
R ② ② 

上 :JC L ② ① ③ 

腕 屈目． 体 L ① ① 
只目． 

逃、土 k ーし 均'・!fu". R △ △ 
L ① ① 

撓 撓 厄自． L (j) ① 

骨 遠位端 R ① ① 

尺 尺 、豆目 L ふ ふ
皿目 体 R I I 

屈目． 
近位端 I~ l I 

中 手 厄閂 ill R J I 2 

中 手 N R ② lV & ②△ 
L /i¥. IV △ 乙

勺見 厄目
I~ ① △ ①△ 
L ① △ ① ＠△ 

大
,;:..,. --. 
存

R ② △ ① ③& 

)j退
フじ L ① & ① & @ 

、"'目・ 骨 体
R I I 
L ① ① ~- 形 L △ △ フじ

｝怪 近位骨端はずれ
R ② ム ① ③△ 
L ② ① Q) 

,ra円. 遠 位端 L I I 2 

骨端破片 ＜△ ） く△ ＞

排 骨 J L 

讐 完 形 I. l I 

,mIJ . 破 片 L < l〉 く］〉

距 骨
R & & 
L △ & 

踵 足目＊ 
R & & 
I, & △ 

オ旨 基節骨 & パ＼
¥止 破片 < l > く1〉 く1〉 < I〉 < J〉 く5〉
'じIふJ 中 節骨 △ △ 

中手 中兄骨 骨端のみ △ △ 

---i'J-J ---- 19 2 I I 6 29 
合 計

-------- . ーー・・..-
士言・---------------

ー・・む・.... 3 66 J 19 89 
II 
---・2 •··· 

2 5 I 
....2 .. ー・

5 
・・・2・8 ・・・・・・・--・・・・ 

注 ：O→幼△→若く〉 →破片
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9) ウシ（第59表，図版61・下，）

幼 ・若骨が出土している。幼児骨が計67点，若い個体の骨が計11点ある。 これらもウマ

と同様， l暦出土と攪乱土堀を含む出土不明がほとんどであるうえ，骨面に風化が進行し

ていないことなどからして，貝稼に伴うものではなく ，後枇の紛れ込みであろう 。

第59表 ウシ部位別数罹表

~ 竺こ立 I 不 合
陪 明 計

頭 頂 骨 l 1 

側頃骨鼓室部 R L 1 1 

頭
1 1 

側頭骨頬骨突起 R L 1 1 
商→令,. 1 1 
蝶形骨体 1 1 

竹• 側 頭 鱗 L 1 1 

後 頭 顆
R 1 1 
L 1 1 

後頭骨底部 1 1 
上 顎 屈l=J． 片 2 2 

R 1 ］ 

下 顎 、"'IJ• 
L 1 1 
不 1 1 
片 2 2 

脊 環 椎
1 1 2 

片・ 2 2 椎
軸 椎 2 2 

屯ヽJ,,j 

椎 体 片 1 1 
上 腕 足1-J・L & & 

椀 近 位 部
L △ ~ 
片 1 1 

骨
kl",_ • -,... 七 ． 位 部

R 1 1 
L 1 1 

尺 骨 L & .&. 

中 手 皿円
R 1 1 
L 1 1 

大 近 位 部 L 1 1 肌i
、ra目. 休 R 1 1 竹•

胚 J& ‘吉 位
R & & 

屈Fl” L 1 1 

距 ,J目TI. R LD. △ 
L & △ 

踵 、rn目. R 1 1 
L 1 1 

焼中I I J I 
完 存 L 1 1 
近位部 R 1 1 
骨体～遠位端 1 1 
指 基 M艮F~L 骨 8 8 
iJl: 中 ,,_J'.!I,... J 骨 4 4 
皿I司 末 M且I,J• 骨 R 2 2 
手根 ・足根骨 2 7 ， 
中手・中足骨骨端のみ 7 7 

合 計
幼 7 60 67 
右ー,,_ & & 公

個 休 珈
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3. 節足動物

甲殻網のカニ類のはさみや脚が78点出土している （図版59・Tl。詳細な種については，未

だ検討の余地かあるが必在休が比較的大型であることから，ワタリガニ科のノコギリガサミ

とタイワンガサミに比定した。

4. 軟体動物

頌足網のイカ類のlj=tが8点出士している (I叉IJ:ti59・ 下）。 形態上の特徴からして，コウイカ

利に比定したが，これらも詐細な柿につし＼ては未だ検討の余地が残されており，さらに調Jr:を

進めて行きたし氾
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第6章 まとめ

以上， l鱈までにて今回の調1f内容について述べてきた。ここでは，その主な内容を整則し，

まとめとしたい。

1 . 本貝塚の従前の調査抄

すでに述べてきたように本貝版の，；Jli]Jtは，今1叫で3度Hにあたり， 4りU象は今l.ulの調1tで
そのほとんどが壊滅したことになる。

まずはじめに，これまでの調介内容と）成栄について，その概災を簡述する。

1 IL!l l=lの調ftは， 1971年にカナダ ・ブリテイシュコロンピア大学のR. ピア‘ノン教授らが
行った学術的解明を目的とした調引ミである (R.Pcasonl981, リチャードビアソン • 他1990)。

調介地点は，具極の南側部分で，今jujの調1t地点と旧ターミナルビルの間付近で実施されて

いる。報告によると，表士↑約40cm下に追物包含｝消があり ，沖縄後期の上器とともに．具製

漁網錘，ヤコウガイ製杓臼火認11111, 螺益製敲打悩，石斧などの人 l迅i物と具類，、魚類などの動

物追休のほか，開元通費が1、1―,'.UI'.土している。

また，包含J,;,•,i の最下部からは，コーラル （珊瑚） を敷き貼めた 1面が確認されるとともに，柱

穴も検出されていることから，当該部分が住）心Ill:であろうと-t{鯰ピしている。
二度Hの調ftは， 1973年に実施された沖縄県教脊委員会によるものである。この調卦の契機
は， IJtj年 0972年）の沖縄県の本土復帰に伴い，離島の窄港が本土の基準に合わないというこ

とから，その拡張， 整備が計11hj され，これに先だって記録保イ子を 1=l 的とした事-~j,隣l介である。

調1t地点は，現在のmt機場 （エプロン）を含めた北側へ延びた部分である。ff式な発掘,t),',]jf
報糾村が未刊なため，詳細な内容については判然としないが， iUilJ介担当者の知念力の報文によ

れば （知念1976.1993), 下記のような内容のようである。

具塚の堆柏）Nは，枯盤1料まで含めて 5枚確認されているが， ーIJ,;,'iは1967年の空港拡りkこL事の
際に沿走路部分を削って枯み上げられた表土 ・撹乱培である。Il1,:1 は， IH 来の表土/•;~1 で，砂／怜

にマージ（赤土）を混じた褐色砂培をなす。 W I•~,:は，木撹乱の辿物包含陪である。屈/';£30-

40cmを測る。N陪は，碁盤の白砂層 (V1竹 ） への移行/,;<•で，1,;,1色は黄褐色を基す。V培は，

基盤の白砂陪である。

出士追物は，沖縄後期土器を主体に，石器，具製品，骨製品，鉄製品，1片銭などがある。土

器は．沖縄後期後半にユ般的な、!!!「；文の甕形士悩で，底部はくびれ‘ド底が主休をなし，少＋化の並

形や） ',·11 の器形を含む。 石器では，石J][lやJ~石，j::jし石などの二次的な生廂用具が主体を占め，

石斧などは佃少である。具製砧としては．ヤコウガイ製杓子状製品やシャコガイ製を中心とし

た貝製漁網錘，ホラガイ製容器などの当該期に比較的ポピュラーな製品のほか，所謂広田」・_層

タイプの貝符（具札）も 5点出土している。
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この他に注目されるものとして，中国唐代の占銭・ u肋じ通t1・(A.D.621 ~)が13、1_1・(, 五

鉢銭（後漢代B.C.J 19)が 1、,.'.(と、 ,1f銅悩片も得られているようである。

検出逍構には. Ill /,,,1下部に 3mx4111の長方形プランをもつ伍組逍構がある。当該追構の中

央部には．長さ約]Ill, 輻50cmの比較的）＜聞の,b'ill1が据え附かれ，北側に隣接するところには，

柱穴も数力1りi検出されている。

そして. 3 度目が今皿の調介であり， 1Jr~1i~地，1,1.(は 1I文l=Iのリチャード．ピアソン教授らの調

1i: 地、1.'.(に東接し， 21虻l=lの沖縄県教有委員会調1t地、1¥に1州j接した地、1_1,(である。

2. 今回の調査成果

今j11jの調N成果の 1つにあげられるのが， 2時期わたる追物包含f,;りの確認、で， 1iii2回までの

, JM1t結果から本貝塚は，沖縄後期の具塚として），＇軟 nされていた しかし，今1且1の調1tで]・州の

沖縄後期の辿物包含}ff,;-ドに，沖縄1前期1i1il-(縄文後期1i1il・)に位1(1:づけられている伊波式七器

を主体とした辿物包含将が確認されたc 久米島で名該形式土悩がこのように比較的まと
まって

出上した例は希少であることから會甘該期の島の文化解明に脊するであろう c

出士 したfJI被式～十器は，文様のバリエションに甜み，従来木見のタイプの脊料なども含まれ

ている fJl・j皮八十悩は， /jjiijのhと人径より II径が人きくなる器形をなすことが特徴であるが，本

貝塚のfJl・if如{I: 器は， 1,lij者がほほ＾がしく，どちらかと IJえば後続する荻-;;:式七器に近似した特

徴をイiするものもみられた II縁部から底j';:1;にいたるほぽ完形品に近い脊料も 2点含まれるが，

向者とも口径.(, 訟i,底径の比は従来知られているものとほぽ岱（するようである。その他に，

綾杉文を主文様構成とした1祈謂奄）＄系—:t.悩にみられるような文様展間の土器も出土している。

後期系 t器は，良奸な脊料に恵まれず，そのほとんどが砕片であり，令形を窺えるような脊料

は僅少であった。これらは，諸特徴からして， ；）く別されたが，その主体をなすのはIJ戌tiであ

る その特徴は， 1肌文化の巡んだ党形（深鉢形）が主体をなし，器形は胴部が張るタイプのも

のが多く ，少：化の壷形を伴うが，これらは無頚のものがほとんどである。底部は尖底が
主休を

占め， ＜びれ杓氏が少ないことは， 二度Ifの沖縄県教rt委員会謁l介地.,.¥の内容とは異なるI成果

であり， 1,1J・H塚内で!J・話拠、1れを移動している"r能性を小唆している。

石器は，器種組成からみた場合、 5種ある。これらのなかで主体を占めているのは會 1JI「r-

瀾埋具としての敲石と）杜石類である

石斧は，]4 .'. 忙の出 tがあるが形態や製作技法，あるいはこれまでの報告例などからして，

沖縄前期（縄文相当期）と後期（弥生～平安前期）では異なることが判明している。つ
まり，

沖縄前期段1府にはその形態や法；,:~ もバラエテイーに‘点み，比較的屯限なものが多く，製作

も「宗であるのに対し、後期のそれは彫みを減じ，偏平化の傾Irりにあるとともに，机造の感を

受ける。このような 般^的特徴に照らし併せてみた場合，打象IJ片を使）1-1した第30図6のみは，

1-.l悦の後期に属し，他は伊波式士器を主体とした1前期に伴うものであろう。
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敲石と磨b類のうち，敲石のIll類は使川1(11の観察結果から石器製作JIjのハンマーとして用
途 ・機能をイiしたものであろうということは，既述した通りである。他類には，いずれもアバ
夕；1人の敲打痕を布することから，植物質食料，あるいは具類なとの）JII: 「． ・訊M丹！．具として使）llさ

れたものと椎する。このj1l1j者は，単独で使用されている脊料は極少で，そのほとんどが）拝石,lft
敲石としたように両者の）n途，機能をJft1illiしたものである。
貝製i',i,は比較的多数出上しており，装飾品と実川介hに大別されることは既述した通りである。
その多くが他の伺期の貝塚でも出土しているポピュラーなものがであるが，特出されるものと

しては鏃がある。当該製品は，クロチョウガイおよびヤコウガイなどのリュウテンサザ工科の

仲間の具の杓面が真珠恥の光沢を-1=1する素材を使用し，鏃として）JI「「した製品である。全休形
状は二等辺三角形，または三角形状をなし，基部は平」II_にイI:」＿．．げたものと略弧状，あるいは不
疋ヽJI多に仕上げたものがある。そして，そのはとんどが中央部か，桔部奇りに径2mm前後の正
円形の穿孔があるという特徴を具備している。

煩品は，これまで他美諸島から沖縄諸島にかけての縄文中II'片期逍跡よりの出士 ・報四例があ
るが，各追跡とも出土1¥数は少ない。本貝塚では13点と比較(Iりまとまって出上しているうえ．

形態土のバリエションも多く，そのほとんどが1)1被式土器を主体的に出土している Ill屑より出

士していることから，当該製品の帰屈時期や用途 ・機能を考えるうえで重災な脊料と言えよう。

他に品しておきたいことは，サラサバテイ製具輪の出土状態である。 ~,該製品は，その形態

から複合使川の具輪であろうことは従前から指摘されていたことではあるが，本具塚ではJ以色

図版に示したように，これらが屯なり合って出土したことである。この出土状態から，その端

部の穿{L, あるいはノッチ状の扶りに~:11:を結んで複合使用したであろうことの確証が得られた

と言えよう。
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106. ツノレイシ 119. ヒメヨフバイ

107. テッレイシ 120. ミスジヨフバイ

108. シラクモガイ 121. スジグロホラダマシ

109. ツノテッレイシ 122. シマベッコウバイ

110. ホ‘ノスジテツボラ 123. ノシガイ

111. シロレイシ 124. ヒメホラダマシ
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上

125. チトセボラ 133. チョウセンフデガイ

126. リュウキュウッノマタガイ 134.. イモフデガイ

127. ツノマタガイ 135. ナガシマヤタテガイ

128. イ トマキボラ 136. マユフデガイ

129. ナガイトマキボラ 137. サッマビナ

130. マルニシ

131. オニコブシ

132. コオニコブシ

下

138. マダライモ 147. サラサミナシモドキ

139. コマダライモ 148. ミカドミナシ

140. ジュズカケサヤガタイモ 149. アンボンクロザメ

141. サヤガタイモ 150. クロ フモドキ

142. クロミナシ 151. ニシキミナシ

143. イボシマイモ 152. アジロイモ

144. キヌカツギイモ 153. イタチイモ

145. ゴマフイモ 154. クロザメモドキ

146. サラサミナシ
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具類追N休 .4 



上

155. クダボラ 164. オキナワヤマタニシ

156. リュウキュウタケガイ 165. オキナワウスカワマイマイ

157. キバタケガイ 166. パンダナマイマイ

158. ベニタケガイ 167. オキナワヤマタカマイマイ

159. タケノコガイ 168. リュウキュウヒダリマキマイマイ

160. ナツメガイ 169. シュリマイマイ

161. タッナミガイ 170. オオカサマイマイ

162. ツヤギセル 171. アフリカマイマイ

163リュウキュウセルモドキ 214. カモガイ

下

172. ベニエガイ 182. メンガイ

173. エガイ 183. ニセマガキ

174. リュウキュウサルボウ 184. イタボガキ科の一種

175. : ノメワケグリ 185. シレナシジミ

176. リュウキュウヒバリガイ 186. クロフトマヤガイ

177. クロチョウガイ 187. カゴガイ

178. ミドリアオリガイ 188. ウラキッキガイ

179. カイシアオリガイ 189. クチベニッキガイ

180. シュモクアオリガイ 190. キクザルガイの一種

181. チサラガイ
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上

191. シラナミガイ

192. ヒレジャコ

193. ヒメジャコ

194. シャゴウ

下

195. リュウキュウザルガイ 206. リュウキュウバカガイ

196. オオヒシガイ 207. リュウキュウマスオガイ

197. カワラガイ 208. サメザラガイ

198. ヌノメガイ 209. リュウキュウシラトリガイ

199. マルオミナエシ 210. ヒメニッコウガイ

200. ホ‘ノスジイナミガイ 211. モチヅキザラ

201. ヒメイナミガイ 212. ヒザラガイの一種

202. アラスジケマンガイ 213. オウムガイ

203. カノコアサリ

204. イソハマグリ

205. ナミノコマスオ
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上：魚類遺存休 ・1

1. 右ブタイ科前上額骨

2. // ❖ ク

3. 左 プタイ科 閣骨

4. 右 イロブダイ科 歯骨

5. 左 ナンヨウブダイ 上咽頭骨

6. // 下咽頭骨

7. 右 イロブダイ 上咽頭骨

8. イロブダイ 下咽頭骨

9. 右 ナガプダイ 上咽頭骨

10. ク 下咽頭骨

1 l. ハリ センボン 上顎骨

12. ,:, 

13. ケ 下顎骨

] 4. ハリセ ンボン 棘

下：魚類遺存体 ・2

］． サメ類脊椎骨

2. ❖ 

3. 硬骨魚網脊椎骨

4 . .,,. 

5. 左 コショウダイ刑 l41i上顎骨

6. 右 ケ ❖ 

7. 左 // 歯骨

8. 右 // /,, 

9. // ョコシマクロダイ i'1ii上誼骨

10. ，，， // 歯骨

11. 左 ハマフエフキ フエフキダイ科 ·,~,j上顎骨

12. 右 ❖ // 歯骨

13. 左 フエフキダイ科 前」-_顎骨

」4.ベラ科 カンムリ ベラ 下咽頭骨

15. ベラ科 コブダイ 下咽頭骨

16. 右 ハタ科 マハタ属 前上顎骨

17. ❖ モンガラカワハギ科 上顎骨



lO 

3
 

，
 
10 

図

(! 斥“⇒‘五滋ト 冬f~~ --=.-:.1!,・ .. ,-, ,.;Ja ... ,ヽ...~"'-" r .--
版

五
I I 十

2 細じ蕊 応芯而需如 八

5 7 

-t. •'..1J: •. ; 

--1. ~- ---
り＇ .. ~' j ・・

4 

6 
8 

11 

r.!.,., 

2
 

4
 

11 

12 

14 

-----
13 

.t 
i~ 

5
 

7
 

13 

15 

上 ：魚類逍存体 ・1 下 ：魚類追イ手体 ・2

12 

14 

6
 

8
 

16 

17 



上魚類遺存休.3 

1 . ニザダイ科の鱗

2. モンガラカワハギ棘

3. 椎体突起

4. 主鰊器骨

5. 左棋l節骨

6. 主上顎骨

7. 左関節骨

8. 右尾舌骨

9. 腹鰭軟条

10. 腰常

11. 尾椎骨

12. ヘビ椎休

下 カニ・ウニ ・イカ類遺存体

1. 左 ノコギリガサミの司動指

2. ク ク

3. 右 /,, の不動指

4. タイワンガサミの可動指

5. 右 面動指

6. 右 // 

7. 右 ケ

8. ウニ甲羅

9. イカ ヶ
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上 ：魚類逍存体 .3 下 ：カニ ・ウニ ・イカ遣存体



上 ウミガメ類遺存体

1 . 、1::-;LJ骨

下

2. 左 上腕骨

3. オi ]包骨

4 . 右大腿骨

5. 縁甲板

6. 背甲板

ウマ遺存体

1 . 1, ―ー． 府甲骨

2. オi 大腿骨

3. 踵骨

4. 右 中足骨
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上 イノシシ遺存休・ 1 （歯等）

1. 左 dm 4 M I 

2. 左 dm 4 

3. 右 Ml 

4. 右 (I, dm:u) 

5. 右 M-？ 

6. 右 (p3.4Ml・2) 

7. 左 C 

8. 右 C 

9. 右 (Ii)

10. 右 P2 

11. 左 (dm'ぃ Mt.2)

下 ウシ遺存体 .1 (歯等）

1 . 左 Ml

2. 左 dm4

3. 左 dm .3 

4. 左 I2

5. 左 11 

6. 左 M1

7. 右 (elmぃ）

8. 左下顎骨（ヤギ）

9. 右 ，，， （ヤギ）
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上 ：イノシシ逍併休 .1 (歯等） 下 ：ウシ迎存体 .1 (歯等）



イノシシ遺存体.2 (四肢骨等）

] • 右肩甲骨（幼）

2. ク 上腕骨（ク）

3. 左 椀骨 ('l)

4. // 尺 骨(/,,)

5 .'l 寛 骨(/,,)

6 . // 大腿骨 (/,,)

7. 右 ケ (//) 

8. 左 腔骨 (//)

9. 右 // (/,,) 

10. // 中手骨 IV (//) 

11. 頸 椎 （若）

12. 仙 骨 (/,,)

13. 肋 骨 (/,,)

14. 右 上腕骨 （ク）

15. 左 寛 骨 （ク）

16. ~ 大腿骨 (//)

17. // 胚骨 （ク）

18. ク 距骨 （ク）

19. // 踵骨 (/,,)

20. 右 中手骨 (/,,)

21. 基節骨 （ク）

22. 中節骨 (/,,)

23. 左経骨

24. .,,, 尺骨

25. 右大腿骨

26. 排骨

27. 左膝蓋骨

28. 中手骨 m
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イノシシ追存体.2 (四肢-11等）



ウシ遺存体・ 2

1. 頭頂骨

2. 左側頭骨鼓室部

3. 右側頭骨頬骨突起

4. 蝶形骨体

5. 左 側頭鱗

6. ,,,, 後頭顆

7. 右 /,, 

8. 後頭骨底部

9. 上顎骨

10. 下顎骨

11. 左下顎骨

12. 環椎

13. 軸椎

14. 左撓骨

15. 右中手骨

16. 左大腿骨

17. 右胚骨

18. ク 踵骨

19. 左中足骨

20. 基節骨

21. 中節骨

22. 末節骨
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ウシ遺存体・ 3

1. 肋骨

2. 左上腕骨

3 . // 撓骨

4. /,, 尺骨

5. 中足骨

6. 右距骨
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上 ネコ遺存体

l. 頭菟骨

2. 右側頭鼓室部

3. 下顎骨

4. 頚椎

5. 環椎

6. 軸椎

7. 胸椎

8. 腰椎

9. 仙骨

10. 尾椎

] 1. // 

12. ケ

下 ネコ遺存体

1. 助骨

2. 左屑甲骨

3. 右上腕骨

4 . // 椀骨

5 . // 尺骨

6. 中手骨

7. 左寛骨

8. 右 // 

9. 左大腿骨

10. 右 // 

11. 左胚骨

12. 右 ケ

13. ij非骨

14. 右踵骨

15. 中足骨

16. 基節骨
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上 ・鳥類 （カモメ科，ワシ ・タカ目）遺存体

1 . 左 カモメ科烏口骨

2. 右 // 上腕骨

3. 左 /,, 尺 、ra自. 

4. /,, /,, 胚 ,Iii閂. 

r .) . // /,, 中手骨（近位部）

6. 右 ケ 中手骨（辿位部）

7. ,,,, ケ 悦骨（近位部）

8. /,, // 中足骨（近位部）

9 . ❖ // 中足骨（遠位部）

10. 左 ワシ・タカ目 烏口骨

11. 右 // 上腕骨

12. // // 上腕骨

13. 左 ケ 尺骨

14. 右 ク 胚骨（遠位部）

15. /,, 趾骨

下．ネズミ遺存休

1. 右下顎骨

2. 右上腕骨

3. ク尺骨

4. /,, 党骨

5. // ij釜骨

6. 左大腿骨
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上：島類 （カモメ科， ワシ・タカ目）追存体 下：ネズミ逍存体
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